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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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彼女のカッターナイフ

やせいのきょうしつ

エルマ・ザ・スリーパー

学校の密林ジヤングル

野性の味

ガオウとナガレ

スコールと寮りよう長ちよう

登録しますか？

真ま穂ほのお掃そう除じ日記

wet and chant

おひるねエスケープ

牛を剝むく

ごりんごりん

墓参り

ダマのお仕事

信のぶ長ながのパラプラ

ガオウの記き憶おく

ミニアマ

無限フィーバー

紅くれないの殴なぐり込み

赤と黒

王の上の王




　あとがき
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　豹守ひようのもり広ひろ葉ばはカッターナイフを持って毎朝おれの席へやってくる。

「おっはよー。ちょうだいねー」

「おまえ、そのうち没ぼつ収しゆうされるぞそれ」

「えーなんで？」

　のほほんと言いながら広葉は、ナイフ持ったままの手で、おれの頭を撫なでさする。

　と、頭のてっぺんからもこもこっとパラプラの群が顔を出す。

　ロコロコだ。アロエ由来の品種。基本、髪かみと融ゆう合ごうしていて見た目にはわからないようになっているのだが、刺し激げきを受けると生長点がパンプアップし、見るからに植物とわかるかたちで伸のびてくるのだ。

　数が多い。おそらく十や二十ではきかない。クリスタルっぽい半はん透とう明めいの、緑色の塊かたまりだ。

　その塊の一群を、広葉はひとつひとつ触さわっていく。完熟度を測っているのだ。

「ひとの頭から毎朝毎朝飽あきもせずパラプラ刈かり取っていくなっつーの。猟りよう奇き事件かよ」

「だってオタメシ、お手入れしないし」

　甘あま本もと験ためす、通つう称しようオタメシ。おれの名だ。

「増えすぎでしょこれ。パラプラ根こそぎ刈ったら頭がカッパだよ」

「刈らねーし髪もあるから。むしろ多すぎ」

「あー確かに。アロエって増毛にも効くのかな」

「知らねーよ」

　ロコロコはアロエ由来のパラプラなので、美容と健康にいい。らしい。

　実際おれは風邪かぜとかひいたことはないし体はじょうぶなほうだと思う。願わくばもうちょっと背が欲しい。

　確かに広葉の言うとおり、おれはまったくパラプラの手入れをしないので、髪の量はすごいことになってる。増ぞう殖しよくしたパラプラの効果で、結果的に増毛したかたちだ。

　それだけならまあいいが、パンプアップ状態になるとさすがにやばい。頭のてっぺんにニョロニョロの群かアスパラの束みたいなのが盛り上がってくる。

　その群に広葉の指が分け入り、ひとつひとつ根元から指先でまさぐって完熟度を確かめていく。
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　おれの脳内にロコロコどものつぶやきがぴちぴち弾はじける。

《ボクは苦い》《ボクは苦い》《苦い》《苦いよ》《おいしくないよ》

　本当かどうかは知らない。ロコロコなんか食ったことはないし口に入れようとも思わない。鼻くそならガキの頃ころに味見したことはある。だが爪つめは食わないし、髪だってそうだ。生えてくるものとこびりつくものとは違ちがう。パラプラは前者だ。確かに「植える」ものだから、もともとは他者で、自分の体からナチュラルに伸びてきたものじゃない。でも今はもう自分の一部だ。

　だが広葉は食う。おれから生えたパラプラを。しかも毎日。

　パラプラを食うやつは珍めずらしくはないし、ごく普ふ通つうのことだとは思うが、ぶっちゃけ飽きないか。あとキモくないか。おまえ、そんなにロコロコ好きなのか。苦いしおいしくないって言ってるぞ、本人たちが。

　何度そう言っても広葉のやつはやめない。市し販はんのやつじゃ効かない。オタメシのロコロコがいちばんあたしに合うみたい。その一点張りだ。

　で、カッターナイフ持って毎朝おれんとこへいそいそやってくる、と。

　いいけどな別に。おかげで刃は物ものはぜーんぜん怖こわくねーし。慣れってのは怖いな、ホント。

　広葉のやつは右側に立ち、おれの頭のてっぺんをのぞき込むようにしてまさぐってる。

　制服の襟えり元もとのリボンが、おれの目の前で揺ゆれる。時々額や鼻先に触ふれたりもする。くすぐったいし気まずいが、広葉のやつが左手でおれの後頭部をしっかりホールドしてやがるので逃にげようがない。

　こいつ、胸でけえよな……。

　そんなことをぼんやり考えてると、やべ。ちょっと動どう悸きしてきた。

「ちょ、なに？　オタメシ怒おこってる？」

「や、別に」

「だっておっきくなってきちゃったよ。牡お鹿じかレベルだよ」

「そこまでいってねーだろ。子鹿だろ」

「そんなことないよ。奈な良ら公園だったら切られてる大きさだよ」

「騒さわぐな。おおげさだっつーの」

　血圧が上がるとパンプアップの度合いも激しくなる。理論上はすべての髪が膨ふくれあがってもおかしくないらしい。特に両のこめかみに近い部分から生えてくるやつは角みたいにでっかく固くなる。大きさと形はその時によっていろいろで、数株の葉が束になったり枝分かれしたりもする。おかげでクリスマスにはトナカイ役を押しつけられるのが毎年のパターンだが、うまくトナカイらしく演じられたことはいっぺんもない。ロコロコどもはおれの一部だが、おれのコントロールが利くわけではない。やつらはあくまでパラプラで、独立した植物体だ。共生関係にあるだけだ。やつらが反応するのはおれの生理反応であって意志ではない。

　動悸と同時に血圧が上がり、頭から角が生えてきた。ただそれだけの話だ。

「ごめんね。時間ないもんね。すぐ刈っちゃうからね」

「いや、別に急いでるわけじゃねえけど、まあぱっぱとやってくれ」

「だよねー」

「てゆーか毎朝刈るなって話でもあって」

「それは無理」

「なんで」

「あたしの美容と健康のため」

「なにそれ。何度聞いても意味わかんね。おれはおまえのなんなの？」

「なんだろねー。幼なじみってやつ？」

「うっわ、おま、いまおれを完全に敵に回したわ」

「えーなんでー？」

「だって、おま……うっわー。ねーわー。幼なじみとかさぁ」

「なんで？　そうじゃん。お互たがいちっちゃい頃から知ってるし。あたしオタメシの頭のてっぺんから一本だけこーんなちっちゃいのが生えてたのおぼえてるもん」

　小指の先を突つきつけてよこした。その手にはまだカッターナイフ持ったままだ。

「いいから早くしろって……」

「もう固すぎてカッターじゃ切れないもん。後にしよ。昼休みとかいい？」

「しょーがねーなー」

　主におれの心臓がな。落ち着け、おまえ。たかが広葉だろ。なに無む駄だにどきどきどきどきしてんだ。ここは教室だっつーの。みんな見てるっつーの。

　だからおれは必要以上に怒ってる怒りまくってる寄るな触るなケガするぞってふりしてるんだけど、たぶんあんまりうまくいってないし広葉もちっともわかってない。

　あいつにとっておれはただの幼なじみなんだろう。でなけりゃ毎朝こんな恥はずかしい真似まねはできない。

　おれにとってのあいつは……あいつは、なんなんだろうなー。

　広葉の席は教きよう壇だんの近くだ。おれの席からはかなり遠い。いまは友だちとしゃべって笑ってる。頭のてっぺんから伸びたヒマワリのパラプラも満面の笑えみだ。品種名なんだったかな。なんかやたら唾つば飛びそうな名前なんだよな。わっかりやすいよなーあれ。種のつぶつぶがドット絵みたいに顔の表情を描えがき出すんだ。わかりやす過ぎて人間関係に支障をきたすんじゃないかって気もするが、広葉は別に困ってないようだ。

　ちっちゃい頃あの花は広葉の頭よりもずっと大きくて、あいつはいつも両手で掲かかげ持つようにして走り回ってた。今はもうそんなことはない。せいぜい夜店のお面程度のサイズだろうか。顔の前へ花を持ってくれば、表情ぐらいは隠かくせるだろう。

　幼なじみかー。

　胸でかくなったよなー。
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　広ひろ葉ばはうるさい。騒そう々ぞうしいだけじゃない。物理的にも邪じや魔まくさい。

「今日のおうし座は大ラッキー！」

　すると頭上のヒマワリがぴょこんと立ち上がり踊おどり出す。

　みるみるわさわさ増える花びら、つやつやきらめく満面の種スマイル。

「あ～うっとうしい。なんで朝っぱらからあんなにテンション高いわけ？」

　高たか原はらしじまが聞こえよがしに言った。

　が、広葉はぜーんぜんこたえてない。

「ラッキーラッキー大ラッキー。今日のあたしは無敵かも～」

「ちょっと！　人の話聞いてんの？　静かにしなさいって言ってんの！」

　しじまが席から立ち上がった。

　と、しじまの頭のスズランも戦せん闘とう態勢を取った。

　ぴらぱりらぱらー！

　高らかに吹ふき鳴らされた警告のメロディに、さすがの広葉も目をぱちくりさせた。

「しじま、なんか怒ってる？」

「ホントに聞こえてなかったんかーい！」

「だってあんたがピィピィ言うのなんていつものことだし」

「そうさせとんのは誰だれじゃあ！」

　ぱららぴららぱらりらー！

「出た、突とつ撃げきラッパ。てゆーかそれ自分じゃうるさくないの？」

「うるさいに決まってんでしょ！」

「いや、胸張って言われてもさぁ」

　おれはうっかり口をはさんだ。と、しじまにものすごい目で睨にらまれた。キッ、と眼鏡をかけ直すしぐさがビームの照準を合わせる動きに見えた。

「なんか言った、オタメシ？」

「いや別に」

　対応を間違えるとあとあと大変だ。しじまはただでさえ口数が多く舌ぜつ鋒ぽうも鋭するどいのに、激げき昂こうするとスズランのパラプラによる勇ゆう壮そうな伴ばん奏そうつきで襲おそいかかってくるからたちが悪い。話せばわかる相手じゃない。気が済むまで好き放題言いたいこと言わせるしかない。うるさいしウザい。へたに反論すると大ごとになる。

　だとゆーのに、不用意きわまる広葉のやつはヒマワリフェイスまできょとんとした表情になって言いやがった。

「うるさいんなら鳴らさなきゃいいのに」

「私だって好きこのんでぱっぱらぱらりら鳴らしてんじゃないわよっ！」

　つかつかと広葉の席まで乗り込み、机に両手をついて身を乗り出した。

　と、前まえ髪がみのスズランがぱらららっぱらーと戦闘のテーマを鳴り響ひびかせつつユニコーンの角みたいにぴーんと立って、広葉のおでこを突っついた。

「痛いなあ」

　ササッとヒマワリを動かして、顔の前へ持ってくる。お面でもかぶったような格好だ。

「隠れるな。ちゃんと目を見て話せ」

「やだ。しじま怒ると怖こわいもん」

「だったら怒られないようにしなさいよっ」

　スズランの切っ先にぐりぐりと突っつき回されて、ヒマワリの笑顔が引きつった。

「暴力はんたーい」

「あんただって言葉の暴力飛ばしまくってるでしょーがっ。私のパラプラはねえ、防犯ベルなのよ。非常時には自動的に鳴るの。自分の意志でどうにかなるわけじゃないの」

「非常時じゃないじゃん。いつものことじゃん」

「あんたの言動が通常とはかけ離はなれてるだけでしょっ!?　見てるだけでストレス爆ばく発はつ起こすの！　ナチュラルに非常時なの！」

「うるさいなぁもぉ～」

　広葉はしじまの鼻をつまんだ。

「[image: な゛][image: に゛]ず[image: ん゛][image: の゛][image: よ゛]ッ！」

　ズーピッキピー！

「ほら静かになった」

　にっこり笑って広葉は席を立ち、しじまの鼻をつまんだまま彼女の前へ出た。

　身長差がある。健康優良発育上等な広葉に比べると、しじまはどう見ても小学生だ。いきり立ってズッピキズッピキ鳴いてるスズランの茎くきの切っ先が、広葉の鼻のてっぺんよりもわずかに低い。

「しじま、うるさいときは鼻つまめばいいんだよ。ミュートになるよ」

「[image: 放゛]じ[image: な゛]ざ[image: い゛][image: よ゛]っ！」

　ズピピズピピズーイー！

　鼻をつままれてもやかましいことに変わりはないが、確かに音は格段に小さくなった。これなら教室の外までは聞こえないだろう。

「いい加減落ち着きなって。また朝ごはん抜ぬいたんでしょ。おなかがすくとイライラするから、ちゃんと食べてこなきゃ」

「[image: 私゛]ば[image: 朝゛]が[image: 弱゛][image: い゛][image: ん゛]だっでばっ！」

「あ～わかる～。朝って超ちようつらいよね～」

　幸さい木ぎ聖しやる舞まが半分夢の中みたいな口調で言った。

「てゆーか、しじまちゃん寝ね不ぶ足そくなんだよ～。今日の授業はチャンスだよね。数学の時間って寝やすいし～」

「[image: あ゛][image: ん゛]だど[image: 一゛]いつ[image: 緒゛]しよ[image: に゛]ず[image: ん゛][image: な゛]っ！」

「おーよしよし」

　広葉がしじまを抱だきしめた。胸の谷間に顔が埋うまった。

「むむぎゅむ」

「ねーむーれーよーいーこーよー」

「[image: 子゛]ど[image: も゛][image: 扱゛]あつか[image: い゛]ず[image: る゛][image: な゛]～っ!?」

「そうだ。おかあさんがいいものをあげよう。腹減らしの娘ッコには、特別におむすびをごちそうするのじゃ。……あれ？　あれれ？」

　片手でカバンをまさぐっていた広葉が、しじまを放し、カバンの中をのぞき込んだ。

「ぷはあっ。くっ、苦しかったぁ」

「ない！　あたしのおむすびがないっ！　確かにカバンに入れたのにーっ！」

「それって……」

　乙おと郷ごう真ま穂ほが、おずおずと窓の外を指さした。

「ひょっとして、あれですか？」

　教室の窓からは桜並木が見える。

　ひときわ立派な木の上で、カラスとトマトがおむすびを奪うばい合っているのが見えた。

「ガオウとピタローだ！　あいつら、いつの間にあたしのおむすびを～！」

「どうせ道草してつまみ食いしてたときにでもちょろまかされたんだろ」

　おれは思わずつぶやいてしまったが、さいわい広葉には聞こえなかったようだ。

　ガオウはカラスだが、ピタローはトマトではない。

　ピーヤンだ。トマト由来の遺伝子超ちよう組くみ換かえ品種で、数あるパラプラの中でももっとも成功した例と言われている。

　なにしろ連中は知的種族だ。独自の文明と文化を持ち、人間との共生を必要とせず、勝手気ままに暮らしている。

　と教科書には書いてあるけど、見た目も行動もあんまり知的ではない。

　頭でっかち２頭身、身長８センチ前後、てのひらサイズのトマト妖よう精せいって感じ。

　そいつが自分の体より大きなおむすびを背負ってカラス相手に奮ふん闘とうしているところは、微笑ほほえましいというか意い地じ汚きたないというか。いずれにせよ賢かしこそうな感じはまったくしない。

「おむすび返せー！」

「やめろって」

　窓まど枠わくを躍り越こえて飛び出しかけた広葉を、おれはすかさず羽は交がい締じめにして止めた。

「邪魔すんな～！」

「落ち着け。ここは三階で、おまえはただの中２女子だ。空は飛べないし念力も使えない。あきらめろ」

「でも首は伸のびる！」

「はぁ？」

「オタメシ、しっかり押さえてて！」

　言うが早いか強ごう引いんに窓から身を乗り出した。

「ぬおお……」

　小こ柄がらなおれにはけっこうきつい。

　広葉の頭からヒマワリが立ち上がり、するすると長く長く伸びる。ろくろっ首みたいだ。大きな花がゆっさゆさ揺ゆれてるし。

　花はおむすびめがけてまっしぐらに伸びてゆく。

　おむすびドロボーどもにとっては悪夢だったに違ちがいない。

　鬼おにの形相を浮うかべたヒマワリの花がゆっさゆさしながら迫せまってくるのだ。

「ガヒャハァ!?」

　ひと声鳴いて、カラスのガオウは飛んで逃にげた。

　ピーヤンのピタローも逃げようとしたが、背負ったおむすびが重すぎる。

　頭から落っこちた。

「ああっ！」

　広葉が悲鳴を上げた。

　と──わしっ！

　桜の木の下で待ち構えていた野の良ら猫ねこが、真っ逆さまに落ちてきたおむすびとピタローを尻尾しつぽでキャッチした。

「ミャオウ！　おむすび返して！　それ、あたしの！」

　野良猫のミャオウは、頭上のヒマワリをおもむろに見上げた。

　さわさわさわ……とミャオウのふさふさの毛並みが動き、一部が色を変えた。背中にくっきりと「×」印が浮かび上がった。

　ミャオウの尻尾は八本ある。そのうちの二本を器用に操あやつって、逆さまにキャッチしたピタローをぽいっと捨てた。おむすびはその場で食べた。

「あっ、ああーっ！」

　おむすびをかじりながら悠ゆう々ゆうと去ってゆくミャオウを、ガオウとピタローが追ってゆく。

「今日もまた学園周辺の縄なわ張ばり争いは苛か烈れつみたいねえ」

「だいじょうぶですか、広葉さん？」

「くうう～。あたしのおむすびぃぃ～」

「しゃんとしろ、しゃんと。ぐにゃぐにゃしてたら放り出すぞ」

　どうにか窓から引きずり戻もどすと、広葉はぺったりと床ゆかにへたり込んでしまった。

「はらへったぁぁ……」

「そりゃそうでしょ。あれだけ騒さわげば」

「ファイトです、広葉さん。給食までの辛しん抱ぼうです」

「あんなのだけじゃ足りなーい」

　うなだれた広葉の頭の上に、するするする……とヒマワリの花がようやく戻ってきた。こっちもげんなりフェイスで元気がない。と、その表情を形作っていた無数の種が、突とつ然ぜんスコールみたいな音を立てて一いつ斉せいに床に散らばった。しなびきってくたくたになっていた花びらもことごとく落ちた。

　やっぱりか。

「おまえ、いい加減にしろよ。落ち込むたんびにそこら中散らかしてんじゃねえよ」

「あたしに言われても困る。文句はパラプラに言って」

「ちょっと乙郷、あんた掃そう除じなんかやったげなくたっていいよ。豹守ひようのもりにやらせなさい」

「わたし、こういうの慣れてますから」

　にっこり笑った乙郷真穂の頭上で、重たげに咲さいたヒガンバナがもっさりと揺れた。お寺の娘むすめにふさわしいっちゃふさわしいが、正直ちょっと怖い。ホウキとちりとりをせっせと動かしてる甲か斐い甲が斐いしい姿にも、似合うよーな似合わんよーな。

「真穂～、種だけ選よってあたしにちょうだい。あとで炒いっておやつにするから」

「わかってますよ。いつものことだし」

「おまえ、ホント節操ないな」

「おいしいんだもーん」

「リスか、あんたは」

「むしろ野や獣じゆう。いや魔ま王おうだな。食しよく欲よく魔王」

「もう甘んじて受けるから、その称しよう号ごう。代わりにオタメシ、あんたのパラプラ食わせて」

「やめとけ。もっと腹がからっぽになるぞ」

　みむみむみむみむ……

　シグナル音がした。おれたちは音のほうを見た。

　幸木シャルマの席だ。すぴーすぴーと気持ちよさそうに寝息を立てている。その頭上で、彼女のパラプラがなにやら錬れん成せい中だった。

「もうじき生まれるぞ」

「まったくもう、次から次へと……」

「シャルマさん。起きてください。シャルマさん」

「んん～」

　身じろぎすると、彼女の頭上でぽっこりと臨月を迎むかえたチューリップが、ぱあっと大きく花開いた。

　その花の真ん中に鎮ちん座ざしていたのは、おむすび。

「ンマソー！」

　ダッシュでやってきた広葉が、かぶりつきそうな近さでのぞき込む。うなだれていたヒマワリも立ち上がった。のっぺらぼうのその花に、新たな種がにるにるにるにると生えてきて、満面の笑えみを形作った。花びらもわさわさ伸びてきた。

「んん……広葉ちゃん、おはよう～。じょうずにできてる？」

「完かん璧ぺき！　この三角形のエッジ、ごはんと海苔のりのバランス、ほどよいゴマ塩の分布、そしてなにより大きさ！　まさにザ・おむすび！」

「定てい冠かん詞し間違えないで。母ぼ音いんにはジ」

「しじまさん、英語も自習してるんですか……」

「ねえ、これあたしの？　もらってもいいんでしょ？」

「もち・ろ～ん」

「やったぁ！　シャルマ大好き！」

「味はどうだかわかんないよ～。前に広葉ちゃんからおすそ分けもらったときのこと思い出して、いっしょけんめい眠ねむったけどね？」

「ホンットに器用よね、幸木って。いつでもどこでも眠れるだけでも驚きよう異いなのに、夢見てる間に花の中で物質錬成までやっちゃうんだから」

「いっただっきまーす！」

「待て。食うなら外で……」

　遅おそかった。

「ふぐむぐっ」

　広葉の髪かみがびりびりびりっと稲いな妻ずま状に逆立った。

　ヒマワリも「[image: ]」という顔になって硬こう直ちよくした。

「ああ～、やっぱダメだったか」

「どんな味？」

「お、おままごとの味ィィ。草の実のごはんのォォ」

「ほへへ、失敗しちゃったかな～。シャルマ、今おなかいっぱいだから、あんまりうまく想像できなかったかも～」

「ごめんなさいね広葉さん。よいしょ」

　真穂がヒマワリの花をぐいっと引き寄せ、差し伸べたちりとりの上で振ふるった。種と花びらがまとめてどさどさ落ちた。

「もったいないなあ。これ、大部分はおまえの体から取ったエネルギーだろ。カロリーの無む駄だ遣づかいだよ」

「いいのっ。種は保存食になるんだから」

「広葉ちゃん、おいしくなかったらお残しオッケーだよ？」

「そんなもったいないことしないよっ！　うう～」

　広葉が涙なみだ目めでもそもそ頰ほお張ばっていると、始業の鐘かねが鳴った。
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　あたしはアサガオに操られている。

「あんたのせいでしょ？」

　母は言う。

「朝、ちゃんと起きられないのが悪いんだよ」

　そんなこと言われたって困る。あたしは朝が弱いのだ。

　おまけにパラプラは異常な早起き。

　むろんこの子らにとってはごくノーマルな生活リズムなんだろうけど。

　パラプラの花たちは今、パジャマ姿のあたしのくりくり巻き毛の中に埋うもれて見えない。鏡でのぞき込むと、きっちり巻かれたアサガオのつぼみがみっつよっつ身を寄せ合っている。なんだか鳥の巣で眠ってる雛ひなみたいだ。

　この子らが目覚めるのは真夜中だ。夏場はだいたい深夜の１時過ぎからもぞもぞと頭をもたげ始め、３時前にはどの花も完全に開く。そんな時間まで夜よ更ふかしすることはさすがにあんまりない。そろそろまぶたが重たくなってきた頃ころに花たちが身じろぎを始め、そのざわざわとした感かん触しよくをおぼえながら眠りに就つくのだ。

　母の出勤時間にはとうてい起きられない。

　それでも毎朝きっちり一緒にごはん食べてるのはアサガオのせいだ。

「言葉は正確に。アサガオの〝おかげ〟でしょ」

　母はそう言うが、あたしは別にパラプラに感謝なんかしてない。むしろうんざりだ。




　朝５時ともなると夏場にはすっかり夜が明けていて、母もぱっちり目覚めてて、出勤前の畑仕事に余念がない時間だ。

　その頃、眠ったまんまのあたしも起き出す。フランクフルトの夜のハイジみたいに。

　パラプラの仕し業わざだ。

　品種名はカンパネラ。鐘という意味。生活リズム改善のため開発されたパラプラなんだそうだ。その効果は「日照リズムに合わせた活動をお約束します」というもので、要するに目覚まし。

　ご先祖さまがどういうつもりでそんなものを植えたのかは知らないが、おそらく朝が弱かったんだろう。何代も経るうちにすっかり体質改善されて母は早はや寝ね早はや起おきの健康体となったに違ちがいない。うらやましいとは思わない。ただただ迷めい惑わくだ。あたしまで早起き生活に巻き込まないで欲しい。

　て言うかそもそも目覚めてないし。眠ったまんまだし。

　いろいろと納なつ得とくはいかないが、とにかくあたしは毎朝毎朝パラプラのなすがままに動き出し、母の畑仕事のお手伝いをする。

　それから軽く水を浴び、朝ごはんを食べる。時には食事の仕し度たくまでやっちゃうこともある。らしい。

　あたしが、ではない。アサガオのパラプラが、だ。

　なにしろあたしはずーっと眠ったまんまだからなんっっにもおぼえてないし。

　ありえないよなと自分でも思う。水を浴びても気がつかないなんて、ほとんど意識不明じゃないのか。

　あたしの意志なんか無視してパラプラは自分自身のリズムを貫つらぬく。頃合いの時間になれば学校へも向かう。そのへんはまあ便利といえば便利だ。

　眠ったまんまのあたしはうつろな目を半開きにしてゾンビみたいに教室へたどり着き、着席するなり机に突つっ伏ぷして本格的に寝直す。担任のチカちゃんが出席を取るときには手を挙げて応こたえるそうだ。それってどうなのと思うけど、チカちゃんはうるさいこと言わないから助かってはいる。

　２時間目が終わる頃になると、ようやくあたしは目を覚ます。

　その頃には眠れる森の美女状態だ。

　いつもは丸まっているパラプラの蔓つるが寝てる間にするするほどけて、机や椅い子すにみっちりと絡からみついてる。時には隣となり近きん所じよの席にまで伸のびてる。鉛えん筆ぴつや消しゴムを巻き込んでたこともある。初等部の頃はドロボー呼ばわりされてケンカになったこともあった。今はさすがにそんなことはないけど、やっぱり気まずいことに変わりはない。手伝ってもらわなきゃいけないし。

　絡まりまくった蔓をほどくのは、自分ひとりでもできないわけじゃないけど時間がかかる。手伝ってもらえば３時間目に間に合う。そうでなければ授業中にもしばらくもぞもぞやってることになる。

「はぁ～あ」

　あたしは思わずため息をついて、膝ひざを抱かかえたまま、ベッドの上でころんと横になる。

　指先で突っつくと、アサガオのつぼみはふにふにとなすがままになっている。無む邪じや気きなものだ。

　こいつらのおかげで今日も恥はずかしい目に遭あった。




　ふと気がつくと、あたしの目の前に甘あま本もと験ためすの顔があった。

「ふえっ!?」

「あ、起きた。よかった」

　甘本は自分の席を指さした。

「あれ、ほどいちゃっていいか？」

　あいつの席はあたしから見て前列左斜ななめ前。その方向へ吊つり橋ばしが架かかってた。アサガオの蔓が、寝てる間に伸びてあいつとあたしの席を繫つないでいたのだ。

「ふえええ!?　な、ちょ、なんで起こしてくんなかったの？」

「や～よく寝てたしさ。えらいよな安あ積さか。夜中まで勉強してんだろ」

「してないしてない。ただの夜更かし」

「謙けん遜そんすんなよ。成績いいじゃん。こんだけ寝ててテストは完璧なんだから、自習みっちりやってるんだよな」

「そ、そういうわけじゃ……」

　ただ単にアサガオが勤勉なだけだ。あたしが寝てる間にも、やつは律りち儀ぎに周囲の情報を感知し記録する。おぼえておく必要のある情報はあたしの脳にも書き込んでくれる。ありがたいけど薄うす気き味み悪わるい機能だ。たかが植物に情報を取捨選せん択たくされたくはない。とはいえ確かにペーパーテストには有利なので、引っこ抜ぬいて捨てようという覚かく悟ごはなかなかできないのがつらいところだ。

　そういうあれこれを知らないらしい甘本は、明らかにあたしを買いかぶってる。

　それだけでも頭抱えて走って逃にげたいくらいなんだけど、甘本のやつは大まじめに言うのだ。

「悪いけど、体に絡まってきたやつは取ったからな」

「かっ、カラダ？　って、甘本の？」

「蔓植物って見境ないからな。おれは気にしてねえけど、やっぱこれ、安積のものだし……勝手に触さわるの、どうかと思って」

「むしり取って！　今すぐ！　全力で！」

「いいのか？　痛くないか？」

「その気き遣づかいがむしろ痛いから！」

　あたしは拘こう束そくチェーンを引きちぎるキングコングみたいに立ち上がり、アサガオの蔓をぶちぶちと振ふりほどいた。実はけっこう痛かったが、より痛いポイントは別にあった。甘本のいたわるようなまなざしとか。クラス中の好こう奇き心しんに満ちた沈ちん黙もくとか。

　うかつだった。弱みを見せてしまった。あんなやつ、どーってことないのに。

　なのに、なんでよりによってあいつの席に絡みついたりしたんだ？




「植物は賢かしこいよー」

　以前、母が言ってた。ホントかどうか知らないけど。

「こいつら、手近でいちばん頼たより甲が斐いのあるものにしがみつこうとするからね」

　そうなんだろうか？

　だとしたら、それを判断したのは誰だれなんだろう。アサガオか。それともあたしの無意識か。いずれにしろあんまり信用できない気がするけど。

「はぁ～あ。やんなっちゃうなーもう。学校行きたくない……」

　でも、アサガオはそんなこと許してはくれない。明日あしたもまた朝になればあたしはあの教室で目を覚ますだろう。

　視界には、甘本の背中がある。中等部へ進級してから１年とちょっと、ずーっと同じ光景を見てきた。あたしの朝の日課と言っていい。

「はぁ～あ……」

　早寝早起きすればいい。そうすれば、少なくとも今日みたいなアクシデントは防げる。

　かといってそう簡単に眠ねむれやしない。

　今夜は特に。
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「ピーヤン狩がりが必要だよ！」

　豹ひようの守もり広ひろ葉ばが訴うつたえた。

　が、クラスで耳を傾かたむける者はだーれもいない。

「ねえみんな、聞いてる？　ピーヤン放っといていいと思うの？　おむすびドロボーだよ？」

「あんたがマヌケだったんでしょ」

　高たか原はらしじまが鉛筆を削けずりながら言った。

「やられたの、あたしだけじゃないよ！　他ほかの子もしょっちゅう盗とられて泣いてるよ！」

「そうなの～？」

「さあ……わたし、給食で足りちゃいますから……」

　乙おと郷ごう真ま穂ほが小首をかしげて答えると、幸さい木ぎシャルマはころころ笑った。

「だよね～。家からおむすびとか持ってこないよね～」

「あんたは自分で作っちゃうじゃん！」

「え～、おむすび？　うまくできなかったよね？」

「そうじゃなくて、主におやつ系。チョコとかキャラメルとかクッキーとか」

「あれ、味うっすいのよね」

　削りかすをフッと吹ふき払はらって芯しんの尖とがり具合を確かめながら、しじまが言った。

「花の蜜みつの味しかしないチョコなんて、ただのニセモノだと思う」

「あれはあれでおいしいと思いますけど……」

「乙郷は優やさしいね」

「味はともかくさぁ！　口くち寂さびしい時には、シャルマ自分でおやつ作って食べちゃうじゃん。だからあたしの危機感がわかんないんだよ。おやつを盗られたときの、あの絶望感……自分の胃い袋ぶくろというブラックホールへ、内側から崩ほう落らくし吸い込まれていくような……」

「ブラックホールってなに～？」

「宇宙のどこかにそういうものがあるらしいですよ。なんでも吸い込む穴なんだそうです」

「そうなんだ～。宇宙もおなかすいてるの？」

「さあ……」

「もういい！　あたしひとりでやってやる！」

　力強く宣言して広葉は、なぜかおれのおでこにビシッと指を突きつけた。

「オタメシ、一いつ緒しよに来て」

「なんでだよ。ひとりでやるんじゃねーのかよ」

「手伝ってとは言ってない。あんたは食料」

「はぁ～？」

「あたしがはらぺこで動けなくなったら、あんたのアロエを丸かじりして復活する」

「いや無理だろそれ。カロリーなんかほとんどないし、腹壊こわすぞ」

「いいから来て！」

「わ」

　襟えり首くびを摑つかまれて引きずられた。乱暴なやつだ。




　自立ユマニテ学園は、町の唯ゆい一いつの学校だ。

　ものすごく広い。

　しかも深い。

　山ひとつ丸々抱かかえた広大な敷しき地ちには、おれたちが通っている中等部本校舎以外にも、幼児棟とうから研究棟まで七つの建物が点在している。

　見晴らしのよい空間はごく限られたエリアに留とどまり、それ以外はみんな鬱うつ蒼そうとしたジャンクル──ジャン「グ」ルではなく、ジャン「ク」ル──遺伝子改良によって作られた植物群の密林だ。

　この町で生まれたやつはみんな、この学校で子ども時代を過ごす。

　ここにいるのは人間ばかりではない。ピーヤンみたいな野生のパラプラや、ガオウやミャオウといった知性化動物。さらには未発見の新種も毎年いくつか報告されているらしい。

　卒業までにすべてを知り尽つくすのは不可能と言われている。

　というか、あんまり深入りすると危ない。

　なので、敷地の大半は立ち入り禁止となっている。

　なってはいるのだが、別にフェンスが張ってあるわけではないし、その気になればいくらでも侵しん入にゆうできる。

「自己責任でどーぞってことなんだろうな……」

「なにぶつぶつ言ってんの」

　広葉が鋭するどくささやいた。

「集中して」

「て言われてもなぁ」

　薄暗い密林には草いきれが充じゆう満まんし、息が詰つまりそうだ。風が通らないので、ひどく蒸むし暑い。

　すぐ傍かたわらで広葉が耳を澄すませ、鼻をひくひくさせて辺りの気配を探さぐっている。

　汗あせばんだ体に制服が張りついている。

　なんだか落ち着かない気分で目を逸そらす。

「よそ見しないで。行くよ」

「へいへい」

　足音を立てないようにそろそろと進む。

　先に立つ広葉が、頭上のヒマワリの花だけおれのほうへ向けて小声でささやいた。

「このへんはもう人間の縄なわ張ばりじゃないんだからね。紛ふん争そう地帯だよ」

「おおげさ。紛争ったってカラスと猫ねことピーヤンだろ」

「他にも何がいるかわかんないでしょ」

「そりゃそーだけどさぁ」

　だったら丸まる腰ごしで分け入るかって話だ。しかも昼休み時間にだ。

「ホントにあんのか、ピーヤンの巣なんて」

「わかんない。噂うわさはあるけど未み確かく認にん。だから探してんの」

　ピーヤンはパラプラだ。植物だ。しかも果実。

　当然、もともと生まれ育った場所がある。

　場というか草だ。親株だ。

　生き物の体に根づいて共生している場合もあるが、野生種のピーヤンなら、親株はたいてい地面に植わっている。ときには群落を形成している場合もある。

　ふだんは２頭身の丸っこい体で跳はね回り、おむすびドロボーまでやらかすピーヤンの果実は、疲つかれてくると親株の元へ戻もどり、ヘタのジョイント部分を接続して眠るのだ。

　あたり一面の草原に、ころころと丸くなって眠る果実たち……。

　ピーヤンの巣と呼ぶにふさわしい眺ながめだろう。

　そんなものがこのジャンクルに隠かくされていればの話だが。

「おまえ、巣を見つけたらどうするんだよ」

「思い知らせてやるの」

　怖こわいな。なにする気なんだ。まさかジェノサイドに手を染めるつもりじゃないだろうな。なんだかんだ言っても相手は草だ。人間がその気になれば暴ぼう虐ぎやくの限りを尽くすことは難しくはない。刈かり尽くすとか焼やき払うとか薬を撒まくとか。

　もっとも連中はそれなりに知ち恵えがある。復ふく讐しゆうされる可能性もあるだろう。

　広葉がそこまで考えているかどうかは知らないが。

「やり過ぎるなよ」

「わかってるって。それよりオタメシ、ちゃんと帰り道の目印つけといてよね。５時間目までに戻れなかったらまずいし」

「なんでおれが。自分でやれ」

「忙いそがしい。あたしは野性担当、あんたは理性担当。言い換かえれば凧たこと糸巻き、釣つり針ばりと釣り竿ざお、ぶっ飛んでくブーメランとキャッチする手」

「つまり鉄てつ砲ぽう玉だまだって自覚はあるのか……」

「冒ぼう険けん者しやと言って」

　まあなんにせよ、けっきょくおれは手伝うことになるらしい。いいけどな別に。こいつから目を離はなしてるのも不安だし。

　足あし下もとは踏ふみ分け道になっている。

　ということは、誰だれかが今もこの密林を行き来しているということだ。

　研究棟に所属する先せん輩ぱいたちかもしれない。

　が、おそらくはけものみち。

　学校周辺には鹿しかも猪いのししも狐きつねも狸たぬきも暮らしている。やつらの生活圏けんに踏み込んでいたとしてもちっとも不思議じゃない。

　てゆーか……。

「確か熊くまも出るんじゃなかったっけ？」

「おどかさないでよ」

「犬を連れてくればよかったな」

「うちのダマはダメ。恐こわがりだしうるさい」

「誰に似たんだ」

「あたしじゃないのは確かだね。別に怖くないし」

　と言いつつ、先に立っていた広葉はするすると後じさり、おれの隣となりに並んだ。あまつさえしがみつきやがった。

「放せよ。歩きにくいってば」

「前見てて。こっち向かなくていいから」

　ふてくされたように言った。と、その横顔が、割り込んできたヒマワリの顔で隠された。無数の種で構成されたドット絵フェイスはいつものスマイルで、しかしこれだけ近きん距きよ離りだとけっこうキモい。

《この先はやめておけ》

「ん？」

　おれは立ち止まった。

「どうしたの」

「いや、なんか聞こえたような……」

「あたしにはなんにも」

「気のせいかな」

　そうは思えなかった。頭の中に直接響ひびいた。ちょうどおれのパラプラが何か言うときみたいに。けれど、アロエたちの口調とは違ちがってた。

　なんなんだ？　誰かがおれに話しかけてるっていうのか？

「あっ」

　広葉が身を乗り出した。

　ピーヤンだ。道の先のほうにチラッと見えた。が、すぐに隠れた。

　もちろん走った、広葉のやつは。

「おい待てっ」

　おれの言うことなんか聞いちゃいない。昔っからこうなんだ。

　ぴんっ、と跳とんで逃にげるピーヤン。素す早ばやい。

　追いかける広葉。踏み分け道を外れ、密林の中へと突つっ込んでいく。

　放っとくわけにもいかない。

「まったくもう……！」

　５時間目は担任のチカちゃんだ。居い眠ねむりも内職も大目に見るけど、エスケープにだけは厳しい。時間までに戻れればいいが。




　見え隠れするピーヤンを追って、どれくらい走ったか……。

　ピィィィィィ！

　密林に笛の音が響き渡わたった。

　広葉はハッと足を止め、辺りを見回す。

　囲まれていた。

　枝という枝に真っ赤なピーヤンが鈴すず生なりになっておれたちを睨にらんでいる。

「はめられた。ここまで誘さそい込まれたんだ」

「ひょっとして、あたしのせい？」

「その話はあとだ。生き延びられたらな」

　おれたちは背中合わせに立ち、敵意剝むき出しのフルーツ軍団と対たい峙じした。

　なんともいえない甘い香かおりが辺りに立ちこめている。

「完熟だね」

「これ、やつらの匂においか……」

「ねえオタメシ、野生のピーヤンって食べたことある？」

「おまえ、今それどころじゃないだろ」

「だってンマソ～じゃん、この匂い。絶対甘いよね」

「やめとけ。カラスが吐はき出してんの見たことあるぞ。たぶん渋しぶいか辛からいか酸すっぱい。でなけりゃ有毒」

「見て！　あそこ！」

　ひときわ立派な枝えだ振ぶりの樹きに、ピタローが悠ゆう然ぜんと現れた。

　他のピーヤンよりひとまわり大きい。マントみたいな葉っぱ、王おう冠かんみたいなヘタ。いかにも王様っぽい格好だが、目鼻立ちは他の連中とおんなじレベルのシンプルきわまる造りなので威い厳げんも風格もまるでない。頭もあんまりよさそうには見えない。

　が、あなどってはいけない。

　ピィィィィィ！

　ピタローが高らかに口笛を吹ふき鳴らした。

　と、子分どもが一いつ斉せいに頭のヘタを引き抜ぬいた。

　キュポ、ポ、ポポポポポポポポポッと続けざまに響いた音のあと、投げ捨てられた無数のヘタが降ってきた。

「わ」

「ひゃっ」

　おれたちは思わず両りよう腕うでで頭をかばった。

　それを見計らったかのように、ピーヤンどもが枝からダイブした。

　ある者は真上から、またある者は地面でバウンドし、さらには枝やら木の幹やらを使って方向を変えるトリッキーなやつもいて、どいつもこいつも狙ねらいはおれたち。上から下から真横から、ありとあらゆる方向からの一斉体当たり。

　びしゃぶしゅずしゃざぱしゃしゃぱしゃ！

「ぶふぁ……」

　ピィィィィィ！

　容よう赦しやなく響き渡る口笛に、おれはぐいっと目元を拭ぬぐってまぶたを開いた。

　目が痛い。刺さすようにしみる。野生ピーヤンの成分に何が入ってるのかは知らないが、涙なみだと鼻水が止まらない。それでもなんとかものは見えたから、洗い流せばどうということはないだろう。というか、口の中に甘みを感じたところをみると、しみるのは果実の糖分かもしれない。

　広葉は悲ひ惨さんだ。どろっどろだ。顔面をカバーしようと掲かかげたヒマワリの花には潰つぶれたピーヤンの残ざん骸がいがこんもりとこびりついて重そうだ。それは自重に耐たえかねたかのように、ぐってりと顔の脇わきへ垂れ下がった。その後ろから現れた顔は、ほとんど末期のゾンビみたいなありさま。

「はうう～。目が、目がぁぁ……」

「もっと泣いとけ」

「わかってるよ！　てゆーか、もうちょっと言い方ない!?」

「いいから周り見ろって」

「今度はなんなの！」

　さすがの広葉も、それを見ると「ひ」とひと声漏もらして固まった。

　またしても枝という枝にずらりと並んだ、真っ赤な果実ども。

「あいにく今度もピーヤンだ。いくらでも出てくるっぽいな」

「なんなのよ、もう～！」

　と──

《そのへんにしておけ》

　また声がした。

　おれの頭の中だけに響いたわけじゃないらしい。

　ピーヤンどもが一斉に反応したのだ。ある方向を見た。おそらくは声のしたほうを。

「え、なに？　なんなの？」

「シッ、静かに……」

　密林の奥から下生えを踏むかすかな足音が聞こえてきた。

　押しのけられた葉は叢むらや小枝がぱちぱちぴちぴちとはねる音もする。その音で、近づいてくるのはどうやらかなりの巨きよ体たいらしいとわかった。

　広葉がおれにしがみついた。おれもあいつに腕うでを回した。

　暗がりからぬうっと現れたけものの鼻先が、黄金きん色の粘ねばっこい液体で濡ぬれている。

　ビシッ、とピタロー以下ピーヤン軍団が直立不動の姿勢を取った。何匹ひきかがバランスを崩くずして枝から転げ落ちた。こういうポーズには慣れてないらしい。

　真っ赤な果実の出で迎むかえの列の中、そいつは若草色の巨体を揺ゆさぶって悠然とやってくる。

　広葉がおれにぎゅうっとしがみつく。

「くっ、熊、くまくまくまっ」

「落ち着け。よく見ろ。背中の辺り」

　鮮あざやかなさみどり色に染まった全身の毛並みの中でただ一いつ個か所しよ、盛り上がった肩かたから背中へかけて一面に白い花が咲さいている。その周りをしきりに蜂はちが飛び回っている。

「ハナサキグマだ。知性がある。そうだろ？」

《その通りだ、少年よ》

　さっきから頭の中に響いていた声が、はっきりとおれに答えた。女の声だ。

　彼女の後ろから、二頭の子こ熊ぐまがひょっこりと顔を出す。毛並みはごく普ふ通つうの濃こい褐かつ色しよくだが、頭から背中にかけて母親と同じ鮮やかな草色の部分が広がっていた。

「なに、この子たち！　かわいいっ！」

「この春に生まれた子だな。パラプラが育ちきってない。毛並みの生はえ替かわりもまだ途と中ちゆうだ」

《よく知っているな》

　ハナサキグマの母親は、おれの頭に直接語りかけてきた。

《この春の子どもらはまだほとんど哺ほ乳にゆう動物としての本能しか持っていない。そのことを、念のためおまえたちに警告しておく》

「わかった。気をつけるよ」

「え、なになに？　なにしゃべってるの？」

「いたずら盛りの子どもがいるし、イラッとするからもう帰れってさ」

「オタメシ、適当なこと言ってるんじゃない？」

「おまえ、ほんとに何も聞こえないのか。パラプラ通信の感度鈍にぶってないか」

「そうかなあ」

《どうやらその子の花は聞き取ることが得意ではないようだ。その代わり、何か別の力に長たけているのだろう。見ることか、嗅かぐことか、語ることか……》

　いや、たぶん味わうことじゃないかな。そう思ったが黙だまってた。

　鐘かねの音が聞こえてきた。

「まずい！　授業が始まっちゃうよ！　ねえ早く帰ろ！」

　ピタローが口笛を吹いた。

　周りを取り囲んだピーヤン軍団が、一斉に地面へ飛び降り、一列に並んだ。その列の先から始業の鐘が聞こえてくる。

「お帰りはこちらってことか」

「行こう！」

　走り出した広葉は、しかしすぐに立ち止まり、くるりときびすを返しておれに言った。

「ねえ、クマさんにひとつだけ聞いて」

「なんだよ」

「ピーヤンの巣って、ホントにあるの？」

　おれはハナサキグマを顧かえりみた。

　広葉の質問は伝わっているはずだ。この種族に限らず、パラプラとの共生がうまくいった動物はおおむね人語を解する。ただ意い思し疎そ通つうにはパラプラ間通信が必要だし、異なる品種間での通信には制約がある。たまたまおれのパラプラは受信能力の高い多肉植物由来の品種だったので、会話が成立したってわけだ。

　母グマは、子グマたちに鼻をなめさせていた。全身に密生したクローバー由来のパラプラは、春から初夏へかけてのこの時期、盛んに蜜みつを分ぶん泌ぴつする。それは母グマの鼻先に集められ、彼女自身のカロリー源になると同時に、子どもらを養うための第二の乳ち房ぶさともなるのだ。

《少年よ、おまえの友だちに伝えてくれ。その問いには答えられないと》

「そうか。なら、答えを知ってはいるんだな」

《どうかな》

　母グマは、ちょっと笑ったようだった。

《知らないことなどいくらでもある。この森は深く、時の経たつのは早い。おまえたちが学校へ通う間に、何を見つけ出せるのかな》

　挑ちよう戦せんか。おもしろい。

　だが広葉には伝えずにおこうと思った。熱中するに決まってるからだ。

「早く行けってさ」

　それだけ言っておれは、学校へと走った。

「意地悪！」

　うるさい。なんとでも言え。てゆーか急げ。
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　その日の放課後──

「あいつら、おやつにぴったりだよ！」

　豹ひようの守もり広ひろ葉ばが目をきらきらさせて言った。

　高たか原はらしじまはどんよりした目でそっぽを向いた。

「まーた始まった。いやしんぼ」

「ホントなんだってば！　あたしたち、ちゃんと味見したもん。ねえオタメシ」

「いいから行くぞ。お勤めだ」

「え～待ってよ。まずみんなに報告しなくちゃ」

「おまえの話は長いんだよ。早く終わらせて、チカちゃんにチェックしてもらおうぜ。追つい徴ちよう労働くらいたくないだろ」

「わたし、お手伝いしましょうか？」

「やめなよ乙おと郷ごう。豹守はちょっと懲こりなきゃダメだって」

「でも……」

「いいよ真ま穂ほ。気持ちだけいただくね。今日のミッションはグラウンドの草取りだから、手伝ってもらったらバレバレだしさ」

　遅ち刻こくの罰ばつは労働と相場が決まってる。

　その時々によって何を言いつけられるかはいろいろだ。今日はトイレ掃そう除じじゃなくてまだマシだった。なんといっても草取りは在校生の日課のひとつで、毎日どっかのクラスが交代でやってるからそれほどひどい状態ではない。ただ、グラウンドにふたりっきりで出て作業してれば、これはもう目立つ。ましてや広葉のパラプラはヒマワリだ。

「ぱっぱと終わらせて帰ろうぜ」

「わかってるよ。でもねえオタメシ、あたしは使命感に燃えてるの」

「使命感？」

「野生ピーヤンはおいしい！　その事実を、みんなに伝えなくちゃいけないよ！」

「やめろ」

「どんな毒を持ってるかわかりませんよ……」

「だーいじょーぶだよ～みんな心しん配ぱい性しようだなあ」
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「ねえオタメシくん、きみもピーヤン食べたの？　おいしかった？」

　幸さい木ぎシャルマがおれに尋たずねた。

「食べたっていうか、口には入った。甘かったよ」

「そうなんだぁ～。でも野生ピーヤンって雑食性なんでしょ？　何を食べてるかわかんないよね？」

「そりゃそうでしょ。パラプラはもともと有毒物質の除去用に開発されたんだもの。毒物は濃のう縮しゆくされてるはずよ」

「パラプラは日本古来の固有種だという説もありますけど……」

　不満そうにつぶやく乙郷真穂を無視して、しじまは広葉に冷たく言った。

「食べたかったら豹守ひとりでどうぞ」

「もったいないなぁ。ピーヤンって食べられるために生まれてきたんじゃないの？」

「栽さい培ばい種と野生種は違ちがうって話だろ」

　ピーヤンの中には人間と共生している者もいて、重要な食料となっている。大昔から続いてきた畑作農業と基本的にはおんなじ構造だ。頭の上に畑があって、いくらかの栄養は作物に取られるとはいえ毎日のビタミン源を自給自足できるわけで、人間にとっても悪い話ではない。

　が、そうした栽培種とはまた別に、ピタローを初めとする野生種もたくさんいて、人間社会からは独立して勝手にやっている。

　食べるものも管理された（というか、基本的に人間が摂せつ取しゆした栄養分と水分、それと日光以外は必要としない）安全な栽培種に比べて、野生種はなんでも食べる。おむすびドロボーだってやらかすくらいだ。

　となると確かにどんな成分が含ふくまれているのか怪あやしいものだ。

　伝説の大開花以前、人間の科学文明が頂点を極きわめた頃ころはまた汚お染せんと破は壊かいの時代でもあった。大量の有害物質が生み出され、ばらまかれ、土ど壌じようや生物に蓄ちく積せきした。その痕こん跡せきは今なお至るところに残っている。

　人類が絶ぜつ滅めつしなかったのは、パラプラのおかげだ。

　と言われているが、ホントのところはどうなんだろう。

　なにしろおれたちはパラプラがあるのが当たり前の暮らししか知らないので、大開花以前の超ちよう文明というやつを想像するのは難しかった。

　いずれにせよ、野生種のパラプラは危ないというのは常識ではあった。

　広葉は不満そうに言った。

「だって、あんなにおいしそうな匂においしてるんだよ？　わたしを食べて～って言ってるに決まってるよ」

「あんたねえ、いい匂いならなんでも食べるわけ？　石せつ鹼けんでも消しゴムでも女の子でも食べちゃうわけ？」

「えっ」「女の子って」「ええ～しじまちゃんて、そうなんだぁ～」

「ちっ違うわよ！」

「味見してみる？　ほれほれ。うりうり」

「やめーい！　乳を押しつけるな乳をー!!」
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　ジャストミートの快音が響ひびいた。

　高々と舞まい上がった白球を、おれは思わず目で追った。

　と、いきなり視界が遮さえぎられた。怒いかりのヒマワリフェイスだ。

「うおっ。びっくりした」

「よそ見すんな」

　ふくれっつらで言った豹ひようの守もり広ひろ葉ばは、おれのほうなんか見ていない。ひたすらぶちぶち草むしりに余念がない。

「おまえ、まじめだよなあ」

「しょうがないじゃん。チカちゃんおっかないし」

　するすると定位置へ戻もどった花が、悲しそうな下がり眉まゆの表情を描えがいた。

「それに、ひっどいよねこの辺。昼間の草むしり当番、なにやってたんだろ」

「今日も暑いしな」

「だからってサボっていいわけないじゃん。ジャンクルは不死身だよ。芽のうちに摘つみ取っておかないと、あたしたちの居場所なんかたちまちなくなる」

「そりゃまあ、そうなんだけどな」

　グラウンドは広い。

　おれたちがぶちぶち草をむしってるのは中等部校舎の西側裏手、背後に密林を背負う辺りだ。当然、雑草はひっきりなしに伸のびてくる。

　遥はるか向こうでは野球部の連中が練習中だ。

「好きなんでしょ、野球」

「べつに」

「なんで部活やんないの？」

「やってるよ。頼たのまれればな」

「助すけっ人とじゃなくてさ。もっと本格的に、がっつり取り組めばいいじゃん」

「やだよ。めんどくさい」

「なにそれ。頼まれればいっしょーけんめいやるくせに」

「て言われてもなぁ……」

　いろいろあるんだよ。察してくれよ。てゆーかスルーしろ。

　そう言いたかったが、こいつに言っても逆効果だから黙だまっておく。突つっ込まれるのはわかりきってるしな。いろいろあるのいろいろって何？　ひとつひとつ言ってよ、ひとつ残らず聞くから。大まじめにそう詰つめ寄ってくるだろう。まったくウザい。おせっかい焼きもいいところだ。

「オタメシ、なんか言いたいことあるでしょ」

　そらきた。

「ねーよ」

「噓うそ。今なんかピピッときたもん。ね？」

　問いかけられたのはヒマワリの花らしい。こしゃくにもシリアスな顔でこくこくうなずきやがった。勢いを得て広葉は、ぐいっとにじり寄ってきた。

「あんたは隠かくしたつもりでも、ロコロコはだませないよ。あんたの心を感じ取って、パラプラ通信であたしに助けを求めてるんだよ」

　そうなのか？

《知らない》《知らない》《ボクたちは》《なんにも》

　アロエのパラプラどもは震ふるえ上がって答えた。わずかにパンプアップして、頭のてっぺんから顔を出し、すぐに引っ込んだのがわかった。臆おく病びような小動物みたいなしぐさ。動物好きの幸さい木ぎシャルマに見られたら「か～わ～い～い～！」とはしゃがれることだろうが、おれにとっては頭痛の種だ。こいつらは広葉が苦手だ。接近されると怯おびえる。

「ねえ、なんとか言ってよ！」

「ガヒャハッハァ！　相変わらず仲がいいなァ！」

　頭上から声が降ってきた。

　密林の外れ、ひときわ高いバニヤンの樹きの張り出した枝に、大きなカラスが留まっていた。額から立ち上がった銀色の羽がきらりと光った。

「ガオウ！　なにしにきたのさっ！」

「つれないことを言うな。かわいいペットをからかいにきてやったんじゃないか」

「ペットぉ!?　誰だれがっ！」

「ヒャッハハ！　怒おこるな怒るな。怒ったところでここまでは届かん。俺は痛くもかゆくもない。むしろ楽しくてたまらん」

「にくったらしいやつ！」

「悔くやしかったらここまで来てみろ」

「よーし！」

　広葉は大樹の幹にしがみついて登り始めた。

「おい、やめとけ。危ないぞ」

「だいじょーぶっ！」

　バニヤンは登りやすい樹だ。特にこの樹は周囲の何本かの樹木に絡からみつくようにして生長しているので、手がかり足がかりには事欠かない。

　枝分かれした大だい蛇じやがとぐろを巻きつつ天へと伸び上がるかのようなその樹の幹を、広葉はするすると登っていく。

　ガオウは興きよう味み津しん々しんで見つめている。額の銀の羽がますます高く立ち上がってきた。仲間と交信しているらしい。

　カラスの額の銀の羽はパラプラだ。ススキ由来のユーレリアという品種で、パラプラ通信のアンテナとして性能が高い。やつらはあの羽を使って仲間の脳とネットワークを組み、集団思考を行うという。

　素す早ばやくよじ登ってゆく広葉の姿を見て、カラスたちがいったい何を考え込んでいるのか、おれには見当もつかなかったが。

　と、広葉の姿が消えた。

「ヒャハ？」

　小首をかしげてガオウは、生おい茂しげる枝葉の中へと移動した。ようすを見に行ったらしい。

　おれも樹に駆かけ寄った。心当たりがあったのだ。

　バニヤンの樹はストラグルツリーだ。絞しめ殺しの樹という意味だ。周りの樹に絡みつき、締しめつけながら伸び広がっていく習性がある。

　その結果、巻きつかれたほうは枯かれてしまうこともある。

　枯れるとはすなわち死ぬことだ。死ねば腐くさる。当然の成りゆきだ。

　腐って崩くずれて消えた樹の後には、きりきりとよじれあうバニヤンの幹で編み上げられたトンネル状の空くう洞どうが生まれる。

　おれは幹に飛びついて少し登り、上を見上げた。

　中央部を通ってすこーんとまっすぐ天まで抜ぬけたトンネル内を、ぐいぐいと登ってゆく広葉の姿が見えた。

　焦あせった。忘れてたけど、あいつは制服のスカート姿。あわてて目を逸そらす。

「ガオウ！　来たよっ！」

　トンネルをくぐって樹の上へ躍おどり出た。ガオウの目の前だ。

「ガヒャハ！　まだまだァ！」

「ちょ、待ちなさいよっ！」

　飛んで逃にげたガオウを追って、枝から枝へと渡わたってゆく。

「ひきょうもの！」

「なんとでも言え。悔しかったら羽でも生やせ。ヒハハハ！」

「言ったなあっ！　あっ」

　手がかりにした枝が折れた。広葉は落ちた。

「広葉！」

「うぐぐ……」

　駆け寄ったおれの頭上で、広葉は宙ちゆう吊づりになってくるくる回っていた。とっさに伸ばしたヒマワリの茎くきを枝に絡ませ、命いのち綱づな代わりにぶら下がっていた。

「ガヒャハハハハハハ！　みっともないなァ～？」

「気にすんな。そのままゆっくり降りてこい」

「無理っ。花、ちぎれるっ」

　枝にしがみついた花の顔の口元が富士山みたいになっている。歯を食いしばった表情なんだろう。心なしか青ざめているような気もする。

「離はなせ！　受け止める！」

　おれは広葉の真下で両りよう腕うでを広げた。

　あいつはためらわず花をほどいた。

　どすっ！

「ぬお」

　支えきれずにひっくり返ったおれの上に、折り重なったあいつの顔がやたらと近い。

「……」

「……」

　おれたちは声もなく見つめあった。

「ガヒャハッハァ！　青春だなァ、おい？」

　かあっと全身が熱くなった。

　頭のてっぺんでロコロコどもがざわめいた。

《パ》《パ》《パパパパ》《パンプアップ！》

　髪かみを押し分けてめりめりと立ち上がったトナカイ型の角が、午後の陽ひ射ざしを浴びて澄すんだ緑色の水すい晶しようのようにきらめいた。

　おれは広葉を押しのけ、起き上がりざまに手近なところに落ちていた石ころを摑つかむと、振ふりかぶって投げた。

「ヒャ？」

　ガオウは飛んだ。が逃げ切れない。当たった。脚あしだ。

「ギャヒャア!?」

　ざあっ、と羽音が響ひびいて空が真っ黒になった。

　密林中のカラスというカラスが一いつ斉せいに飛び立ったのだ。

「うえ……」

　ギャガア！　ギアァギアァ！　ゲアアアアア！

　渦うず巻まく黒い嵐あらしとなっておれたちの頭上を押し包むカラスどもの大群。時折きらめく銀の羽。ガオウとリンクした状態だったため、やつらはみんな自分が石を投げられたような感じがしたのだろう。

　さすがにびびった。おれひとりだったら逃げてた。

　だが広葉がいた。あいつはいつも気が強くて、今もキッと顔を上げ、カラスどもを睨にらみつけている。けれどその手はおれのシャツをぎゅうっとつかんでいるのだ。

　パンプアップしたロコロコがますます大きく硬かたくなってきた。さいわい軽いので、別に肩かたは凝こらない。ただ首は心配だ。どうしても負担はかかる。この角を武器として使えば、おそらくおれはただでは済まない。だが、相手は鳥だ。実力よりもハッタリが肝かん心じん。この角はクジャクの羽とおんなじで、見た目で威い圧あつするためにある。

　おれは胸を張り、カラスどもから一歩も引かない構えを取った。

　来るか。さあ来い。いや来なくていいけど。いやいや弱気になるな。テンション上げなきゃパンプアップは維い持じできない。

　この角は見た目通りの硬こう度どがあるが、構造的には風船と同じだ。おれの血圧と精神状態に応じてロコロコにより生成された植物性のガスが内部にみっちり充じゆう塡てんされている。気を抜けばすぐにガスも抜け、しおしおっとしぼんでしまう。

　おれは頭上の黒い渦うずを睨み、同時に広葉を意識した。

　なにかあったら、こいつだけは守ってやるんだ。

　ギアギアギアギア！　アアーオォウゥゥーゥ……

　長く尾おを引く声を鳴き交かわして、カラスどもは渦を乱し、舞まい降りてきた。

　おれは身構えた。

　が、襲おそいかかってはこない。

　バニヤンの樹の枝に次々と留まって、そろってひとつの方向を見ている。

　おれと広葉もそっちを見た。

「ナガレだ」

「そうらしいな」

　クラスメイトの錫すずノの木き流ながれは貴重な男子だが、つきあいはほとんどない。人間嫌ぎらいで通っているのだ。腰こしまであるやつの髪はおおむね漆しつ黒こくで、前髪からひと筋立ち上がって揺ゆれる銀色のパラプラはススキ由来のユーレリアで、つまりはカラスとそっくり。すっ、と右手をかざすと、その腕うでにガオウが舞い降りた。

「騒さわがしいね、ガオウ」

「やられたァァ！　脚だ、ナガレ。脚を見てくれェェ。折れェェてるかもしれェェン」

「いい勉強をしたじゃないか。人間だって、きみたちが考えてるほどバカでも弱虫でもないのさ。これに懲こりたら、からかうのもほどほどにするんだね」

「復ふく讐しゆうだァァ！」

「やめておきなよ。この学園は、きみたちにとって居い心地ごこちのいい住すみ処かのはずだ」

　ナガレはおれを見た。涼すずやかな目元をわずかに細めた。

「甘あま本もとくんだね」

「ああ」

「いきさつはパラプラを介かいして知ってるよ。ガオウがからかって悪いことをしたね。ぼくからも謝る。すまなかった」

「いや、まあ……おれもカッとして。やり過ぎたよ」

「今日のことは、これでおしまいにしてくれるかな」

「おれはいいけど」

「許さァァァァン！」

「はしたないことはやめるんだ、ガオウ。人間を敵に回すのは、きみにとって得策ではない。少なくとも今のきみは、群で最強の個体ではないしね」

「ヒャ……？」

　ギアァ！　ギアァァァ！

　鳴き交わすカラスたちの声が嘲あざ笑わらっているように聞こえた。

　ガオウは急におとなしくなり、縮こまって首をすくめた。その額には、銀の羽がますます高く立ち上がっている。

　ナガレは目を細め、ガオウの翼つばさをそっと撫なでた。

「ホントにカラスと仲良かったんだね、ナガレ……」

　広葉が言った。身を乗り出して、ガオウの傷をのぞき込もうとした。

　その視線からガオウをかばうように背を向け、ナガレは言った。

「じゃあまたね、甘本くん」

「ああ」
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「ちょっとナガレ！　あたしのことは無視？」

　見向きもせずに去って行った。

「なんなの、あれ」

　ふくれっつらになった広葉の頭上、ヒマワリがぎくしゃくと顔を上げ、不安げに空を見回した。

　バニヤンの枝に群がっていたカラスどもが、音高く舞い上がり、それぞれのねぐらへと散っていく。







[image: スコールと寮長]




「甘あま本もとぉー！」

　放課後、部屋で寝ね転ころがっていると寮長の溝みぞ口ぐち龍る菜なさんが呼ぶ声がした。

「はぁーい！」

　答えて起き上がったおれの頭で、ざわっと髪が膨ふくらむ。ロコロコがパラプラ通信の感度を上げたのだ。ギザギザの毛先がもみあげからも立ってきて視界に入る。ウザい。そろそろ切らなきゃなあ。

「電話だよー！　降りといでー！」

「はーい！」

　相変わらず声がでかいなあ。ここ四階だぞ。しかも今は夕方のスコールの真っ最中だ。階段の下から怒ど鳴なってるにしても、よく声が通るもんだ。

　ユマニテ学園の寮は中等部の校舎からほど近いところにある。

　鉄筋コンクリート六階建て。いつも柑かん橘きつ系の匂においが漂ただよっている。壁かべに這はわせたレモンバインのせいだ。この蔦つたはアルカリランに特効があり、使うと建物の耐たい用よう年数が二十年違ちがうという。夏場は見た目にも涼すずしいし香かおりもいいが、夜眠ねむるときリラックスできないとの不満は毎年出るらしい。

　安あ積さかエルマがこの寮で暮らしたらどうなるかな。ますます昼夜逆転が進んだりして。

　電話は寮長室にある。一階だ。

　階段を小走りに降りていくと、二階にさしかかる辺りからレモンの匂いにユリの濃のう厚こうな香りが混じり始める。それは寮長室へ近づくにつれて強くなった。

「甘本です！　入ります！」

「どーぞー」

「失礼しまー、わっ」

　寮長の龍菜さんは着き替がえの最中だった。

「なにびっくりしてんの？」

「や、だって……」

「女の裸はだかなんか珍めずらしくないでしょうに。あんたんちだって男はあんたひとりでしょ」

「そりゃそうでしたけどね。最近までは」

「え、誰だれかオトコが家に入ることになったの？」

「生まれたんですよ、こないだ」

　てゆーか、なんでそんなに声が弾はずむんだ。頭のテッポウユリがむくっと立ち上がってこっち向くし。頼たのむから電話のそばに立たないで欲しい。

　この部屋、匂いがこもってるんだよな。窓を開け放っていてもむんむんしている。雨が降ってるせいかもしれないが、いつもよりひどい気がする。花の匂いとはいえ、なにしろユリだ。平常心を保つのは難しい。

　なるべく龍菜さんを視界に入れないようにしながら電話を取った。雨音に負けないように声を大きくする。

「もしもーし？」

『あ、験ためす？　兆きざ子しだけど』

　上の姉だ。

『ふぶばー。うだー』

　これは甥おいっ子この証あかす。兆ちようねえに抱だかれているらしい。

『今度の日曜、予定空けといてね。みんなでお墓参り行くから』

「いいけど、探たんねえだいじょうぶなの。つわりひどいって聞いてるけど」

『誰から聞いたの？』

「インコだけど」

『あの子、また電話したんじゃないでしょうね』

「や、学校で会うし。あいつ初等部からわざわざおれの顔見に来るんだ」

『なーんだ、そうなの？　じゃあこれからはあの子に伝言係頼もうか』

「やめてくれよ……」

　おれはじりじりと電話から離はなれた。

　龍菜さんが、おれの頭から顔を出したロコロコの植物体を指先でつっつくからだ。

「恥はずかしいよ」

『だって呼び出してもらうの申し訳ないじゃない。そもそもあんたがパラプラ通信嫌いやがるから話がややこしくなるんでしょう』

「わかったわかった。もう切るからね。日曜何時？」

『十時までには出られるようにしときなさい。寮長さんにごあいさつに寄るから』

「いらん！」

　電話を叩たたき切り、龍菜さんから飛び退のく。

「気安く触さわらないでくださいよっ！」

「だってかわいいし。こりこりっとして」

「な、なんでさっきより薄うす着ぎになってるんですかっ!?」

「暑いんだもん。部屋じゃふだんからこんなもんだよ」

　そーいやそーだ。

　いや、問題はそこじゃない。なにゆえ下着姿より露ろ出しゆつ度どが激しくなってるのかってとこだ。おかしいのは明らかに龍菜さんのほうで、しかも昨日今日始まったことじゃない。たぶん。

「少しは気を遣つかってくださいよ！　おれがここにいるじゃないですか！」

「なーんだ、ちゃんと意識してるんだ。よかった」

「な……」

「あたしもじきに卒業だし、オトコでも捕つかまえる準備しとかなきゃいけないでしょ？　あんたがどきどきしてくれるんなら安心だ」

「からかわないでください！」

「まじめな話だよ。女と生まれた以上は、子どものひとりやふたりは産んどかないと世間様に申し訳が立たないからね」

　わざとらしく悩のう殺さつポーズをくねくねっと決めやがった。

「どう？　どきどきする？」

「むかむかしますよ！」

「え～。むらむらじゃないの？」

「お邪じや魔ましました！　あいてっ」

　部屋を飛び出そうとしたら角をぶつけた。いつの間にか頭からエメラルドグリーンのトナカイ角が生えていた。

　ロコロコどもめ。平常心だ、平常心。あと、おれもな。
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　部室の窓から外を見ていたら、甘あま本もと験ためすがスコールの中へ飛び出してきた。

　あたしは目を見張った。

　甘本は角を生やしていた。パラプラだ。興奮するとああなるらしい。トナカイ型のその角で、遠目にもはっきりあいつだってわかった。

　何かあったんだろうか。

「安あ積さか、どうしたの？」

　部長がのぞき込んできた。あたしは焦あせった。

「や、あの……」

「あれ甘本じゃん」

「知ってるんですか、彼のこと」

「初等部の頃ころ、一いつ緒しよに野球やってた。私は控ひかえ野手兼けんマネージャだったけどね。わりと有名だったんだよ、あの子。球速くてさ。知らない？」

「あたし、ずっと本ばっかり読んでましたから……」

　だから今も文芸部に籍せきを置いてる。なんにもやってないけど。

　今だってそうだ。読み疲つかれてボーッと外を眺ながめてた。

　そしたらあいつが飛び出してきたんだ。

　甘本は雨の中を突つっ切って走り、グラウンド外れのメタセコイアの樹きの下へ飛び込んだ。雨宿りするつもりらしい。

「どっかへ連れん絡らく取るつもりなのかな……」

　メタセコイアはパラプラ通信の中ちゆう継けい基地になる。グラウンドに植えてあるのもそのためだ。街中でも至るところにあって、遠くの相手と通信をやり取りする人が周りに集まっているのをよく見かける。

　でも部長は首をかしげた。

「あの子、パラプラ通信あんまり使わないんだけどな」

「そうなんですか？」

「用事あるときはいつも電話だったよ。野球部の他ほかのメンバーはみんなパラプラ同士で登録しあってたんだけど、あいつは嫌がったんだ」

「なんで？」

「さあ。でも、そういう子たまにいるよね。考えてることが相手に丸判わかりになりそうで怖こわいとか言うんだよ」

　それ、まるであたしのことみたいだ。

「そういえば安積って、甘本と一緒のクラスじゃなかったっけ？」

「はあ、まあ……」

「そっかぁ～。うん、応おう援えんする。がんばんなよ」

「な。そっ、そんなんじゃありませんから」

「なに言ってんの。甘本よりマシな男なんてあんまりいないよ。どいつもこいつも威い張ばりくさってたり、無責任だったり、他の女に目移りばっかりしてたりさ」

　いや、そんな真しん剣けんな目で言いつのられても困るんですけど。

「あんたは他人ひと事ごとみたいな顔してるけどね、安積？」

　部長はあたしに顔を寄せた。スイートピーのパラプラが、あたしの頭のアサガオに触ふれてかさかさいうくらいの近きん距きよ離りだ。

「女の一生は短いよ。人生設計は今のうちにきちんとやっときな」

「て言われても……」

「子どもは最低ふたり。でないと人類、滅ほろぶから」

「そんな、おおげさな……」

「危機感なさ過ぎ。大開花以後の男女の出生率の違ちがいと女子の平均寿じゆ命みようの短さを考えたら、人口を維い持じするだけで大変なんだからね。大昔ならいざ知らず、現代の女には選択肢なんかあんまりないの。産めるうちに産めるだけ産む。それが宿命」

「はあ」

「だったら、せめて信しん頼らいできる相手とエッチしたいじゃない？」

「……はあ」

「張り合いないなあ、もう」

　ため息をついて部長は、窓の外へ目をやった。

　そろそろ雨は上がったようだ。

　甘本はまだメタセコイアの下で佇たたずんでいる。角はもう引っ込んでいた。

「あんたがその気になれないんだったら、私がもらっちゃおうかなぁ……」

　知るか。勝手にすればいい。

「もう帰ります」

　あたしは荷物を手早くまとめて立ち上がった。




　そのまままっすぐ家へ帰るつもりだったんだけど、つい立ち止まってしまったのは、たぶん部長に言われたことが頭のどこかに引っかかってたんだろう。

　甘本はまだメタセコイアの樹の下に立ってた。

　こっちを見た。目が合う。

　あたしは引き寄せられるようにあいつのほうへ歩き出してた。

　なぜだろう。よくわかんない。でも今度ばかりはアサガオに操あやつられてるわけじゃなかった。今は夕方で、花はしぼんで眠ねむってて、あたしはしっかり目覚めてる。

「話し中？」

「いや」

「そっち行っていい？」

「邪魔か」

「樹に用があるんじゃないよ」

　あいつはまぶしそうな顔であたしを見た。

　まぶしいのは夕空だ。スコールの後はいつも燃えるような色に変わる。

　夕ゆう陽ひはいま中等部校舎の向こう、密林ジヤンクルめがけて落ちていくところだ。

　それを背負ったあたしの姿は影かげになって、あいつからはろくに見えやしないだろう。

　でも部室からはよく見えるだろうな。部長、まだ残ってるかな。

　そう考えたら足が止まった。

　甘本との距離は２メートルぐらい。地面に長く伸のびたあたしの影の先っぽさえ、あいつのところまで届いてない。だからセーフ。って、なにがだ。我われながらわからん。

「ずぶ濡ぬれだね、甘本。どこにいたの？」

「や、ちょっと……」

「寮りようなんじゃなかったっけ？　シャワー浴びてくればいいのに」

「いいんだ。頭冷やしたかったから」

　なんかあったの？

　そう言いたかったけど、切り出せなかった。代わりに言った。

「こないだはごめんね。教室で」

「蔓つるのことか？　だったら気にすんな。パラプラがままならないのはお互たがい様さまだ」

「ねー。やんなっちゃうよね。こんなものに頼たよらなくても済むんなら、どんなに楽だろうって思うよ」

「しょうがないさ。こいつらがいたから人類は生き延びた。これからもつきあっていくしかない」

「そうなんだけどね……」

　なんでこんな話をしてるんだろう？

　もうちょっとこう、あたしたちの身の丈たけに合った話がしたいんだけど、でもいざとなると何をしゃべったらいいのか。

「野球やってたんだって？」

「誰だれから聞いた？」

「部長。文芸部の。津つ和わ野のさん」

「丹に生おさんか。あの人、なんで野球やめたんだ」

「わかんない。聞いたことない。甘本はどうなの。ピッチャーだったんでしょ」

「ん……」

　ひょっとして聞いちゃいけなかったんだろうか。

　不安が顔に出たらしい。甘本は苦く笑しようして、あっさり言った。

「野球部ったって女ばっかりだろ。初等部のうちはまだいいけど、もう無理」

「なにそれ。いいじゃん別に。みんな好きでやってるんだろうし」

「好きだからこそまずいんだよ」

　とん、と頭を樹の幹へもたせかけて甘本は、遠くを見る。

「異物が混じると邪じや念ねんも混じるだろ」

「……そんなもんかな」

　あたしは振ふり向むいて、甘本が見ているものを見た。

　と言ってもそれは目に映る景色だけで、あいつが本当に見てるものがなんなのかはよくわからない。

　こんなときばかりはパラプラ通信が使ってみたくなる。

　あいつの頭の中を、のぞけるものなら……。

「ねえ、登録させてくれない？　パラプラ通信のＩＤ」

「おれの？」

「あんまり好きじゃないんだってね。部長から聞いた。でも」

　でも、なんだ？

　仲良くなりたい？　あんたが気になる？　もっとたくさん話したい？

　どれもこれも微び妙みように違う。うまく言えない。あんなに本ばかり読んできたのに。

「……でも、便利だし」

　言えたのは結局たったそれだけだった。

　しかもあたしは、あいつの顔さえまともには見られなかった。背を向けたまま、ぼそぼそっとつぶやくみたいに言うのが精いっぱい。

　ああ、夕陽がまぶしい……。

「いいよ」

「ふえっ!?」

　振り向くと、思いがけないほど近くに甘本がいた。わずかに頭を下げている。透すき通とおった緑色のロコロコが、夕陽を浴びてきらきら輝かがやきながらつむじの辺りから顔を出した。

　あわててあたしもおじぎを返し、アサガオカンパネラの花を差し出す。

　閉じられていたつぼみが、嫌いや々いやながらという動きで首をもたげ、ロコロコに触れた。

　登録の動作ってキスに似てるよなあって、誰かとパラプラＩＤを交こう換かんし合うたび思ってた。でも今度ほど強く意識したことはなかった。

「おれ、あんまり返信しないけど」

　顔を上げて甘本は、ちょっと視線を逸そらしながらぼそぼそと言った。

「でも慣れなきゃな」

「慣れる？」

「寮の電話って呼び出し式だからさ。不便なんだ」

「ふうん」

　聞かれたくない話とかあるんだろうな。

「別にいいよ。あたしもあんまり送らないと思うし」

「努力するけど」

「いいっていいって。レス遅おそくても、お互い気にしないってことで」

　なんだかうしろめたい気がする。あたしは甘本の頭の中をのぞいてみたいなんて思ってたのに。ちゃっかり登録してもらっちゃったけど、いいんだろうか。
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　乙おと郷ごう真穂です。趣しゆ味みはお掃除です。

　しじまさんは自分でやらせなよって怒りますけど、わたし、広ひろ葉ばさんの後始末をするのけっこう好きなんです。

　広葉さんはいつも明るくて、どんなことにも全力でぶつかっていく。

　だから、へこむ時も思いっきりどん底へ真っ逆さま。大事な花や種までぽろぽろ落としちゃうくらいに。

　そういうのって、見てて気持ちいいですよね。

　わたしも、あんなふうになれたらなって思いますけど……。

　持って生まれた星巡めぐりが違うんでしょうか。とてもあんなふうにはなれません。

　いいんです、べつに。人それぞれ、役割ってものがありますから。

　それはパラプラにも現れてて。

　広葉さんに咲いてるのはヒマワリ。もともとは真夏の花だったそうです。その名残なごりはわたしたち日本人の記き憶おくの深層に刻み込まれているのでしょうか。花という花が時知らずに咲き競きそうようになった現代でも、あの華はなやかな大輪の花を見ていると、カッと照りつける真夏の陽ひ射ざしと、巨きよ大だいな蒸せい籠ろでふかし上げられるような暑さがじっとりと思い出されていたたまれない気持ちになってくるのです。けれど、そんな暴力的な自然をはじき返すような広葉さんの笑え顔がお。踏ふみつけても、へし折っても、次の瞬しゆん間かんには何ごともなかったように立ち上がってきそうな図太さ。いえ失礼。間違えました。たくましさと言おうとしたんです。

　それに引き替かえ、わたしの花はヒガンバナ。

　この国では忌いみ嫌きらわれてきたと言われています。

　その証しよう拠こに無数の別名があり、死し人びと花ばな、地じ獄ごく花、幽ゆう霊れい花、三年亡もう者じや、数珠じゆず掛かけ花、疫やく病びよう花、火か炎えん花、捨て子花、歯っ欠け婆ばば、毒まんじゅう、蛇へびの舌曲がり、葉見ず花見ず、道忘れ、ろくなのがありません。天てん蓋がい花ばなという呼び名もあるそうですが、これは仏像の上にかざす飾かざりのこと。いずれにしても死者かあの世へ通じるイメージがまつわりついてきました。

　無理もありませんよね。毒がありますし。

　でも毒なんか他の花にもあるし、パラプラとして咲かせてる人だってたくさんいます。特に誰とは言いませんけど、うちのクラスにだって……。

　なのに、なぜわたしばかりが呪のろいの毒々娘むすめだなんて呼ばれなきゃならないんでしょう？

　納なつ得とくいきません。

　いったいなにがいけないんでしょうか。

　真っ赤な色でしょうか。

　それとも墓地に咲いている花だからでしょうか。

　赤い花なんかいくらでもありますし、誇ほこらしげに咲かせているのはたいてい派手好きな、自信たっぷりの、怖こわいもの知らずの美少女さんたちですよね。

　もっとも、わたしみたいな地味なタイプが赤なんかで装っても似合わないし変だっていうのなら、ごもっともと言うしかないんですけど……。

　あと、お墓。これは……しょうがないと言うか、うちもお寺ですから……。

　わたしのパラプラは、うちに先祖代々伝わる球根から株分けしたものなんです。

　品種名はリーインカーネンといって、解げ毒どくと健康増進に効き目があります。

　体にいいんです。ほんとうなんですってば。

　なのに、だーれも信じてくれないんですよね……。

　うちの父は、御み仏ほとけのご供く養ようになるありがたい花なんだから、くれぐれも粗そ末まつに扱あつかわないようにと言うんですけどね……。

　あ、父は住職です。もちろんお寺に住んでます。今の時代、父親と同居できる家族って滅めつ多たにありません。男性の大半は放ほう浪ろうの種まきとしてあちこちを旅するのが当たり前ですからね。その点では幸せな身分と言えるかもしれません。

　いいことばかりじゃありませんけどね……。

　男性に対するファンタジーは、まっ……っったくなくなりますよね。

　なんの話でしたっけ？

　そうそう、お掃除の話でした。

　しじまさんは広葉さんを叱しかりますけど、散らかすのは彼女ばかりじゃないんです。

　もっとひどい人なんか、いくらでもいます。

　誰とは言いませんけど……。

「よう、真穂！」

　ほーら、現れました。下しも河原がわらくんです。

　シモガワラじゃなくシタゴコロだよねって、女子はみーんな言ってます。

　今日もまたなれなれしく肩かたを叩たたかれました。ざわっとするけど、とりあえずスマイルを返しておきます。

「こんにちは、下河原くん」

「よう、プリンセス！」

　スルーされました。いつものことです。わたしみたいな地味なタイプは、彼のお気に召めしません。それでも一応毎日声はかけてくれるので、まめな人なのは確かですけど。

　プリンセスと呼びかけられたのは、錦にしき小路こうじローザ子こさん。

　ユマニテ学園きっての美少女として、この町では誰だれ知らぬ者もない有名人です。

　下河原くんには見向きもしません。

　代わりに親衛隊が集結し、ローザ子さんの周りをぐるっと取り巻いてガードしました。

　むわっ……と甘い香かおりが立ちこめます。薔ば薇らの香りです。

　ローザ子さんと親衛隊は、みんなおそろいの薔薇のパラプラを植えているんです。

　おそろいと言っても、薔薇にもいろんな品種がありますから、見た目はけっこうバラバラ。あ、シャレじゃないですよ？

　花の姿は違ちがっても、親衛隊の皆みなさんの表情はおんなじ。下河原くんへの警けい戒かい心しんでいっぱいです。それ以上近づいたら咬かみついてやると言いたげな、とても必死な目つき。

「おいおい、そんなに怖がるなよ。そりゃあ俺はけだものかもしれねえけど、これでも節度はわきまえてるつもりだぜ？」

「どうだか！」「あっちへ行って」「こっちへ来ないで」「触さわらないで！」

「もったいないと思わないか？　花の盛りは短いぜ。仲良くしなきゃ楽しくねえだろ」

「「「「ローザ子さまに近寄らないで！」」」」

　ざっ、と全員そろって身をかがめました。レスリングのタックルを仕し掛かけるポーズに似ています。甘あま本もとくんならロコロコの角でも生やせばさまになるのかもしれませんが、親衛隊の皆さんは薔薇の花。華やかですが迫はく力りよくはありません。

　と──しゅびゅんっ！

　唸うなりを上げて伸のびたトゲだらけの長い長い蔓つるが、四人で合わせて十三本。髪かみの中から躍おどり出て、レイピアのごとく尖とがった切っ先を下河原くんへ向けました。

「「「「われら薔薇の騎き士し、この剣けんは、ローザ子さまのために」」」」

　抜ぬきました。

　抜いちゃいましたよ。

　日ひ頃ごろから気合いの入った人たちではありますけど、ここまですることは滅多にありません。厳げん戒かい態勢って感じです。

　いったい何があったんでしょうか。

　彼女たちをここまで駆かり立てずにはいられない事態が発生したに違いありません。

　原因は下河原くんなのでしょうか？

　それとも……？

　というか、この場面、血を見ずに収まるのでしょうか？

「怖いねえ」

　にんまり笑って下河原くんは、素す早ばやく手を出し、十三本の蔓と次々と握あく手しゆしました。

「な」「ひ」「やめ……」「けっ、汚けがらわしい！」

「仲良くしようぜ。これは俺の名めい刺し代わりだ」

　蔓の先には、ひっつき虫がびっしりとくっついています。それは異様な速さで動き、蔓をよじ登って親衛隊の襟えり元もとへ潜もぐり込みました。

　親衛隊の悲鳴が響ひびき渡わたりました。

　下河原くんのパラプラは、オナモミ由来のバグビット。簡単な命令を与あたえれば自立行動が可能な、使い魔まっぽい果実が特とく徴ちようです。

　いわゆるひっつき虫。原っぱを通り抜けると、いつの間にかくっついてくるいやらしい草の実。あれが自力で動き回れるようになったのが、下河原くんのパラプラです。

　いったいどんな命令を与えられたのか、バグビットの実は服の下で狼ろう藉ぜきの限りを尽つくしているようです。親衛隊の皆さんは身もだえながら涙なみだ目めになっています。

　さすがのローザ子さんも青ざめて、キッと下河原くんを睨にらみました。

「なにをしたの？」

「いいことさ」

「わたくしの妹スールたちにひどいことをしないで。すぐにやめて」

「あんた次し第だいだ、プリンセス」

　下河原くんはゆっくりとローザ子さんの前に立ちました。

「俺をないがしろにしないと約束するなら、虫どもを引き上げてやる」

「断ると言ったら？」

「別に構わん。ただ、あんたはかわいい親衛隊の小こ娘むすめたちを見捨てるってわけさ」

「くっ……」

「ろ、ローザ子さまぁ」「いけません」「そんなやつの言いなりに」「はううっ」

「どうする？　あんた次第だぜ、プリンセス」

　ローザ子さんがくちびるを嚙かみ締しめました。

　なんだかこのまま眺ながめていたい気もしてきます……。

　でも、持って生まれたおせっかい焼きの本能が、わたしを動かさずにはいられませんでした。

「ちょっと失礼」

　わたしは親衛隊の制服の中へ次々と手を突つっ込み──

「きゃ」「いや」「あ」「はふぅ……」

　──ひっつき虫どもをつまみ出しました。

「なっ、真ま穂ほ！　おまえ、なにやってんだよ！」

「お掃そう除じですよ？」

　まだわしゃわしゃと動いているひっつき虫どもを、爪つめでキュッとひねり潰つぶしてちりとりへ捨て、下河原くんに微笑ほほえみかけます。

「わたし、清せい掃そう委員ですから。あんまり散らかさないでくださいね？」

「……そりゃあ仕事熱心なこったな！」

　手近な机を力任せに蹴けりつけ、ずかずかと自分の席へ着くと、足を組んでふんぞり返りました。今に見てろよという顔つきで笑っています。

　ああ、くだらない。男ってほんとうにどうしようもありません。

「乙郷さん」

　ローザ子さんが低い声で言いました。

「ありがとう。助かりました」

「いえいえ～」

　べつにたいしたことじゃありません。お掃除は趣しゆ味みですから。

　広葉さんみたいな散らかし方なら、罪がないんですけどねえ……。
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　図書室はいつも磯いそ臭くさい。

　奈な女め良ら留る利り江えが入り浸びたっているからだ。

　入り浸ってるっていう言い方はフェアじゃないな。彼女は図書委員だし。

　いつも司書カウンターの中にいて、古い本を読みふけっている。

「２年Ａ組、高たか原はらしじま」

　一応名乗る。クラスメイトだけど、向こうは図書委員としてここに座ってるわけだから、手続きはきちんと踏ふまないと。

　留利江は無言でこくんと頷うなずき、箸はしを置いてゴム手て袋ぶくろをはめた。

　返へん却きやく本を差し出すと、てきぱきと手続きを済ませ、また無言でうなずいた。

　ユマニテ学園の図書室は広い。蔵書も充じゆう実じつしている。

　今もたくさんの生徒たちがノートを広げ、黙もく々もくと自習に励はげんでいる。

　この光景を見ると心が落ち着く。うちのクラスの連中みたいな騒さわがしい生徒ばかりではないんだと確かく認にんするだけで、気持ちが晴々とするのだ。

　私はいつものように参考書を棚たなから選び、お気に入りの席に着いた。

　ふと見ると、留利江もカウンターに戻もどり、読書を始めたところだった。

　留利江は箸で本を読む。

　カウンターの上に置いた書見台に本を立てかけ、ページめくりは箸を使って器用にやる。本に触るのを極力減らそうという、彼女なりの気き遣づかいだ。

　しかしどう見ても不便そうだ。時間もかかるだろう。ゴム手袋の用意もあることだし、それを使えばいいんじゃないかと思うのだが、やむをえず本に触らねばならないとき（たとえば貸出本の処理とか貸出カードの管理とか）以外は決して手袋をはめようとしない。美学か何かがあるのかもしれないが、尋たずねてみたことはない。まあ人それぞれだし好きにすればよかろう。

　私は気持ちを切り替かえ、しばらく自習に集中した。

　学びたいことはたくさんある。外国語とか。まずは英語。かつては義務教育課程に含ふくまれていたというが、今はそうではない。大開花による文明崩ほう壊かいからの復興以後もアメリカとは関係が深いというのに、おかしなことだと思う。

　外国語を学ぶことは、異なる世界を知ることだ。

　私は知りたい。ここではないどこか、もっともっと広い世界を。

　……ひた　ひた　ひた　ひた

　足音で集中が途と切ぎれた。

　留利江だ。返却本を書しよ棚だなへ戻しに来たらしい。いつもより足音が湿しめっている。

　私はノートから目を上げ、留利江のようすを見た。

　相変わらず制服が体に張りついている。日頃から全身がしっとりしているので今さら驚おどろきはしないのだけれど、今日はちょっとひどい。ばっちり透すけてるし。長い髪を上げてまとめてあるので、うなじが濡ぬれてつやつやしている。制服の背中もぺったりと吸いついていて、ふだんから下着代わりに身に着けているスクール水着の色がくっきりと見える。たった今スコールの中を突っ切ってきたみたいだ。

　留利江は折りたたみ式の脚きや立たつを抱かかえ、防水バッグを提さげていた。中身は返却された本だ。もちろん両手にはゴム手袋をはめている。そうでもしなければ確かに紙の本はたちまち濡れて傷いたんでしまうだろう。蔵書には透とう明めいなビニールカバーが掛かかっているが、全ページを防水加工できるわけではない。

　留利江は棚の前で脚立を据すえ付け、そのてっぺんで背せ伸のびし、最上段へ本を戻す。足の裏が白い。ソックスを履はいたところを見たことがない。運うん動どう靴ぐつもあるにはあるらしいが、ほとんどスリッパで通している。無理もないなと思う。彼女が靴なんか履いたら、たちまち水虫にやられるに違ちがいない。

　いや、でもどうかな。ミネラリアは万病予防のパラプラだっていうし、ひょっとしたら皮ひ膚ふ病にも強かったりするんだろうか。

　たとえ病気にかからなかったとしても、常に全身が潤うるおいあふれ過ぎた状態っていうのは、むしろハンディキャップじゃないのかって気がするんだけど。

　そんなことを考えながら留利江の作業を眺めていると、彼女の髪かみがむくむく膨ふくれあがってくるのに気づいた。

「あ」

　声を漏もらして留利江は頭を押さえた。

　その指を弾はじくようにしてバレッタが飛び、どっと髪がほとばしった。

　長いなんてもんじゃない。脚立の上につま先立ちした彼女の頭からつややかな漆しつ黒こくの滝たきのごとく流れ下った大量の髪は、図書室の床ゆかにまでたっぷりこぼれて広がった。

　むわあっ、と磯臭さが強まった。

　私は席を立ち、留利江のところまで走った。小声で尋ねる。
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「モップはどこ？」

「え……あ、あの……」

「用意してあるんでしょ？　床の始末は私がやるから、あんたは髪をなんとかしなさい」

　こくんとうなずいた留利江の頰ほおに、ほんのりと赤みが差した。

　図書室のカウンター内にロッカーがあって、掃除用具はそこに準備されていた。

　乙おと郷ごう真ま穂ほなら手早くやれるんだろうけど、私は肉体労働は得意じゃない。モップのほうが私より背が高くて、何をするにも持て余してしまう。

　留利江は脚立の上に腰こしかけ、大量の髪を素す手でで絞しぼりながら少しずつたぐり寄せていく。

　床に広がった髪は、しかしなかなか減らない。毛先が幅はば広ひろくなっていて、縁へりにきつくウェーブがかかっており、海中を泳ぐコウイカのヒレに似ている。そのひだひだからねっとりと滴したたる粘ねん液えきが、床に薄うす緑みどり色の大きな水たまりを作っていた。

「生長期なの？」

「……はい。……年に、何度か……もりっもりっ、と伸のびる、時期……あって……」

「じゃあそろそろ収しゆう穫かくするんでしょ」

「……たぶん」

「よかったじゃない。さっぱりするね。思い切ってベリーショートにしたら？」

「………………あまり、短い……と、困る……んです……」

「別に敬語使わなくていいからね？」

　うっとうしいからね。まったく、ただでさえ間延びしたテンポでイライラすんのに、言葉なんか選ばなくたっていいってば。意い思し疎そ通つうさえできればじゅうぶん。

　ミネラリアはワカメ由来のパラプラなので食用になる。

　天然物は高く売れるらしい。

　私には信じられないけど、世の中には豹ひようの守もり広ひろ葉ば以外にもパラプラを食べることに違い和わ感かんを持たない人種がたくさんいるらしい。

　そりゃあ植物には違いないけれど、人間に植えて育てたパラプラは、ありふれた野菜や果物とは違う。

　はっきり言ってカニバリズムに近いんじゃないのか。

　ましてや留利江のパラプラは、栄養的にはともかく、見た目は明らかに髪の毛だ。

　髪の毛を食べるのか？

　私は嫌いやだ。考えただけでぞっとする。

　けれど現実に、留利江の髪はもりもり伸びては定期的にばっさり切られ、彼女の家の生活費となっているらしい。

　いったいどんなやつが買っているのか。想像したくないけど。

　たぶん、女子中学生の生なま摘づみミネラリアとか謳うたってるんだろうな……。

　ゾビビゾビビゾババズゥ……ゥゥム

　いきなり私のパラプラがホラーなメロディを奏かなでた。

　重低音だ。頭ず蓋がい骨こつが揺ゆさぶられ、めまいがした。

「むぐっ」

　私はあわてて自分の鼻をつまんだ。

　多少ミュートはかかったけれど、重低音なので限界がある。頭上の花の演奏は、静まりかえった図書室いっぱいに響ひびき渡わたった。

　居合わせた生徒たちが迷めい惑わくそうに顔を上げ、私を見る。

　いたたまれない。鼻をつまんで真っ赤になってるところを見られてしまった。

　不覚だ。つい感情を動かしてしまった。

　チャイミーチャペルは向き不向きのあるパラプラで、たぶん広葉や幸さい木ぎシャルマみたいな天然もの感性派にはぴったり。

　でも私にとっては地じ獄ごくの責め苦だ。

　理り詰づめで考えているうちはどうということはない。もともと理り屈くつっぽい性格だし、本を読んだり勉強したりはまったく苦痛ではない。むしろ好きだ。そういうときはパラプラもおとなしいものだ。主導権は私の頭脳が握にぎっていられる。

　なのにひとたび感情に身を任せてしまえば、もうおしまいだ。花は歌い、あるいは震ふるえ、吠ほえ猛たけり、すすり泣いたり号ごう泣きゆうしたり、時にはバカ笑いが止まらなくなったりもする。なんにせよ生きた心地ここちはしない。

　この図書室の知的な静せい謐ひつの中で思うさま勉学に勤いそしむ、そしてやがては見知らぬ世界の秘密の高みへ到とう達たつする、そんな自分でありたいのに。

　なのに、ちょっと気をゆるめれば私はたちまち忌いま々いましい花に振ふり回されて、うちのクラスに渦うず巻まく混こん沌とんの中へと叩たたき込まれてしまうのだ。

　こんな花、引っこ抜ぬいてしまいたい。

　そうできたら、どんなにいいか。

　けれどダメなのだ。チャイミーチャペルはスズラン由来のパラプラで、球根を植えつけるタイプだ。こういう品種はしぶとい。脳神経はもちろんのこと頭蓋骨にも根を張り、人間の生体組織と融ゆう合ごうして、がっちりと共生関係を築き上げてしまう。

　植うえ替えは、不可能ではないが難しい。リスクも高いしコストもかかる。

　文化的な制約も強い。

　パラプラとの相あい性しようは持って生まれた運命なのだから、受け入れて生きなければならない。

　そんな信しん仰こう（そう、私に言わせれば宗教だ！）が世間には根強くはびこっている。

　この花を拒こばめば、私は哀あわれな落らく伍ご者と見なされるだろう。

　なにしろこの花がもたらす困難は克こく服ふくが可能なのだ。強い意志さえあれば。たぶん。

　耐たえなければならない。

　いつまで？

　決まってる。生きてる限りだ。この花が咲さき誇ほこり、歌い続ける限り。

　鉄の意志をもって、何ものにも揺るがされることなく──

「あの……」

　ふと気づくと目の前に留利江が立っていた。心配そうにのぞき込んできた。

「だい、じょうぶ……です、か……？」

「[image: 平゛][image: 気゛]」

　鼻をつまんだまま答え、目を逸そらした。

　この子に心配なんかされたくない。髪の毛なんか売ってるくせに。
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　幸さい木ぎ聖しやる舞まは眠ねむれなかった。

　シエスタの時間である。

　給食時間は正午から30分間。その後、休きゆう憩けい時間は毎日90分と長めに取られており、うち食後すぐの45分間は昼寝シエスタが義務づけられている。

　パラプラの光合成を促うながすためだ。

　ユマニテ学園には大規模なサンルームがあり、昼下がりのひととき、デッキチェアに寝ねそべってひなたぼっことおひるねを楽しむ生徒たちの姿は名物となっている。

　ちなみに雨の日は、植物の生育に適した人工灯が点ともる。人間の目にはイマイチ合わない波長の光で、なにもかも薄うす紫むらさきっぽく見えるため生徒の評判は悪い。そのため雨の日のシエスタ中はアイマスクを利用する生徒が多い。制服として規定があるわけではないため、おしゃれのセンスを競きそうポイントになっていたりもするが、つけてしまえばあとは寝るだけだからあんまり張り合い甲が斐いはない。かわいい下着と同じで、よく言えば心意気、悪く言えば自己満足の世界である。

　むろんこれらは雨の日の話で、お天気さえよければ、サンルームを飛び出して野外でシエスタを楽しむ生徒も多い。

　その日、２年Ａ組の面々は学園敷しき地ち内の牧草地まで繰くり出していた。

　一面に広がる牧草の上に思いおもいに寝転んで、おひるねのひとときを過ごす。

　パラプラにとっても生徒にとっても、こたえられないものだ。

　が、シャルマは眠れなかった。

　珍めずらしいことだ。いつでもどこでも眠れるのがとりえなのに、今日に限ってぱっちりと目が冴さえている。

　原因はわかっていた。チョコレートのせいだ。

　乙おと郷ごう真ま穂ほからもらったおすそ分けを、シエスタの前にみんなでつまんだのだ。

　滅めつ多たに口に入らないような高級品だった。錦にしき小路こうじローザ子こからのいただきものだという。ひとりで食べるのは申し訳ないからと、みんなに回してくれたのだ。

　あまりにもおいしかったので、味をおぼえようと真しん剣けんに集中したのがいけなかったのだろう。

（パラプラが興奮しちゃったんだなぁ……）

　こういうことは、たまにある。

　彼女のパラプラ、ポットアポートはチューリップ由来の品種だが、ほのぼのとおめでたい外見とは裏腹に他の花にはない特とく殊しゆ技能・物質生成能力を備えている。その原理はいまだ解明されていないが、パートナーの人間の記き憶おくと密接に関かかわっていることは疑いない。

　シャルマが記憶している物なら、基本的になんでも再現し作り出せる。

　ただし、シャルマとパラプラが記憶を共有するには若じやつ干かんのタイムラグがある。

　人間の脳神経に記憶が書き込まれるのは一いつ瞬しゆんだが、パラプラの場合は文字通り「記憶を刻みつける」手間がかかるのだ。分子レベルで行われるその作業の詳しよう細さいはむろんシャルマには知る由よしもないことで、パラプラに任せておくしかない。

　その間、シャルマの脳神経も活性化され、いつもよりぱっちりと目が冴える。

（あとですっごく眠くなるんだけどね～）

　ころん、と寝返りを打ち、うつ伏ぶせになって目を開ける。

　彼女が横たわっているのは放牧場を見下ろす斜しや面めんで、背後の坂を登れば中等部のグラウンドはすぐそこだ。

　左ひだり隣どなりには真穂がいる。両手をみぞおちのところで組み合わせ、ぴしっとまっすぐに横たわっている。端たん正せいな寝姿だが、眉み間けんが険しい。いやな夢でも見ているのだろうか。

（立派なおっぱいだなぁ）

　シャルマの制服は姉のお下がりで、サイズが大きい。余りまくった袖そでをまくって指を出し、真穂の胸をつっついてみた。

（うわぁ……重量感たっぷりだぁ……）

　きりきりっ、と歯ぎしりの音をたてて真穂はのけぞった。

　ヒガンバナの花も死にかけの虫のようにわしゃわしゃと動いた。

「わ」

　シャルマはあわてて手を引き、両りよう袖そでで目を隠かくして寝たふりをした。

　さいわい真穂はすぐに落ち着いた寝息を立て始めた。

（びっくりしたぁ。真穂ちゃんってなんとなく、怒おこるとおっかなそう……）

　シャルマの右側には高たか原はらしじまが丸くなっている。タータンチェックのアイマスクを着け、外した眼鏡は傍かたわらに敷しいたハンカチの上に、図書室の本といっしょに載のせてあった。本には手製のカバーがかかっていて、内容はわからない。

　しじまは何度も寝返りを打つので、持参のひざ掛かけはすっかり乱れている。シャルマはそっと直してやった。

「んっ……」

　ちいさく唸うなって、しじまは背を向けた。長い髪かみがもつれていたが、直すのはやめておいた。起こしては気の毒だ。

　豹ひようの守もり広ひろ葉ばは少し離はなれたところにいた。片かた膝ひざを立てている。

（相変わらず大だい胆たんだなぁ）

　広葉はよく眠っているが、パラプラはすっくと立ってのびのびと陽ひを浴びている。

　品種名はサンバデバディー。ヒマワリ由来の花だけに、真夏の強い紫し外がい線にも平気なたくましさがある。そのぶん日光浴もたっぷり必要なのだそうで、広葉はヒマさえあれば野外へ飛び出していく。もっとも光合成には紫外線を必要としないはずなので、パラプラが要求するわけではなく、ただ単に広葉がワイルドなのだろう。

（あんなに外を飛び回ってるのに、色白なのが不思議なんだよねぇ～）

　サンバデバディーの効果なのだろう。ほとんどのパラプラには美容と健康を保つ機能が備わっているが、花との相性によって効果には個人差がある。広葉とヒマワリはぴったりのパートナーらしい。

　ヒマワリはうっとりと目を閉じ、ゆらゆらと揺ゆれている。

　そのリズムに合わせて、甘あま本もと験ためすのパラプラたちも揺れている。

（チンアナゴ……ほど細っこくはないから、ニョロニョロかなぁ……？）

　ロコロコはアロエ由来のパラプラで、原種はハオルチア属。本来は日ひ陰かげで育つ珍しいタイプの多肉植物だそうだが、験はシエスタの時間も普ふ通つうに陽を浴びて眠っている。その間、パラプラもはっきりそれとわかる形で頭のてっぺんから現れ、ひなたぼっこを楽しんでいる。一いつ般ぱん的てきなアロエにみられるトゲトゲは、験の髪に名残なごりがみられる程度で、パラプラ本体の部分にはほとんどない。むしろ半ば透すき通とおって柔やわらかそうだ。日陰で弱い日光を取り込むため、レンズ構造を備えたらしい。パラプラ通信の受信能力が高いので、おそらく今は広葉のパラプラが発している通信波をキャッチし、同期して動いているのだろう。

（広葉ちゃんのパラプラ、ハミングでもしてるのかもなぁ。気持ちよさそうだもんね～）

　と、視線を感じた。

　安あ積さかエルマだ。目が合うと、焦あせったように視線を逸らした。

　シャルマはそーっと立ち上がり、エルマのそばへと移動した。

「眠れないの～？」

「午前中、しっかり寝ちゃってるから」

　目を合わせずにぼそぼそと言った。頰ほおが赤い。

（あ～、ひょっとしてこの子、オタメシくんを見てたのかな……？）

　そう思ったけど、口には出さない。代わりに持ちかけてみた。

「ねえ、お散歩に行かない？」

「お散歩？」

「どうせもう寝られないでしょ。ヒマだし、いい天気だから、そのへんをぶらぶらしてこようよ」

「でも、シエスタの時間だし……」

　そう言って、チラッと験のほうを見る。

（やっぱりそうなんだぁ～）

　なんだかシャルマはどきどきしてきた。

　と、エルマは怒ったような顔でシャルマを見た。そして言った。

「いいよ。つきあう。どこ行く？」

「う～ん、テキトー」

「なにそれ」

　エルマは先に立って歩きだした。

　無理しなくていいのに。そう考えながら、シャルマもぶらぶらついていく。

「エルマちゃんとは前からしゃべってみたかったんだ～」

「そうなの？」

「だって、名前似てるし～」

「しょっちゅう居い眠ねむりしてるし？」

「似たもの同士だよね～」

「そうかな……」

　不満そうだ。いっしょにされたくないらしい。

（この子、シャルマのことゆるゆるちゃんだと思ってるんだろうなぁ）

　別に構わない。自覚していたし。

　けれどもちろん、シャルマ自身にもよくわからないことはたくさんあった。

　今だってそうだ。

　なぜ散歩なんかしようという気になったのか。

　しかも、ろくにしゃべったこともない子と。

　気まぐれと言ってしまえばそれまでだ。しかしそれにしては腑ふに落ちない。

　彼女の胸は、なぜこんなに騒さわぐのだろう？

　エルマが験を見つめていた──たったそれだけのことで？
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　なんでこんなところをふらふらしてるんだろう？

　そう思ったけど、しょうがない。成りゆきだ。今さらやめるだなんて言えない。

　幸さい木ぎシャルマはあたしの後をついてくる。

　あの子が帰りたいって言うまではつきあってやろう。

　どうせそう長い時間ではない。お昼休みは90分間だし、シエスタの時間はもうじき終わるだろう。チャイムが聞こえたら、さすがに授業までエスケープしようとは言うまい。

　牧草地にはけもののにおいがする。

　放牧されているのは牛とヒツジ。思いおもいに散らばって草を食はんでいる。

「マンボ～！」

　シャルマが手を振ふりながら牧羊犬に駆かけ寄った。

　ライオン色のセントバーナードは重たそうに尻尾しつぽを振った。

《やあ、シャルマさん》

「久しぶりだね～。元気だった？」

《だめだね。私はもう老いぼれた。そろそろ隠いん居きよしたいよ》

「え～、寂さびしいこと言わないでよ～」

《そちらのお嬢じようさんは？》

「クラスのお友だち～。エルマちゃん、この子はマンボ。牧場主任さんだよ」

《この子ときたか。参ったね。あなたにかかっちゃ、私みたいなじじいも形無しだ》

「えっと……」

　あたしはあんまり生き物が得意じゃない。特に、こんな大きな犬は。

　尻しり込ごみしていると、マンボの優やさしい目が笑った。

《私の声は伝わっているようだね、エルマさん》

「あ、はい」

《私の目の届く範はん囲いならだいじょうぶ。危険なことは何もない。くつろいでいってくれるといいんだが》

「ありがとうございます」

　パラプラ通信は苦手だ。怖こわい。隠しておきたいことまで伝わってしまいそうで。

　そんなことがないように作られているとは言うけど。

　でも、その機能もパラプラが担になっている。不安が拭ぬぐえない。あたしのプライバシーを握にぎっているのが植物だなんて。

「ねえマンボ、引退したらどうするの？」

《どうもしないさ。余生を送るだけだ》

「何かやりたいこととかないの？」

《そうさな……。いや、今は何も思いつかないな》

「それ、まだまだ現げん役えきってことじゃないの～？」

《そんなものかね》

　シャルマは草原に腰こしを下ろし、マンボの背にもたれかかるようにして、放牧場のようすを眺ながめている。

　あたしは立ったまま見み渡わたした。

　牛もヒツジも、もちろん知性化されている。おとなしいものだ。

　特にヒツジは町でもよく見かける。

　除草のためだ。

　ジャンクルを作る野生パラプラの勢いは衰おとろえを知らず、至るところに芽め吹ぶく。放置すれば町なんかたちまち荒あら々あらしい緑の暴力に吞のみ尽つくされてしまうだろう。

　そうならないためには、こまめな草取りを続けるしかない。

　あたしたちは幼い頃ころからそんなふうに教わって育つし、毎日の草取りは習慣として体に染しみついている。

　けれど、人間の手でジャンクルに太刀たち打うちするのは難しい。

　だからヒツジが使われる。

　今、放牧場で柔らかな草を食んでいるヒツジたちの中には仔こヒツジもいて、ふんわりと軽そうなライム色の毛で包まれている。単色なのは子どもだけだ。親はみんな色とりどりのわたあめみたいだ。除草に駆り出されるとこうなる。

　早朝、ヒツジたちは除草係の職員と牧羊犬に引率されて町を巡じゆん回かいし、新たに芽吹いた野生パラプラの芽を食べる。ヒツジは根っこまで食べるので効率がいいらしい。

　そうして処理したパラプラには、土ど壌じように残留する有害物質が含ふくまれている。

　それらの物質はヒツジの毛として排はい出しゆつされる。

　どういう仕組みになっているのか、毛色は複雑なマーブル様を織り成していて、青やピンク、オレンジ色、あるいは漆しつ黒こくなど、いくつもの色が一頭のヒツジの全身に複雑なパターンを描えがいて現れていた。

　かつてウールは衣料品として利用されていたというが、現在はプラスチックの原材料として使われると聞く。たぶん、あのさまざまな色はそれぞれに異なる物質を含むんだろうけれど、再処理するとき困らないのかな。分別とかどうするんだろう。

「ねえエルマちゃん」

「なに？」

「あの牛、めっちゃこっち見てるよね～」

「牛？」

　確かに一頭、顔を上げてじっとこっちを見ている。雄お牛うしだ。すごい角。

　と、動き出した。こっちへ来る。

「え……なっ、なに？　なんでこっち来るの？」

《怖がらなくていい》

　マンボがのんびりと言った。

《そろそろ体がかゆくなってきたんだろう》

「はぁ？」

　近づくにつれて、ぱりぱりとかすかな音が聞こえてきた。草を踏ふむ音とは明らかに違ちがう。どうやら牛の体から鳴っているらしい。

「あ～そっかぁ。ひょっとしてこの子、剝き頃ごろ？」

《やってみるかね》

「やりたい！　ねえエルマちゃんもやろうよ！」

「何を？」

「レザー剝き！」

　シャルマは腕うでまくりした。なんてちっちゃな手だろう。いつもは袖そでの中に隠かくれているけれど、こうしてみるとしっかりと女の手だった。短く切りそろえた爪つめは、毎日の草取りのためにそうしてある。子どもではなく、ましてやお嬢じよう様さまでもなく、まっとうな中学生の働く手だ。

　その手でシャルマは牛の頸くび筋すじを撫なでる。微笑ほほえみかける。

「よろしく～」

　牛はのんびりと尻尾を振った。

　シャルマはしゃがみ込んで牛の前まえ脚あしに触ふれた。上から下まで確かめるように両手でさする。そのたびにぱりぱりと音がする。

「足の先からやるんだよね？」

《そうだ。ゆっくりとね》

　シャルマは両の掌てのひらで牛の脚をごしごしとこすった。

　と、脛すねの辺りの皮がぽろぽろと細かい破は片へんになって剝はがれ始めた。

《その調子だ》

「うわ～見てみてエルマちゃん。めっちゃ取れる～。おもしろ～い」

　牛はゆっくりと目を瞬またたいている。気持ちよさそうだ。

「……日焼けの皮を剝くようなものかな？」

《そんなところだろうね。私にはそういう経験はないが》

「きたきた～。取れてきたよ～マンボ～」

　ぺりぺりと小気味よい音を立てて、内ももからひと繫つながりの大きな皮が剝けてきた。

《うまいもんだね》

「前に見たことあるし～。エルマちゃんもやってみない？」

「え……」

「シャルマとおんなじようにすればいいから～」

　牛が濡ぬれた目であたしを見た。

「…………」

　訴うつたえるようなまなざし。

　犬と違って人語はしゃべらないが、何を訴えているのかはよくわかる。

「……しょうがないなあ、もう！」

　あたしは牛に歩み寄った。

　ほんのりと甘い匂においがする。シラカバ由来のパラプラが融ゆう合ごうした体には、血液の他ほかに樹液も通っている。初夏にかけての時期は生長期で、盛んに分ぶん泌ぴつされているはずだ。

　初めて触れた牛の肌はだは熱くて滑なめらかだった。樹皮の手て触ざわりだ。撫でると掌の下で皮ひ膚ふが浮ういているのがわかった。なるほど、これなら確かにむずがゆくてたまらないだろう。力を入れてこすると、端はしのほうからコルク状に砕くだけて取れてくる。ちょっとべたべたするのは樹液の成分だろう。剝がれた皮膚の下から現れた若い肌は、ほんのりと湿しめった桜色。じきに乾かわいて、艶つやのある白へと変わるのだろう。

「膝ひざから上って商品価値あるんだよね？」

「そうだよ～」

「あたしがやっちゃっていいのかな？」

「いいんじゃないかなぁ。この子の頼たのみだし～」

　ほんとかな。まあいいや。マンボも見てるんだし。牧場主任が止めなかったんだから、あたしは悪くない。

　膝しつ関かん節せつの辺りの皮膚はよく動かすポイントだからか、かなり乾いており、ほとんど触れるだけで取れてしまった。そこからは慎しん重ちようにやった。

　浮き上がった端っこのところから少しずつ剝むいていくと、柔やわらかな内ももの部分がうまい具合にまっすぐ裂さけてくれた。その裂け目から左右へ開き、ゆっくりと引く。ぺりぺりと音を立てて、丈じよう夫ぶそうな大きな皮が取れてきた。

《あなたは筋がいいね、エルマさん》

「そうですか？」

　こんなことでほめられたってうれしくもないけど。

　でも、大きな皮が剝けてくるのは、ちょっと気持ちいい。

　肩かた口ぐちまで剝がした後、同じ要領で後あと脚あしを処理する。

　このときはちょっと困った。相手は雄牛だ。内ももへ手を入れるのには勇気が要いる。でも、手て探さぐりで片づけるのは無理だ。なるべく余計なものを見ないようにして、手早く済ませる。コツさえつかめば簡単だ。脚から背中側へかけての皮は強く、そう簡単にちぎれたりはしない。

　さて、次は胴どう体たいだ。

　まず腹側の中心線からふたつに分ける。そうしなければ体から剝き取れない。

　シャルマは牛の頭のほうへ回り、頸筋を撫でながらささやいた。

「くすぐったいかもしれないけど、ガマンしてね？」

　牛はシャルマの顔をねろーりとなめた。

「ふひゃ!?」

《牛にも受信能力はある。意思は伝わっているはずだよ、シャルマさん》

「だよね～。あの、お花は食べないでね？」

　牛はシャルマの頭上に咲さいたチューリップの花の匂いを嗅かいだ。ちぇっ、とでも言いたげにそっぽを向いた。

　シャルマは牛の頭をいとおしむようになでさすった。

　と、額の辺りからぽろぽろと皮が剝がれてきた。

「目をつぶっててね～」

「手伝おっか」

「お願い～」

　顎あごの下は柔らかく、喉のどから胸へと剝いていくと、正中線から気持ちよくふたつに裂けてくれる。

　チャイムが聞こえてきた。もうじき午後の授業が始まるらしい。

「もうそんな時間～？　あっという間だね～」

「最後までやっちゃおうよ。中ちゆう途と半はん端ぱにしておけないし」

「だよね～」

　腹側の皮は柔らかい。シャルマとあたしで左右へ同時に開くように剝いていく。

　手て応ごたえを計りつつゆっくりと剝くと、ぴったりと吸いついたラッピングを剝がすようなかすかな粘ねばりけを感じさせながら、おもしろいように取れてくる。

　気持ちは焦あせるが、むやみに急ぐわけにはいかない。せっかくの皮を傷いためてはいけない。もったいない。

　最後の仕上げは、背中の皮だ。

「いい～？　いっせーのっせでいくよ～？」

「わかった」

　あたしたちはタイミングを計り、声を合わせた。

「「いっせーのっせ！」」

　ぱんっ、と張りのある音とともに、テーブルクロスを剝がしたように超ちよう特大版の皮がいっきに剝がれてあたしたちの手にあった。

「やったぁ～！　うまくできたね、エルマちゃん！」

「うん」

　あたしは弾はずむ息を抑おさえ、マンボに尋たずねた。

「この皮、どうすればいいですか？」

《しばらく風に当てて乾かすんだがね》

「やります。やり方教えてください」

《授業はいいのかね》

　よくはない。でも、しょうがない。このままにはしておけないし。

「幸木さん、手伝ってくれるよね」

「もち・ろ～ん。あと、シャルマでいいからね～」
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　土曜日の授業が終わるやいなや、下しも河原がわら鈎かぎ丸まるに捕つかまった。

「おい甘あま本もと。午後から予定はあるか」

「別に。寮りようへ帰ってメシ食ったら、あとはヒマ」

　半日授業なので給食はないが、寮にはまかないの当番がいて食事を出してくれる。おれも時々やらされる。今日は食うだけだ。

「だったらつきあえ」

　下河原はおれの首になれなれしく腕うでを絡からめ、耳元へささやきやがった。

「動画は再生できるだろ？」

「ノートＰＣなら持ってるけど……」

「ちょうどいい。おまえにも見せてやる。特上のブツだ」

「はぁ？」

「このへんがごりんごりんに荒あらぶるやつだよ」

　おれの頭のてっぺんを拳こぶしでぐりぐりしやがった。

　どうやらロコロコがパンプアップするよーな種類のやつらしい。

「ふざけんな。自分ちで好きなだけ見りゃいいだろ」

「薄はく情じようなことを言うな。男同士の友情をないがしろにするようなやつは最低だ」

「……友情？」

　そんなもん、こいつとの間にあったかな。おまえ女子としかしゃべってねーだろ。

　しかし考えてみるとおれも日ひ頃ごろは女子とばっかりつるんでる。なにしろ男子の絶対数が少ない。確率的に言っても、女子と親しくなるケースのほうが圧あつ倒とう的てきに多いのだ。

「なあ甘本。おまえんち、男は何人いるんだ」

「一応ふたり」

　ひとりは赤ん坊ぼうだけどな。上の姉の長男だ。おれにとっては甥おいっ子こ。

「恵めぐまれたやつだな。俺んちは俺だけだ。残りはみんな女で、鬼おにどもだ。プのつくものはひとつ残らず奪うばわれるんだ」

「プのつくもの？」

「プライバシー、プライド、おやつのプリンだ」
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「好きなのか、プリン」

「ぷりんぷりんはもっと好きだ。あとプール。泳ぐんじゃなく眺ながめるほう」

「正直だな、おまえ」

「だが俺んちでそんなもんプレイしてみろ。よくて没ぼつ収しゆう、虫の居所によっては破は壊かいだ」

「マジか。そこまでするのか」

「うちの家訓は実じつ践せん第一なんだ。こんなもん見てニヤニヤしてねェで彼女の百人や二百人引っかけてこいって言いやがる。ふざけんな。俺だって努力してんだ。なあ甘本」

「や、それは……どうなのかな……」

「してるだろ！　こまめな声かけ！　濃こまやかな気配り！」

「空回りしてるだけのような気もするが……」

「なのにプリンセスひとり落とせねえとは、どういうことだ！」

　ぴらぱりらぱらー！

「下河原！　あと甘本も！　あんたら、うるさいっ！」

　高たか原はらしじまがファンファーレつきで怒ど鳴なった。

　下河原はみるみる凶きよう相そうになった。

「なんだと、こら」

「やめろ」

　おれは下河原に耳打ちした。

「部屋へ来いよ。そのごりんごりんだかぷりんぷりんだかを見せてやる」

「いいのか？」

　だから大きな声を出すな。あと、そんなきらきらした目をすんな。




　そんなわけでおれたちは寮の部屋へ籠こもり、特上のぷりんぷりんを堪たん能のうした。

「おおっ……」

「こっ、これはなかなか……」

　見ているうちにロコロコどももごりんごりんとパンプアップしてきた。

　下河原のやつが、なぜかおれの角をしげしげと見ている。

「なんだよ」

「これって好きな形にできないのか」

「はぁ？」

「こう……念じるとさ……ああいう、なんとも言えない曲線美がさ……いろんなポーズを取るんだよ。なあ、それってすごくないか」

「無理だ。この角だって、おれがこういう形になれって命令してるわけじゃない」

「おまえのパラプラが勝手にやってるってことか」

「そうだよ。やつらにとってはこの形が自然なんだと思う」

「なら、パラプラに直接命令すればいいな」

「はぁ～？　わっ」

　下河原はおれの角を両手で摑つかみ、ものすごい顔で笑いながら凄すごんだ。

「おまえら聞いてたよな？　へし折られたくなかったら、俺の言ったとおりにするんだ」

《やります》《やります》《やってみます》

　脳内のつぶやきと共に、ロコロコどもが身をくねらせるのがわかった。

《ぷり～んぷり～～ん》《ぷりり～んぷるる～ん》《たゆ～んたゆ～んぷり～ん》

「おおっ……！　おおおお!!　すごいぞ甘本！」

「…………さいですか」

「なんだよ、へなってきたぞ！　もっとごりんごりんさせろ！」

「無理」







[image: 墓参り]




　翌日の日曜日。おれは早起きし、真っ先にお寺へ行った。

「おはようございます、オタメシさん」

　乙おと郷ごう真ま穂ほが門前で掃はき掃そう除じをしていた。

　おれはあいさつを返し、パラプラ通信の中ちゆう継けいスポットを借りると告げた。

　メタセコイアは目立つので、寺の外からでも場所の目星はついた。早さつ速そくその近くへ行き、ロコロコに命じてメッセージを送った。

　相手は妹だ。ただひと言。

《いま乙郷寺》

　送信専用にしたから、リアルタイムの会話は発生しない。

　折り返し矢や継つぎ早ばやに何通かのメッセージが飛んできたが、すべて無視する。パラプラ通信なんかであいつらの相手をしてたら今日一日保もたない。おれの脳はもちろん、ロコロコが疲つかれる。中継スポットを利用すれば消しよう耗もうを防げるが、効果は知れたものだ。

　それと安あ積さかエルマにも返信しておく。

《これから墓参り》

　今朝起きたらエルマからのメッセージが入ってた。登録完かん了りよう以来、一日に一、二件メッセージが届くようになった。たいていは読んだ本の感想だ。あとはあいさつ。おはようとかおやすみとか。そういうのはどうもパラプラが自動送信してるくさい。別にいいが、おやすみなさいが午前四時に届くのはちょっとどうかと思う。ロコロコどももその辺はわきまえてて、おれが目を覚ますまでは着信を知らせたりはしない。

「オタメシーっ！」

「げ」

　豹守ひようのもり広ひろ葉ばだ。満面の笑えみで駆かけ寄ってくる。

「なに、おまえ。なんでいるの」

「インコちゃんに誘さそわれたんだもーん。ねー」

「ねー」

　妹の印しる子しが広葉にじゃれつきながら答えた。

「はい、お兄ちゃん。これ」

　手に提さげてきた荷物をおれへ差し出す。すかさず広葉がのぞき込む。

「やった、お菓か子しだ。あとで食べよ？」

「ダメだよ広葉ちゃん。寮りよう長ちようさんに渡わたしてもらうんだよ」

「いいよ別にそんなことしなくても」

「そういうわけにいかないでしょ」

　と、これは上の姉の兆きざ子しだ。証あかすを抱だいて汗あせかきながらやってきた。

　あとから来る下の姉の探さが子しは青い顔して口元を押さえてる。まだおなかはさほど目立たない。このくらいの時期はきついらしい。

「ごめん、ねえさん。ちょっとお手洗い借りてくるね」

「いいけど場所わかる？」

「あたし案内するねっ！」

「お願いね、広葉ちゃん。走らないようにね」

「わかってるよもう～。行こ、探たんねえ。こっち！」

「変わらないよねえ、あの子も」

　苦く笑しようして兆ちようねえは、いつものように返す刀でおれに小言をくださる。

「あんたもだよ、験ためす。お世話になった人にはきちんと感謝しなくちゃ」

「わかってるよ。でも電話借りてるだけだろ。いちいちこんなことしてたらきりないよ」

「お兄ちゃんもパラプラ通信すればいいのに」

　不満そうに言ったインコの頭のてっぺんから、ちっこいロコロコが数匹ひき顔をのぞかせ、こしゃくにもそうだそうだとうなずきやがった。おれはうんざりした。

「やってるだろ」

「ちっともレスくんないし。あんま読んでないでしょ」

「アイドルの話とかされても疲れるんだよ」

「リアルタイム通信もやろーよー。ねえ～、やろーよぉー」

「ぜってーやだ」

「印子、あんた授業中に通信して遊んでないでしょうね」

「してないよ」

「ホント？」

　と、これはインコのロコロコへの質問だ。兆ねえは髪かみを後ろでしばっているが、その毛先がざわざわっと動いて通信へのアクセスを示した。

　インコは頭のてっぺんを両手で押さえる。それで隠かくしたつもりか。手の下で緑色の光が瞬またたくのがわかった。ロコロコのやつは、あっさり履り歴れきをゲロしたらしい。

「やめてよ！　勝手にアクセスしないでってば！」

「そういうわけにはいきません。保護者としての責任があります。あんたのロコロコも、あんたが心配だからゲートを立ててないんだよ」

　それはどうかな。兆ねえがおっかないだけかもな。そう思ったけど黙だまってた。

　インコと兆ねえは言い争いを始めた。しょっちゅうやってるから今さら驚おどろかない。

　きょとんとしている幼い証の頭のてっぺんは、帽ぼう子しに隠れて見えない。でも、その下にもロコロコのエメラルドグリーンがぽっちりと植えつけられているはずだ。

　大変だぞ、おまえ。早く家なんか出たほうがいい。

　おれんちはみんなロコロコと相あい性しようがよくて、便利なことは多いがしがらみもきつい。ロコロコのやつは同じ個体から株分けで増えるせいか自分と他人の区別がゆるいところがあって、ガキのうちはプライバシーなんかろくに認めてくれない。何かやらかせば親とか保護者に筒つつ抜ぬけだ。なまじ通信機能が優ゆう秀しゆうなせいで、根ね掘ほり葉は掘ほり探さぐられたりもする。

　一応おれはいちにんまえと認めてもらってるらしく、勝手に頭の中をのぞかれたりすることはもうない。だがパラプラ通信への抵てい抗こう感はなかなか抜ぬけなかった。

「お待たせーっ！」

「おかえり、探子。ありがとうね、広葉ちゃん。じゃあ行こうか。印子、いまの話は帰ってからじっくりとしようね」

「やだ。話すことなんかもうない」

「なに、こんなとこまで来てお説教してんの？」

「必要な指導です」

「ねえさんに習ってる生徒は大変そうだ」

「そんなに話したきゃロコロコと話せば。あたしはなんにも言うことないよ。いいよね別に。どうせ勝手にのぞいて探り回していくんだし」

「印子、いい加減にしなさい」

「それはあたしのセリフ！」

　言い捨ててインコはずんずん先へ行ってしまった。

　広葉が小走りに追いかけた。インコの手を無言で握にぎる。インコも拒こばまなかった。広葉のヒマワリが振ふり向むき、おれたちへ向けてうなずいた。任せておけと言いたいらしい。

「広葉ちゃんが友だちでよかったよね」

　探ねえがぽつりと言った。そしておれを見た。

「験、大事にしなよ」

　おれはスルーし、インコと広葉を追って歩き始めた。

　広葉のヒマワリは通信機能が低い。その鈍どん感かんさは、これでけっこう居い心地ごこちがいい。ロコロコ同士なんかよりも圧あつ倒とう的てきに楽なのだ。

　これであいつが、あんな騒そう々ぞうしい性格じゃなかったらなぁ。




　墓地の〈森〉は山の斜しや面めんに広がっている。日当たりがいいので、姉たちはしんどそうだ。おれは証を引き受けようかと申し出たが、兆ねえにあっさり断られた。赤ん坊ぼうを預けてもらえるだけの信しん頼らい感かんはまだないらしい。まあお菓子の手提げ袋ぶくろを持ってるしな。

　この〈森〉にいるのはみんなかつて人間だったものたちだ。今は植物だ。一定の時期が来るとパラプラは、共生者の肉体を乗っ取って植物体と化し、定着生活を送るサイクルへと移行する。これを「根下ろし」と呼ぶ。おおむね更こう年ねん期きを迎むかえると発はつ症しようする、現生人類の宿しゆく痾あだ。治ち療りよう法はない。むろんパラプラと共生せず生きるなら話は別だが、その場合は健康とは縁えん遠どおい一生になるだろう。そう長くもあるまいが。

　母さんの樹きは他ほかよりもひときわちいさい。多肉植物由来のパラプラで、根下ろし後に大きく育つものもないわけではないが、ロコロコはせいぜい２メートルが限度だ。母さんのケースでは生前の姿と寸法的にほとんど変わらず、透すき通とおったエメラルドグリーンの植物体で全身を置き換かえられたようなものだった。陽ひの光を浴びればさぞ美しかろうが、ロコロコの好みを考えて、簡単なテントのような日ひ除よけがかぶせてあるので輝かがやきは鈍にぶい。

　おれたちはまず掃除をした。放っておけば密林ジヤンクルは〈森〉にまではびころうとする。お寺の側でも気は配ってくれているが、やはり下生えの雑草は多い。母さんの体から直接生えてくる不届きなやつもいる。そういうのを念入りに取る。

　それからやっとお参りだ。

「母さん、兆子です。今日はみんなで来ました。これ、初孫の証です。あーくん、これがあなたのおばあちゃんだよ。さ、ごあいさつなさい」

「あーばー。ううーあー」

「抱かせてあげたら？」

　探ねえが言った。兆ねえはうなずいた。

「そうだね。さ、母さん……」

　母さんは裸はだかであぐらをかいている。両手はゆるく脚あしの上に乗せている。根下ろしの時の基本ポーズだ。そのひざの上に、兆ねえは証をそっと座らせ、かぶせていた帽子を取った。ちっぽけなロコロコがぽっちりとひとつ、いちにんまえに顔を出していた。

「いい子だねー、あーくん。さ、探子も」

「うん。……えっと、探子です。今度来るときは、ふたり目の孫を抱かせてあげられると思います。どうか見守っててください。……ほら次。早くおいで」

「わかってるよ……。あー、験です。無事、中等部２年になりました。以上」

「え、終わり？」

「もっといろいろあるでしょうに。寮へ移ったこととか」

「いいよ別に。ほらインコ、次」

「うん」

　勇ましい顔つきで母さんの前へ立ったインコは、選手宣せん誓せいみたいな勢いで言った。

「印子ですっ。初等部６年になりましたっ。来年、中等部へ上がったら、絶対に家を出て寮へ入るって決めましたっ。以上！」

　大きな声を出したもんだから、証がびっくりした顔になった。

　兆ねえが素す早ばやく抱き上げ、あやしながら、心配そうにインコを見る。

　インコは睨にらみ返した。

「お兄ちゃんばっかりずるいでしょっ？　あたしだって、ひとりで立派にやれるもん」

「……そうならいいけど」

「次あたし～！　豹守広葉です！　いつもお世話になってました！　これからはあたしが、オタメシをお世話します！」

「な……」

「だから安心してください！」

「ちょっと待て。誰だれがおまえの世話になった。むしろ逆だろ」

「また来ますねっ！」

「まとめるな！」

　そのとき、おれの髪がびりびりっと震ふるえた。パラプラ通信が着信したのだ。

「あっ、お兄ちゃん通信受けてる！」

「ほほう、こりゃ珍めずらしい。誰から？」

「いいだろ別に」

　エルマだ。あいつ今起きたのか。どうせ自動送信のおはようだろうに、なぜよりによってこのタイミングで。

「そういえば広葉ちゃんは、験とは通信でやり取りしてないの」

　探ねえが尋たずねた。

「やってない。うちのヒマワリ、そういうのあんまり得意じゃないし、あたしも直接顔見てしゃべったほうが楽しいもん」

「あんたならそうだろうねえ」







[image: ダマのお仕事]




　ヒダマリは夜明け前に目を覚ます。

　お仕事だ。行かなきゃ。そう思うといても立ってもいられなくなって、毎朝ぱっちり目が覚めるのだ。寝ね坊ぼうしたことなんかいっぺんもない。

　そしてそれは彼だけじゃなかった。

「ダマ！　おはよ！」

《広ひろ葉ばさん！》

　飛びついて顔中をなめ回す。石せつ鹼けんの匂におい、歯は磨みがきの匂い、ひんやりとさわやかな水の匂い、そしてもちろんはじけるような少女の匂いが、イヌ科の嗅きゆう覚かくと味覚を通してヒダマリの世界をたっぷりと満たす。

　その感覚の中にはまだ眠ねむたげなパラプラの匂いも混じっていて、ちょっとした優ゆう越えつ感かんもおぼえる。

　しょうがないなあ、この花は。広葉さんの群の仲間なら、いっしょにぱっちり目覚めなきゃダメだろ。まあいいや。ぼくに任しとけ。おまえのぶんまで働くからな。

　そんなふうにはっきりと言葉にして考えるわけではない。ヒダマリは言葉を操あやるるのはあまりじょうずではなかったから。ただ、かたちには現れる。ぴーんと立てたしっぽに咲さくホウセンカの赤い花は膨ふくらんで艶つやを増し、口元はキリッと引き締しまる。ぽふっ、と前まえ脚あしをうなだれたヒマワリの花に乗せたりもする。

「もぉ～。ダマってば、やめなよっ。あたしはあんたのボスなんだからねっ」

《はい広葉さん。行きましょう。お仕事です！》

「ちょ、待ってよ！」

　止まらない。止められない。ヒダマリのボスは広葉だが、走らせるのは仕事への忠誠心だ。なにしろ彼は群のリーダーなのだ。




　その日も群のメンバーはいつもの交差点で待っていた。

　色とりどりのヒツジたちである。

「チカちゃーん。おっはよ！」

「おお広葉か。くるしゅうないぞよ」
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　ヒツジを引いん率そつしてきたチカ先生が鷹おう揚ように言った。長い髪かみを無造作に束ね、野球帽ぼうをかぶり、学園のロゴ入りジャージの上下を身に着けている。いつものように化け粧しようっ気けはないが、肌はだはつやつやと白い。

「ダマも来たな。今日もよろしく頼たのむぞよ」

《はい先生。任しとけです》

　この町で最大のコロニーはユマニテ学園の放牧場にいる群で、面めん倒どうをみるのはベテランの牧羊犬マンボだ。だが、もう歳だ。次のリーダーとして指名されたのは、他ほかならぬヒダマリだった。張り切らないわけがない。

　チカ先生がヒダマリの頭をわしゃわしゃと撫なでる。

　するとしっぽもぶんぶん動く。

　と──ぱんっ！

「ひゃんっ」

　びっくりして声が出た。お尻しりが爆ばく発はつすると、いつもこうだ。

　ホウセンカ由来のパラプラは、ヒダマリのふさふさの長い尻尾しつぽに融ゆう合ごうし、いくつも花を咲かせている。その花の後に実った果実が、興奮するとはじけ飛ぶのだ。

「こらっ、ダマ！　散らかすなって言ってるでしょ！」

「よいよい。花咲けば実を結ぶのは自し然ぜんの摂せつ理りよ」

「でもチカちゃん、これって種をばらまいてるんだよ？　あたしたち草取りに来てるのに、ジャンクル広げちゃダメじゃん」

「広葉はまじめじゃのう。うむうむ。愛ういやつじゃ」

　チカ先生はヒダマリの頭をもう一度、ゆっくりと撫でた。

「だが気にするな。撒まいた種を悔くやむより、目立たぬところで芽め吹ぶくものを見み逃のがさぬことが肝かん心じんぞ。のうダマ、おぬしの鼻、頼たよりにしとるぞ」

《はい先生！　早く行きましょう！　もう夜が明けます！》

「そうじゃの。では始めるか」

　巡じゆん回かいは町の中心部から始まる。

　まだ交通量の少ない早朝、通行を制限し、車道や歩道の舗ほ装そうの隙すき間まから芽吹いたジャンクルの兆きざしを探す。

　広葉やチカ先生も目で見てチェックするが、なんといってもヒダマリの鼻が肝心だ。

　探す……。

　探す……。

「うぉん！」

《嗅かぎ当てました、広葉さ……ん？》

　ふと妙みような気がして、もういっぺん鼻を寄せた。くんくん嗅いで確かめる。

「なにやってんのダマ。早くどいて」

《待ってください。この双ふた葉ば……なんとなく嗅ぎおぼえが……》

　ヒダマリのしっぽが、しょんぼりと垂れ下がった。

《……これ、ぼくの臭においだ》

「だからあたしがいつも言ってるじゃん！　ホウセンカは生命力強いんだから！」

「ああ、よいよい。気にするなダマ。よく見つけたな。次も頼むぞ」

「きゅーん……」

　あまりにも動どう揺ようすると、人語を紡つむぐことすらできなくなるヒダマリなのである。







[image: 信長のパラプラ]





人にん間げん五十年、下げ天てんのうちを比ぶれば、夢ゆめ幻まぼろしの如ごとくなり

一ひと度たび生しようを享うけ、滅めつせぬもののあるべきか






　かの第六天てん魔ま王・織お田だ信長が桶おけ狭はざ間ま合戦を前にして舞まったという幸こう若わか舞まい『敦あつ盛もり』の有名な一節である。

　この舞を、信長公と共に舞った者がいることはあまり知られていない。

　人ではない。果実である。

　信長公のおつむりにおわすパラプラは南なん蛮ばん渡と来らいの「あすびなすび」、現代で言うところのピーヤンであった。

　信長公が思い立って舞わんとするその刹せつ那な、おつむりの上で沈ちん思し黙もつ考こうしていたあすびなすびは、いなや「ぴんしゃん」と跳はね飛んで床ゆかへ降り立ち、はっしと公を見て「いざ」とばかりに促うながした。

　応こたえて公は扇おうぎを取り、ひとくさり舞った。

　あすびなすびもまた公と共に舞い、その見事さは「おさおさ劣おとらず」と『信しん長ちよう公こう記き外がい伝でん』は伝えている。

　ちなみにこの舞のおり、あすびなすびが扇の代わりに手にしたのは、自分の頭からもぎ取った果実のヘタであった。『外伝』は「なすびのこうぶり」すなわち茄な子す冠かんむりと記している。尊そん称しようであろう。

　いったん取ったら二度と戻もどせぬものである。

　見事に舞い納おさめたあと、あすびなすびは「脳天より香こう気き馥ふく郁いくたる種たね腸わたずぴゅうどぶどぶと噴ふきこぼして仁に王おう立だちののち、ふは、と微笑ほほえみて、へちゃりと潰ついえて果てぬ」と記されている。壮そう烈れつなる最さい期ごと言わねばなるまい。

　信長公は果実を大いに讃たたえ、その場で両の掌たなごころへ拝むようにすくい取って、「舌した鼓つづみして嘗なめるが如ごとく」賞味したという。

　その後も、あすびなすびの果実は次々と生なり結び、信長公と共に戦国の世を駆かけ抜ぬけた。そして公が重大な決断を迫せまられる局面に立ち至るたび、必ず率そつ先せんして立ち、公の行く道を自ら「あすびたわぶれ」すなわち身み振ぶり手て振ぶりによる一種のシミュレーションとして示して見せては、潔いさぎよく潰えて果てたという。

　が、ただ一度だけ、あすびなすびが道を示さなかったことがあった。

　本能寺の変である。

　明あけ智ち光みつ秀ひでの軍勢に囲まれて、もはやこれまでと覚かく悟ごを決めたとき、信長公は己おのれの頭からあすびなすびを摑つかみ取り、命じたという。

「うぬはわしが種じゃ。生き延びよ。そしていつの日か、うぬの中からこのわしを下天へ蘇そ生せいさせるのだ」

　あすびなすびは短く口笛を鳴らして応えた。

　そして「ぴんしゃん」と跳ね飛んで、夜闇やみへ紛まぎれ、消えたという。




「……で？」

　高たか原はらしじまが冷ややかに尋たずねた。

「ですからね」

　乙おと郷ごう真ま穂ほが熱っぽく潤うるんだ眼めで応じた。

「野生ピーヤンの中には、信長公の遺伝子が混じっているんです」

「ばっかばかしい」

「なぜですか？　しじまさんは『信長公記』の記述を信じないとおっしゃるんですか？」

「『外伝』でしょ。本伝じゃないわ。でっち上げに決まってる」

「言い切れるんですか？」

「そもそも矛む盾じゆんしてるでしょ。乙郷、あんたパラプラは日本古来の固有種だって言ってたじゃない。なのにピーヤンは南蛮渡来の品種って、どういうこと？」

「原種のトマトが南蛮から持ち込まれたってことです。ポルトガル語で「ぴめんたお」と呼ばれたトマトは、豊ぶん後ごの大おお友とも宗そう麟りんから当時の将軍家・足利あしかが義よし藤ふじ、のちの義よし輝てるの即そく位い記念に献けん上じようされ、そこから数すう奇きな運命をたどることになるんですが」

「ああ、わかったわかった」

　ひらひらと手を振ふって笑うしじまに、真穂はムッとした顔で問い返した。

「しじまさん、まじめに取りあう気ないでしょう」

「じゃあ聞くけどね、ピーヤンって英語でどう書くか知ってる？」

「知りません。わたし、勉強してませんし」

「こうよ」

　しじまはノートの隅すみに「peeryoung」と書いて見せた。

　おれたちはノートの周りに集まってのぞき込んだ。
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「へぇ～。ピーヤンって、こう書くんだぁ～」「オタメシ、知ってた？」「知るわけないだろ」「で、これが何か？」

「あんたたちにはわかんないかもしれないけど」

　しじまは鉛えん筆ぴつの尻しりで文字を突つっつきながら言った。

「これ、明らかに商品名だから」

「そうなんだぁ～」「え、なんでわかるの？」「作さく為いがあるってことかな」「そんなもの、後付けの名前に決まってますっ」

　あすびなすびこそは日本古来の名めい称しようであり、オリジナルである。ピーヤンは文明開化以降、欧おう米べいとの交流が盛んになってから世界に広まった名称で、本来のものではない。真穂はそう主張して一歩も譲ゆずらなかった。

　しじまは深々とため息をついた。

「困ったもんよねえ。あんたといいチカちゃんといい、どっぷり偽ぎ史しまみれで」

「え～、やっぱチカちゃんもなんだぁ～？」「ちょっとシャルマ、やっぱって何よ、やっぱって」「いや、あれは確かに痛いって」「オタメシくんまで!?」

　あ、やば。しくじった。矛ほこ先さきがこっち向いてしまった。

　真穂は涙なみだ目めでおれに食ってかかった。

「ひどい！　オタメシくんは真実の歴史を信じてくれると思ってたのに！」

「その確信の根こん拠きよはどこから来るわけ？」

「直感です！」

「あてにならねえなあ、それ」

「ねえ乙郷、あんたやチカちゃんが何を信じようが個人の自由だけどね」

　しじまが言った。

「私たちに押しつけないでくれる？」

「押しつけてなんか！　わたしはただ真実を知ってもらいたいだけで……」

「それが押しつけだっていうの」

「ねえしじま、真穂の話はともかく、チカちゃんは本物なんじゃないの？」

　豹ひようの守もり広ひろ葉ばの問いに、しじまの頭上のスズランの花が「ぷぴー」と鳴った。

「あんた今ものすごーくバカにしたでしょ!?」

「真に受けてるわけ？　平安時代からの由ゆい緒しよ正ただしいパラプラって話」

「痛いよな、あれ。しゃべり方とかさ」

「オタメシまで！　裏切り者！」

「なにがだよ。別におれ裏切ってねーし。元から眉まゆ唾つばだと思ってるよ、あんな与よ太た話」

「そんなやつだと思わなかった！」

「考えてもみろよ。源氏物語絵巻のどこにパラプラが描かいてある？」

「決まってるじゃん。チカちゃんとおんなじ。帽ぼう子しの中に入れてあるんだよ」

「あれは冠こうぶりとか烏え帽ぼ子しって言うんですけどね」

「女の人はどうなのぉ～？」

「髪かみに融ゆう合ごうしてるんだよ。でなけりゃあんな長ぁ～～～いわけないじゃん」

「そっかぁ～。留る利り江えちゃんみたいな感じなんだねぇ～」

「納なつ得とくすんな」

「百歩も千歩も百万歩も譲って、平安時代にパラプラがあったとする。チカちゃんちが、それを家の花として戴いただく由緒正しい貴族の家系だったとする。でもね？　だからといって今どき『～ぞよ』とか言う？」

「いっ、いいじゃん別に。個人の自由じゃん」

「いや～、ありゃねーわ。痛すぎる」

「古来のしきたりを守るためって言ってるけどね、そんなもん大開花よりもず～っと以前に廃すたれた伝統よ。守るもなにも、とっくに化石だったのよ。今さらほじくり返してきてどうなるっていうのかしら」

「そんなこと言ったら、しじまだって変じゃん！」

「私が変？　どこがよ？」

「そのしゃべり方！　今どき『～わよ』とか『～かしら』とか言わない！」

「あんたも少しは本を読みなさい。文明遺産の小説を読むと、当時の女性はこういうしゃべり方をしてるってことがちゃーんと記録されてるわよ。サンプル多数」

「昔はどうだか知らないけど、今は言わない！」

「まあ、チカちゃんと大差ない気はするよな。生きた化石って意味で」

「失礼ね。いっしょにしないで」

「ちょっとよろしいかしら？」

　錦にしき小路こうじローザ子こが親衛隊を引き連れて現れた。

　おれたちは固まった。真穂だけはナチュラルに微笑んで言った。

「こんにちは、ローザ子さん。こないだはチョコレートをごちそうさまでした」

「どういたしまして」

　ほほ、と口元に手を当ててローザ子は笑った。そして言った。

「高原さん」

「ふぃ？」

　変なところから声が出た。しじまはあわてて鼻をつまんだ。が、すぐに離はなし、咳せき払ばらいをしてかしこまった。

　ローザ子は委細構わず続けた。

「先ほどからお話を漏もれ聞かせていただきました。あなたのお考えには首をかしげる部分もありますが、基本的にはわたくしと同様、失われた大開花以前の文化を大切に思っているものと受け止めました」

「はあ」

「高原さん、これからはあなたのことをアミーと呼ばせていただいてもよいかしら」

「は……はい？　なんですって？」

「アミー。心の友という意味ですわ。よろしくって？」

「何語ですか、それ」

「そのことは重要な問題ではないわ。語りあうべきことは他ほかにたくさんあるはずよ。そう、いまは失われた尊く美しいものとか……」

　しじまは無言で鼻をつまんだ。目が点になっていた。

　ローザ子は鷹おう揚ように微笑ほほえんで言った。

「いずれカフェでもご一いつ緒しよしましょう。アデュー・モナミ。ごきげんよう」

　去って行った。

　後に残されたなんとも言えない沈ちん黙もくを、やがて破ったのは幸さい木ぎシャルマだった。

「ほへ～。やっぱプリンセスって、ただ者じゃない感じするねぇ～」

　広葉が小声でささやいた。

「なんなの、あの子。どこでああいうしゃべり方おぼえたんだろ？」

「知らないよ。おれに聞くな」

「噂うわさによると本物のお嬢じよう様さまらしいですよ」

　真穂もひそひそ言うものだから、おれたちは机を囲んで顔を寄せ合う格好になった。

「うちのお寺にも盆ぼん暮くれのお遣つかい物が届くんですけど、グレード違ちがうっていうか、すごく高級そうなものばっかりで」

「今度おすそ分けして！」

「やめろ。いやしいやつだな、まったく」

「父に聞いてみますね。でも、たぶんお客さん用に回すんじゃないかな」

「なんにせよ、いちいち過か剰じような感じするのよねえ」

「気合い入ってますよね。一いつ般ぱん人じんとは違うんだって全身全ぜん霊れいで表現してるっていうか」

「よかったね～、しじまちゃん。アミーだよ～。おともだ・ち～」

「誰だれがっ。冗じよう談だんじゃないわよっ」

「え～、いやなの～？」

「ならズバッと断っちゃえばよかったのに。しじま、いっつもあたしにずけずけ言うときみたいに言えばいいのに、なに固まってたわけ？」

「あんたねえ、人のことだから好き勝手言えるのよ。面と向かってみなさいよ。圧おし負けるのよ、あの異様な自信とゴージャスさに」

「あたしアミーにしてくんないかなあ。カフェっておやつの時間だよね？　すっごくおいしいもの出るよね？」

「シャルマもシャルマも～」

「あんたら恥はじを知りなさいよ、恥をっ！」

「しーっ。しじまさん、あんまり興奮しないで」

「はらへったなぁ。ねえオタメシ、なんかつまむもん持ってない？」

「ねえよ」

「そういえばさ～広葉ちゃん、あの話どうなったの？」

「なんの話？」

「野生ピーヤンをおやつにする話」

「「それそれ！」」

　広葉と真穂がなぜかハモった。ふたりとも「ん？」という顔になってお互たがいを見る。

「真穂、なにがそれそれなの？」

「信長公のパラプラの話です。広葉さん、あれはあなたに聞かせたかったんです」

「あたしに？」

「さっき申し上げたとおり、野生ピーヤンは信長公から託たくされた使命を持っています。すなわち、かの英えい雄ゆうの遺伝子を受け継つぎ、後世に伝え残し、いつの日か再びこの世によみがえらせるという大事業です。ここまではよろしいですね？」

「や、ちょっと待って」

「しかるに」

　有う無むを言わせぬ迫はく力りよくで真穂は続けた。

「そのような大たい望もうを持つものを、たかが一時の食しよく欲よくにかまけて食い散らかしてしまうなど言語道断、鬼き畜ちくの所しよ行ぎようと言わずばなりません」

「あのね真穂、なに言ってんだかわかんないんだけど」

「簡単なことです。広葉さん、野生ピーヤンは食べてはいけません」

「なんで!?」

「人の話を聞いてなかったんですか？　野生ピーヤンを食べることは、すなわち信長公を食べるのと同じこと。広葉さん、あなたは明智光秀ですか。本能寺ですか。第六天てん魔ま王さえぺろりと平らげる恐きよう怖ふの食欲大魔王として、歴史に悪名を残したいんですか」

「完っ全に意味わかんないんだけど！」

「とにかく、野生ピーヤンを食べることには断固反対します。ご理解いただけましたか、広葉さん」

「わっかんないってば！」

「結論としては乙郷に賛成なんだけど……」

　しじまが引きつった顔で言った。

「ここまで論ろん旨しに共感できない意見に対して、賛成と言うのはためらわれるわね」

「それが政治というものですよ、しじまさん。ご協力いただけますよね？」

「くっ……ここはおとなになって、呉ご越えつ同どう舟しゆうするしかないか……」

　しじまと真穂の視線が、おれとシャルマに向いた。

「んん～シャルマはぁ～、どっちかって言うとぉ～」

「どっちなの。食べるの食べないの」「まさか修しゆ羅らの道を選びませんよね」

「だまされちゃダメだよ、シャルマ！　ピーヤンは甘くておいしいよっ！」

「んん～、決めたっ」

　ぱひゅん、と効果音つきでシャルマの頭のチューリップの花が大きく開いた。

「シャルマは食べないっ」

「なんで!?」

「ピーヤン、かわいいもん。食べるより愛めでたいなぁ～」

「それじゃあんた鯛たい焼やきもぎょっとっともラッコのマーチもレリボーのグミパンダも食べらんないでしょーがっ！」

「食べないよ？」

「はぁ～!?」

「食べないもん、すぐには。思う存分愛でて、あっちからそろそろ食べて欲しいなぁ～って言ってきたときに、そっかぁ、じゃあまたね！　ぱくっ！　て食べちゃうの」

「食べろ食べてくれ頼たのむって訴うつたえてるよ、パラプラは！　でなけりゃあんなにい～い匂においさせないってば！」

「だったら逃にげないんじゃないの～？」

「う」

「広葉ちゃん、追っ払ぱらわれたんだよねぇ～？」

「そ、それとこれとは」

「もう決めたも～ん。シャルマは食べないっ」

「あっそ！　ならいいよ！」

　広葉のやつは子どもみたいにわめいて、涙なみだ目めでおれを見やがった。

　他の三人もおれに注目してる。

　弱った。
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「フヒャ？」

　ガオウは小首をかしげた。

　自立ユマニテ学園中等部本校舎には時計塔とうがある。

　ひときわ高くそびえるその塔のてっぺんは、彼のお気に入りの場所だった。

　ここからは広い学園の全域を一望できる。

　さらにはパラプラ通信の感度もよい。一般的なパラプラに基本として備わる通信機能は微び弱じやくな電磁波を用いるため、ちょっとした条件の変動でたやすく途と絶ぜつする。だがここなら遮さえぎるものは何もない。耳を澄すませば、学園にいるすべてのカラスの状態を把は握あくすることができたし、お気に入りのおもちゃのようすもよくわかった。

　彼が小首をかしげたのも、おもちゃ──ナガレこと錫すずノの木き流ながれに、おもしろいことが起きたからだった。

　豹ひようの守もり広ひろ葉ばが会いに来たのだ。彼女はひどく思い詰つめた表情で言った。

《協力して欲しいの》

　パラプラ通信を介かいして広葉の声が届く。ナガレの知覚がとらえたものを、ガオウもまた見ているのだ。ナガレは広葉を無視し、読みかけの本へ目を戻もどす。

《ねえ、お願い。あんたに手伝って欲しいわけじゃないよ。紹しよう介かいして欲しいの。ガオウとは仲良しなんでしょ？》

「カッヒャ？　こりゃあ妙みような雲行きだ」

　ひとりごちてガオウは、ふたりの会話に耳を澄ませた。

《ピーヤンの巣を見つけたいの。でも、あたしひとりじゃ絶対無理。だからガオウとカラスたちの力を借りたい。あいつらなら、きっと森のすべてを知ってる》

　その通りだ。ガオウはすべてを知っている。が──

《それを知ってどうするつもり？》

　ナガレは本のページから目を離はなさずに問い返した。広葉は即そく答とうした。

《食べる》

　ようやくナガレは顔を上げ、広葉を見た。

《野生ピーヤンを？》

《そうだよ。みんな嫌いやがるけど、あいつら絶対おいしいと思うんだ》

《変わった人だね、きみは。甘あま本もとくんのパラプラもよく食べてるみたいだけど……》

《食べてみる？　意外といけるよ》

《…………いいの？》

《もちろん！　その代わり、ガオウを紹介してくれる？》

《悪いけど、それとこれとは別だ》

《なんで!?》

《この学園は、ぼくたちだけの世界じゃない。隠かくされたものに触ふれたいなら、きみ自身の力でたどり着かなきゃいけない》

《あたしひとりでやれっていうのっ？》

《カラスをあてにするなってことさ。かれらはなんでも知っているけど、そのぶん厳しい。きみが甘えるつもりなら、すぐに見み透すかされて、からかわれておしまいだろうね》

《あっそ！　じゃあ、もういい！》

　きびすを返して憤ふん然ぜんと去ってゆく。

　その後ろ姿を、ガオウはナガレの目を介して見ている。

　と同時に、彼自身の目は学園の外れ、密林に囲まれた立ち入り禁止エリアを見ている。

　そこには旧校舎が埋うもれている。

　何世代か前、まだ文明復興半ばだった頃ころに築かれた建物だ。今はもう誰だれひとり通うこともない場所にひっそりと眠ねむっている。

「懐なつかしいなァァ」

　ふとつぶやいてみる。

　と、よみがえってくるいくつもの記憶がある。

　それらの大半は彼自身の記憶ではなく、先祖代々受け継ついだものだ。むろんガオウの脳のう細さい胞ぼうにはすべてを納める余よ裕ゆうはない。だからこそ額の銀の羽がある。この羽を介して結びあった同族たちのネットワークが巨きよ大だいな記憶装置として働き、必要なときに、必要な記憶を呼び覚ます仕し掛かけになっているのだ。

　けれど、この記憶──ひとつの光景だけは、彼自身がまざまざと見た鮮あざやかな記憶として残っている。

　高い樹きをするすると登ってゆく少女の姿。恐おそれることなく、まっすぐな眼めで。

　まるで太陽を摑つかみ取ろうとするかのような勢いで、天をめがけて。

　あの日のことを考えると脚あしが疼うずく。傷はまだ癒いえていない。けれど、その痛みにも況ましてなおこみ上げてくる懐かしさはなんだろう。
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　初めてではないのだ。ああいう少女と、彼の先祖もまた出会っていたのだ。

「からかってやるかァァ」

　つぶやいて、ガオウは飛び立った。

　頸くび筋すじにかかった飾かざりが、陽光にぎらりと輝かがやいた。

　この学園に眠る秘密に近づく者は自分の力でたどり着かなければならない。

　が、運もまた実力のうちである。

　古来、カラスは賢かしこくて気まぐれで、人間たちを翻ほん弄ろうしたものだと伝えられている。

　そして時には道案内もするのだ。

　お気に入りの人間を、新たな冒ぼう険けんへと導くために。
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「ねえオタメシくん、きみを作ってもいい？」

「はぁ？」

　おれはよっぽど変な顔をしたんだろう。幸さい木ぎシャルマはころころ笑った。

「フィギュアだよ～。ちっこいやつ。こんくらいかな～」

　余りまくった袖そでをまくって、ちょっぴりのぞいた指先で五センチほどの大きさを示した。

「いや、ちょっと待てよ。作るって、パラプラで？」

「そだよ～。できそうな気がするんだ～。オタメシくんのこと、毎日見てるし。ねえ、作ってもいいでしょ？」

「別にいいけど……」

「やっ・たぁ～。じゃあさっそくおひるねするね～」

　シャルマはぱたぱた自分の席へ戻っていった。途と中ちゆうで安あ積さかエルマに手を振ふった。エルマはなんだか困ったような顔で微笑ほほえみ返し、チラッとおれを見た。が、すぐに目を逸そらした。なんなんだ。おれ、なんか悪いことしたかな。

　心当たりがあるとすれば、豹ひようの守もり広ひろ葉ばのピーヤンの一件ぐらいだ。

　午後の授業がもうじき始まる頃ころ合あいで、教室にはまだ生徒全員がそろっているわけではなかった。広葉の席もからっぽだ。

　あの一件以来、広葉はおれたちにちっとも絡からんでこなくなった。その代わり、ひとりでなにやらこそこそやっているらしい。

　早耳の乙おと郷ごう真ま穂ほによれば、昨日はナガレに話しかけていたそうだ。さらにその後、ガオウとケンカしているところも目もく撃げきされているという。

　心配だが、どうしたもんか。

　高たか原はらしじまは「甘やかすな」と怒おこる。おれがちやほやするから、広葉はいつまで経たっても子どもっぽいままだというのだ。ちやほやしてる気はまったくないが、思い当たる節もないではない。確かにおれはあいつに甘い。

　だから今回はビシッと言ったのだ。野生ピーヤンは食べない。おまえのハンティングにつきあう気もない。

　それっきり、あいつは毎朝の日課のアロエ刈がりにさえ来なくなってしまった。

　平和でいいんだけどな。でも、なんか物足りない。

　教室の窓は開け放ってあった。初夏の風が穏おだやかに吹ふき込んでくる。

　見ると、シャルマはすやすや眠っていた。よくもまあ寝ねられるもんだ。ついさっきシエスタの時間が終わったばっかりだっつーのに、幸せそうに寝息を立てている。

　平和だ。

　穏やかじゃないのは、おれだけだろうか？

　むろんそんなわけはない。おれよりよっぽど追い詰められてるのは、他ほかならぬ広葉だ。そのことは、たった今教室へ入ってきたあいつの強こわ張ばった表情でよくわかった。

　あいつはおれには目もくれず、まっすぐ男子生徒の席へ向かった。

「下しも河原がわら……くん。あとでちょっと頼たのみたいことあるんだけど、いいかな」

「俺に？」

　ふんぞり返って机に足を乗せていた下河原鈎かぎ丸まるは、びっくりしたように座り直し、おれを見た。そして笑った、にんまりと。

「いいぜ。広葉の頼みなら、なんだって聞いてやるさ。聞くだけはな。そこから先は頼み事の内容によるぜ」

「お礼はするよ。じゃ、あとでね」

「おう」

　おれは聞こえないふりをした。

　みむみむみむみむ……

　シグナル音がした。シャルマのフィギュアが仕上がったらしい。

　見ると、ちょうど頭上のチューリップが花開いたところだ。

　そこからひょっこり顔を出した推定身長５センチ、２頭身にデフォルメされたミニサイズのおれが、きょろきょろと辺りを見回した。

「うそっ、なにこれ！」

　椅い子すを鳴らして立ち上がったエルマが、いきなり天使っぽくなった。頭のアサガオの蔓つるが一いつ斉せいにきゅるきゅるっと巻き上がったのだ。そのくりくりヘアのままシャルマに駆かけ寄り、間近からのぞき込む。

「すごい。動いてるっ。ミニ甘あま本もとだ。ねえミニアマ、なにか言ってみて」

「みーみーみー」

「ちょ、やばい！　これやばい！」

「んん～、エルマちゃん、おはよう～。じょうずにできた？」

「シャルマ、天才！　ねえ約束したよね、あたしにも作ってくれるって！」

「もち・ろ～ん」

「いや、ちょっと待て。動くなんて聞いてないぞ。なんなんだ、そいつ。クローンじゃないだろうな」

「え～違ちがうよぉ～。シャルマ、オタメシくんのことはよ～く知ってるもん。毎日見てたから、そっくりにできたでしょ？」

「みーみーみー！」

　エルマが掌てのひらに載のせたミニおれ、彼女に言わせればミニアマを突つっつき回している。と、生意気にもミニアマは角を生やしやがった。オリジナルより立派なトナカイっぽさだ。

「やばーい！　甘本そっくりー！」

「やめろ。おれで遊ぶな」

「みっみー！」

「あ。やば、逃にげた」

　ミニアマは驚きよう異いのジャンプ力でエルマの手から飛び出すと、机から机へとぴん、ぴん、ぴんっと跳はね回った。

　一いつ瞬しゆんだけ立ち止まった。広葉の机の上だ。

　いつものあいつなら、とっさに両手でぱしっと捕つかまえたに違いない。

　だが動かなかった。目を逸らした。

　ミニアマもすぐに動いた。エルマが追ってきたからだ。

「待って！　ミニアマ！」

　異様な素す早ばやさで教室を駆け抜ぬけたミニアマは、天てん井じようの換かん気きダクトをくぐって姿を消した。

「逃げちゃったぁ～」

「だいじょうぶだよ、エルマちゃん。また作ればいいよ」

「おまえら、少しは懲こりろ。またあんなのができたらどうすんだ」

「んん～、今度は逃げないようにしなきゃね。エルマちゃんち、虫かごある？」

「熱帯魚の水すい槽そうなら……」

「だから、おまえら人の話をだな」
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　ミャオウは独立独歩の猫ねこである。何ものにもわずらわされることなく、何ものをも恐おそれはしない。しゃなりしゃなりとジャンクルを巡じゆん回かいするのは女王としての日々の務めであり、そしてまたむろんのこと退たい屈くつしのぎでもある。

　彼女が通れば、他の猫たちは皆みなしっぽを下げ、頭こうべを垂れて敬意を表する。

　高々と掲かかげた彼女のしっぽは八本。仔こ猫ねことして生まれたときから授さずかっているものはそのうちの一本だけで、残りはみんなパラプラだ。エノコログサ、いわゆる猫じゃらし由来のシャミレという品種である。しかしいずれのしっぽもみごとに融ゆう合ごうを遂とげており、生来のものと見分けはつかない。それらを駆く使しして彼女は、ユマニテ学園のジャンクルに君臨する王のひとりにまで上のぼり詰つめた。

　この密林には三人の王がいる。空にはガオウ、樹上にはピタロー、そして地上にはミャオウだ。

　今、彼女はふと気まぐれを起こし、一匹ぴきの若い雄おす猫ねこの目の前で八本のしっぽをくねくねと踊おどらせた。たちまち雄猫は瞳ひとみをまん丸く広げてすうっと立ち上がり、二本足で踊り始めた。まるでミャオウの八本のしっぽからマリオネットの糸が伸のび、雄猫を操あやつっているかのようだった。

　と、ミャオウはふと視界の隅すみを横切るものに気づいた。

　虫か。いや違う。草の実だ。それがしゃかしゃかと素早く地面を走っていく。

　はっしと前まえ脚あしで押さえた。

　が、そいつは彼女の肉球の下でぐりぐりぐりと激しくスピンし、表面のトゲトゲで柔やわらかな肉球をいたぶった。

「にゃ？」

　あわてて離はなす。が、草の実は彼女にまとわりついて脚あしから背中へ駆け上った。

「にゃにゃ？」

　八本のしっぽを操ってつまみ取ろうとするのだが、しゃかしゃかしゃかしゃか素早く動いて逃げ回る。

「にゃにゃにゃにゃ！」

　ふと見ると、密林のあちこちで猫たちが、彼女と同じように動く草の実にまとわりつかれて転げ回っている。

「ぎゃにゃーっ!?」




　その頃ころ、学校の密林の前では──

「どう？　うまくいきそう？」

　豹ひようの守もり広ひろ葉ばが心配そうに尋たずねた。

「俺のひっつき虫どもを信じろよ」

　下しも河原がわら鈎かぎ丸まるが自信たっぷりに言った。

「ピーヤンを見つけたらしがみついて離すなって命令してある。やつら、へとへとになって巣へ逃げ帰るだろう。そしたら巣の場所もわかる」

「知覚はあるの？　つまり、カメラとかマイクみたいな……」

「そんな機能があればいろいろとおもしろいことができるんだろうが、あいにくわかるのはひっつき虫の位置だけだ」

「それさえわかればじゅうぶんだって」

「約束守れよ。プリンセスのカフェパーティに招待するって話、本当なんだろうな」

「わかってるってば。うまくいったらね」

「……ん？」

「どうしたの？」

「妙みようだな。虫どもが……こっちへ戻もどってくるぞ」

「はぁ～？」

　ふたりは密林の奥を見み透すかそうと目を凝こらした。

　と──聞こえてくる野性の雄お叫たけび。

「ぎゃにゃー！」「みゃぎゃぎゃー！」「ひぎゃしゃひぎゃー！」

「なにこれ」「来るぞ！」

　どっとあふれ出した猫の大群が、広葉と鈎丸に襲おそいかかった。

「なにこれー!?」「いてっ、いててて」

　バグビットの実はパラプラ通信の子機として固有の電磁波を発信する。だがそればかりではなく、親株からも命令用の電波が送信されている。それを感知し、軌き跡せきをたどって殺さつ到とうした猫たちは、うるさい邪じや魔ま物ものの虫を放ったふたりを許すまじと、これでもかとばかりに引っかきまくった。

　猫たちの好こう奇き心しんを計算に入れなかったのは鈎丸の不覚であった。目の前をもぞもぞ動く見慣れないものがいたら、かれらが手を出さないわけがないのである。




　そうした騒さわぎの一部始終を、密林の梢こずえから見下ろしている者がいた。

　ピタローである。

「ぷひ……」

　樹上の王はニヒルに笑った。２頭身フルーツにあるまじき渋しぶさであった。

　と、彼は真顔になり、眼下の地面を見下ろした。

　またしても見慣れぬものがいた。ごく小さい。が速い。下生えの草の中を、ぴんぴんぴんっと跳はね飛んでいく。

「ぴ？」

　いなやピタローは紅くれないの鞠まりとなって地へと降り立った。

「みみっ？」

「ぴ……」

　立ちはだかった樹上の王を前にして、跳ね飛ぶもの──ミニアマは動きを止めた。

　睨にらみ合う。

　片や身長８センチ、掌サイズの真っ赤な果実。

　片やわずかに５センチの２頭身ヒト形植物性素材使用（？）の謎なぞフィギュアは、しかし一歩も引かず、頭からエメラルドグリーンのトナカイ角を生やして身構えた。

「ぱ！」

「みみみみっ！」

　しゅぴしゅぱしゅしゅしゅざしゅぱしゅぱ！

　交こう錯さく。目にも留まらぬ速さ、激しさ。その一瞬にどれほどの攻こう防ぼうがあったかは、かれらの知覚を以もつてしなければ確かめようがなかっただろう。

　そして両者は再び静止する。互たがいに背を向けたその構えは、全力を出し切った戦いの余よ韻いんを濃のう厚こうに漂ただよわせている。

「…………」

「…………」

　果たして、どちらが勝ったのか──？

「……んみっ」

　こき、と不自然な角度で首をかしげたミニアマの口から断だん末まつ魔まの声が漏もれた。直後、ぽてっと前のめりに倒たおれた。

「……ぴふぅ」

　がくっ、と膝ひざをついたピタローもまた、バランスを崩くずして前のめりに転がった。重すぎる頭を支える気力が途と切ぎれたらしい。逆さまになってじたばたした。が、すぐに起き上がり、もはや動かなくなった強敵を顧かえりみた。その瞳には賞賛と畏い怖ふとが混じったきらめきが湛たたえられていた。

　今度戦ったら、勝負の行方ゆくえはわからない──そんな思いが、樹上の王の佇たたずまいから濃厚に滲にじみ出していた。

　そのとき、カラスがひと声鳴いた。

　ハッとしてピタローは立ち上がった。心なしか青ざめていた。にわかに起こった胸むな騒さわぎの原因を探さぐるべく、ぴぴんっと跳はねて彼は再び樹上の人となり、密林を見み渡わたした。

「ひはっ……!?」

　彼は見た。下生えの中を跳ね飛ぶものたちの大群を。

　あとからあとから押し寄せてくる。




　ギアギアギアギア！

　鳴き交かわすカラスたちの声を聞いて、ナガレこと錫すずノの木き流ながれはつぶやいた。

「悪い予感がする」

　彼は今、放牧場を望む坂に腰こしを下ろして本を読んでいた。立ち上がり、坂を登ると、中等部の校舎は正面に見える。

「あそこで何かが起こったんだ」




　みむみむみむみむみむみむみむみむみむみむ……

「シャルマ！　ねえシャルマ、起きてってば！」

「む～み～」

　ねぼけまなこの幸さい木ぎシャルマが、安あ積さかエルマに両手を差し伸べた。

「エルマちゃん、もう１個ちょうだ～い」

「それどころじゃないよっ！」

　他ほかに誰だれもいなくなった放課後の教室で、ふたりはひそかに昼間の続きをしていた。エルマのたっての希望であった。

　この日のミニアマ錬れん成せい計画のためにとエルマは、あらかじめお菓か子しも持ち込んであった。家に置いてあったお遣つかい物。シャルマが好きなプラリネチョコレート。ただ問題は、そのフィリングのガナッシュに、洋酒がたっぷり入っていたこと。

　みむみむみむみむみむみむみむみむみむみむ……

　エンドレスで鳴り続けるシグナル音と共に、開きっ放しのチューリップの中から数知れぬミニアマが次から次へと湧わき出して、いずこともなく消えてゆく。

[image: ]

「フィーバーしすぎ！　ひとりでいいのに～！」

「む～ん。おかわりぃぃ～」

「もうやめて～!!」







[image: 紅の殴り込み]




　翌日──

「錫すずノの木きは欠席か。珍めずらしいのう。そういう連れん絡らくはなかったが……」

　チカちゃんこと久く々く之の地ち力ちから先生が言った。

　見ると、確かにナガレの席はからっぽだ。妙だ。うちのクラスのスナフキンはオリジナルよりもずっとまじめなやつで、授業にはちゃんと出る。ましてやエスケープなんて初めてのことだった。

「何かあったんじゃなかろうな。どうじゃ、下しも河原がわら」

「別に」

　下河原鈎かぎ丸まるは仏ぶつ頂ちよう面づらで答えた。顔も腕うでも絆ばん創そう膏こうだらけだ。やつがズタボロになったっておれにとってはどうでもいいが、豹ひようの守もり広ひろ葉ばが気がかりだ。

「豹守も欠席か。あやつ、今朝の草取りにも出てこなかったからのう」

「先生、欠席の理由はなんでしょう」

　おれは思わず挙手して尋たずねた。チカちゃんは腕うで組ぐみした。

「それがのう、なにぶんダマから言こと伝づてをもらっただけなので要領を得んのだ。なにやら学校裏で新種を発見したとか言っとったらしいが」

「新種？」

「もし本当なら研究部のスタッフにも伝えて調査しなければならん。密林にはまだまだ謎が多いからの。が、それはそれとして、豹守のやつじゃ。あやつ突つっ走るでな。何ごともなければいいが」

　心配だ。もしジャンクルで新種を見つけたんなら、あいつは今も密林の奥へ分け入っているのかもしれない。

　それともうひとつ心配なのは、後ろの席で安あ積さかエルマがうなされていること。いつも通りこの時間はパラプラ任せで爆ばく睡すい中だが、いつものようにすやすや幸せそうなわけじゃなかった。よっぽど悪い夢を見ているらしい。

「ぎぼぢわるい～」

　幸さい木ぎシャルマが青ざめた顔で言った。

「どうした、幸木」

「先生、わたしが」

　乙おと郷ごう真ま穂ほがすかさず席を立ち、シャルマの背中をさする。

「だいじょうぶですか、シャルマさん。どこが苦しいんですか」

「昨日ちょっと食べ過ぎた感じぃ～」

　高たか原はらしじまが冷ややかに言った。

「あんた、また何か変なもの作って食べたでしょ」

「違ちがうよう。とってもおいしいチョコレート。真穂ちゃんからもらったようなやつ」

「ぐむぅぅ～～ん……」

　エルマが唸うなりながら頭を抱かかえ込んだ。頭上のアサガオの蔓つるがみるみる伸のび、なぜか彼女の顔面から頸くび筋すじ、上半身にかけてきゅりきゅりと巻きつく。たちまちエルマはミイラみたいになった。

「どうしたのじゃ安積。これ、しっかりせい」

　しじまが言った。

「まるで隠かくれようとしてるみたいに見えませんか、先生」

「ふむ……とにかく保健室へ連れて行こうかの」

　チカちゃんがエルマを抱え起こし、真穂とふたりで支えながら歩かせる。

　シャルマもよろよろと後に続く。両手で口を押さえている。

「まったくもう。ホントに騒さわがしいわね、このクラスは」

　しじまはおれをじろっと睨にらんだ。

「甘あま本もと、あんたまでバカなこと考えちゃダメだからね」

「バカなことってなんだよ」

「あんた、豹守を捜さがしに行こうと思ってるでしょ」

「そんなこと……」

「放っときなさいよ、あんなの。新種だかなんだか知らないけど、甘本、あんたには関係ないんだからね」

「いいや、関係大ありだな」

　下河原がにやにや笑いながら言った。しじまが無言で睨む。おれは問い返した。

「どういうことだ？」

「行ってみればわかるさ。俺も見たからな、新種ってやつを。うじゃうじゃしてたぜ、おまえそっくりのやつらが」

「甘本そっくり？　どういうこと？」

　しじまは昨日、あの騒ぎを見ていない。だからピンとこない。

　だがおれは違う。すぐに何が起きたか悟さとった。

　シャルマはいったん記き憶おくしたものなら何度でも、いくらでも再現できる──

　一時間目は自習になった。

　おれは教室を抜ぬけ出すことに決め、立ち上がった。そのときだった。

　ピィィィィィ！

　高らかに鳴り響ひびいた口笛の音に、おれは頭上を見上げた。

　昨日、ミニアマが逃にげ出した天てん井じようの換かん気きダクト。

　その換気口のシャッターがバコッと抜けて落下した。

　どっとほとばしる真っ赤な滝たき。ダクトからあふれ出し、シャッターを押し流して教室の床ゆかへ達すると、無数のしずくとなってぴぴぴぴぴんっと跳はね飛んだ。

「ピーヤン!?」「ピタローだ」「殴り込みかっ」

「ぴぴぴぴぴーっ！」

　紅くれないの怒ど濤とうとなって地を跳ね宙を飛び、どかどかぴんぴん襲おそいかかってきた。

　その攻こう撃げきは、なぜかおれひとりに集中していた。

「なっ……」

　どかどかどかどか！

　たちまちおれは生き埋うめになった。さながら富士かベスビオスみたいな真っ赤な果実の堆たい積せきに首まで埋もれ、身動きが取れない。と、ぴぴんっと跳とんでピタローがおれの目の前に立ち、びしっ！　と指を突きつけて凄すごみやがった。

「ぷっぴ～！」

「なんなんだっ！　おれがいったい何をした!?」

「ぷるるぴ！　ぽぴぺぴぽ、ぺっぽ！」

「いや意味わかんねーし！」

「ぺぺっぱ！」

　どむどむどむどむっ！

　まるでボクサーがパンチボールをぶん殴るようにリズミカルな体当たり攻撃が、至近距きよ離りからおれの鼻めがけて立て続けにきた。視界を星が飛びまくった。

「ぶふぉ……」

「ぴるりぱ！　ぺっぴんぱー！」

「おれにどうしろっていうんだよ！」

「そこまでだ」

　ナガレだ。

　やつがおれの前に立つと、ピタローも攻撃を止やめてじろりと見た。あんまり空気よくないのは、やつがカラスの味方として認にん識しきされているせいだろう。それでも話を聞く姿勢になったんだから、おれよりは信用されているらしい。

「甘本くん、すぐに校舎裏のジャンクルへ来てくれ」

「そうするつもりだったんだけど、こいつらがな……」

「ぺ！」

「戦争が始まってるんだ、甘本くん」

「戦争？」

「止められるのはきみしかいない。すぐに来て欲しいんだ」

「行くよ。こいつらが離はなしてくれればな」

「ぷぺ！」

「頼たのむ、ピタロー。きみたちだって戦争を止めたいはずだ。だからここへ来たんだろう？」

「ぴ！」

「甘本くん、かれらはきみを王と認めているんだよ。新種族の王と」

「なっ……王？　おれが？」

「どういうことなの、錫ノ木」

　しじまが進み出てきた。ナガレは無視し、おれとピタローに言った。

「行こう。ここで争っていても無意味だ。甘本くん自らが出向けば、新種族の暴走を止められるだろう。ピタロー、きみにとってもそのほうがいいはずだ」

「ぴ！」

「ピタローさんじゃありませんかっ！」

　真穂だ。保健室から戻もどってきたらしい。目を潤うるませて言った。

「お目にかかりたいと思ってました。聞いていただきたいものがあるんですっ」

「……ぴ？」

「すぐに用意致いたしますっ」

　真穂は自分のバッグの中から携けい帯たい用の音楽プレーヤーを引っ張り出し、いじりながら駆かけ寄ってきた。両手に捧ささげ持もつようにしてピタローの前へ差し出す。

　と、外部スピーカーからなんとも言えない呪じゆ文もんのような音楽が流れ出した。

「人にん間げん五十年～、下げ天てんのうちを比ぶれば～」

「ぴ……」

　びしっ、とピタローは電でん撃げきをくらったように硬こう直ちよくした。

　直後、ピーヤンの山を転げ落ちた。頭が重たいらしい。

　ぴぴんっとすぐに山のてっぺん、おれの目と鼻の先まで跳はね戻ってくると、真穂へ向かって言った。

「ぴぴっ！」

「もう一回ですね。いきます」

「人間五十年～」

　きゅぽ、とピタローが自分の頭のヘタを、いや茄な子す冠かんむりを引き抜いた。

　そしてぴんしゃんとおれの頭のてっぺんへ駆け上がった。

　その先はおれには見ようがない。ただ、頭の上でだん！　だん！　だんだんっ！　と激しくリズミカルに足あし踏ぶみしつつ移動するのはわかった。

「一ひと度たび生しようを享うけ～、滅めつせぬもののあるべきか～」

　へちゃ、と頭の上で頼たよりない気配が崩くずれた。前まえ髪がみを伝って赤いしずくが垂れてきて、滴したたるしずくが口に入った。甘い。完熟だ。

「ぴ……」「ぴ」「ぴぴぴ」「ぴぃ～いぃぃぃぃぃ～っ!?」

　ぞざっ！　とピーヤン軍団が一いつ斉せいにおれから跳び離れ、遠巻きに輪を描えがいた。

　その輪の中にはおれと真穂、ナガレ。そして潰つぶれたフルーツひとつ。

「伝説は真実でした。野生ピーヤンの中には、信のぶ長なが公の遺伝子が！」

　ぴらぱりらぱらー！

「あんたねえ！」

　吠ほえ猛たけるスズランのファンファーレと共にずかずか踏ふみ込んできたしじまが、背せ伸のびして真穂の襟えり元もとを摑つかみ、揺ゆさぶった。

「なんてことしてくれたのよっ！　ピーヤンの王を潰しちゃったじゃないの！」

「たいしたことじゃありません。一度生を享け、滅せぬもののあるべきか」

「うっとりするなー！」

　ぱららぴららぱらりらー！

「樹上の王が崩ほう御ぎよした。甘本くん、きみはその血を浴びてしまった」

　かすれた声でナガレが言った。

「きみは王殺しだ」

「な……」

　どぴゅぴゅぴゅぴゅぴゅん！

　ピーヤン軍団が一匹ぴき残らず一斉に弾はじけて潰れた。むせかえるような甘い匂においに目の前がくらくらした。
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「なっ、なによこれ～!?」

「殉じゆん死ししたんですよ、しじまさん。まさしく武人の最さい期ご。かくありたいものです」

　ひときわ赤く燃え盛るヒガンバナをわしゃわしゃと震ふるわせながら真穂が言った。

「お掃そう除じとお弔とむらいは、わたしにお任せください」

　おれは頭の果肉を拭ぬぐい、ちょっとなめた。やはり甘い。てゆーか、うまい。

「行くぞ、ナガレ」

「うん、甘本くん」

　なぜかぱあっと頰ほおを染めてやつはうなずいた。
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　校舎裏の密林は騒そう然ぜんとした雰ふん囲い気きに包まれていた。

　そこかしこを低く飛び回るカラスどもはみんな無言で、額の銀の羽をぴーんと立てている。パラプラ通信で互たがいの脳をリンクさせ、リアルタイムで情報をやりとりしているのだろう。ジャンクルを網もう羅らする監かん視しネットワークが形成されているに違ちがいない。

　そのネットワークに連なる資格を持つナガレは、銀の髪かみに導かれて迷わず進む。

　おれはやつの後についていくだけだ。

「どこまで行くんだ？」

「最前線まで」

「穏おだやかじゃないな。もうずいぶん深くまで分け入ったんじゃないのか」

「それだけ戦線が拡大してるってことさ」

「いったい何を争ってるんだ？」

「この森の秘密さ」

「森の秘密？」

「待ってよ、ふたりともっ！」

　高たか原はらしじまが息を切らして走ってくる。おれはあきれた。

「何しに来たんだよ、おまえ」

「そんな言い方ないでしょっ!?」

　しじまはおれに両手ですがって顔を伏ふせ、しばしぜいぜい荒あらい息をつき、やがてキッと顔を上げた。眼鏡がずり落ちていた。眼めが濡ぬれていた。

「あっ、あたしだってねっ、あの子のことが気にならないわけじゃないのよっ！」

　彼女のパラプラがむせび泣くような音色を奏かなでた。今まで聞き覚えのない、センチメンタルなメロディだった。

「おまえ……」

「念のため言っとくけど、これは学級委員としての責任に基もとづく行動よ。そこんとこ間ま違ちがえないようにねっ！」

　真っ赤になって早口に言うと、しじまはそっぽを向いた。

「で？　豹ひようの守もりはどこ？」

「じきにお迎むかえが現れるさ」

　冷ややかにナガレが言った。やつは目を閉じ、眉み間けんに険しい皺しわを寄せていた。立ち上がった銀の髪がびりびりと細かく震えている。パラプラ通信を感知することに集中しているらしい。

「どうやら彼女にも、今のメロディが聞こえたらしいからね」

　ざわざわざわ……と密林の奥から気配が近づいてくる。

「なっ、なんなの？」

「来るぞ！」

　ざしゅっ、と地を蹴ける音を立てて次々と跳ちよう躍やくし、やつらはおれたちの前へ現れた。

　いや、「やつら」じゃない。「おれら」だ。

　ミニアマの大群だ。騎き乗じようしている。馬代わりにまたがっているのはひっつき虫。おそらくは下しも河原がわらが放ったバグビットの実だろう。どんな方法を取ったか知らないが、命令を書き換かえて乗っ取ったらしい。ただでさえ素す早ばやいのに、ますます機動力が上がっていた。

「みみんっ！」

　ずざっ！　と一斉に敬礼した。どうやら確かにおれを王と認にん識しきしているらしい。

「なに、これ……」

「シャルマのやつが花から生んだ、おれのフィギュアだ。いつの間にか大量生産されて、そろいもそろって大脱だつ走そうしやがったらしい」

「それどころか、すでに繁はん殖しよくを始めているよ」

「マジか」

「甘あま本もとくんのパラプラはロコロコだよね。分ぶん裂れつして殖ふえる。その特とく徴ちようを、かれらも受け継ついでいるみたいなんだ」

「冗じよう談だんじゃないわ。それじゃ本当に新種じゃないの」

「みっみん、み！」

　ざしっ、と整列したミニアマ騎き士し団が、おれの先に立ってしずしずと行進を始めた。

　先頭に立つやつが、ハガキ大の旗を掲かかげた。どこからどうやって取り出したか知らないが、それはヒマワリの花からエメラルドグリーンのトナカイ角が生えたデザインだった。

「なんなの、あの旗！」

「ついて来いって言ってるらしいな。行くぞ」

「言われなくたって！」

　ぱららぴららぱらりらー！

　激げき怒どのファンファーレと共にしじまはずかずか歩き出した。おれたちも続く。




　やがて──

「なに、あれ！」

　しじまが立ちすくみ、しかし数歩、小走りに駆かけ寄って見上げる。

　おれたちも息を吞のんでその光景を見た。

　大樹だ。樹じゆ齢れい何千年とか言われても違い和わ感かんはない偉い容よう。おそらく樹高はおれたちの教室よりもずっと高いところまで達するだろう。張り出した枝々には無数の赤い実が生なっている。それらは皆みなピーヤンだった。

「ようこそ、あたしの王国へ！」

　ざっ、と枝を揺らして豹守広ひろ葉ばが樹上から姿を現した。

　ぴしっ！　とミニアマ騎士団が敬礼する。おれは連中の上を躍おどり越こえて大樹の根元まで駆け寄った。

「広葉！」

「とうとう見つけたよっ、オタメシ」

　枝の中に腰こしかけた広葉は、きらきらした眼でおれを見下ろし、ニカッと笑った。

「ピーヤンの巣だよ！」

「これが……！」

「タマリロに似てるわね。木立トマトとも呼ばれる品種で、ちょうどこんなふうに果実をつけるの。でも、ここまで育つなんて聞いたことがない。おそらく何十本ものピーヤンの親株が異常生長を遂とげて互いに絡からみ合い、ひとつの大きな樹きになってるんだわ」

「しじま、あんたも味をみなよっ。ほら」

　手近な枝からもいだピーヤンの実をみっつ、次々と放ってよこす。

「ちょ、何やって……ひゃわっ」

　あわててキャッチしたしじまの手の中で、ピーヤンは眠ねむたげに何度か目を瞬またたいた。

「動いてるじゃないのよっ！」

「もぎたてならまだ寝ねてる。ガブッといっちゃって。動き出すと雑味が出るよ」

　サラッとすごいことを言う。明らかに実体験からの発言だ。それだけの経験を積んだということだ。

「おまえ、どんだけピーヤン食ったんだ……」

「ん～？　わかんない。とりあえず、腹いっぱいになるまで？」

「このブラックホール胃い袋ぶくろに襲おそわれて、よく絶ぜつ滅めつしなかったものね」

「だぁ～いじょうぶだよ～いっぱいあるし。もぎ放題だよ。あとからあとから新しい実が生るしさ」
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「ふざけんな。おまえ、いつからここで食い散らかしてるんだ」

「ホームルームのちょっと前ぐらいかな？　夜明け前から総攻こう撃げきかけたんだよね、そいつらと」

「みっ！」

　ミニアマ騎士団が再び敬礼した。おれはめまいがしてきた。

「……どうやってこいつらを手なずけたんだ？」

「人聞きが悪いなあ。あたしがだまくらかしたみたいじゃん」

「でなけりゃおまえが女王気取りでふんぞり返っていられるわけがないだろ」

「言っとくけどね、ミニアマたちは、自分からあたしの前に集まってきたんだからね」

「そんなバカな！」

「しょーがないじゃん。ミニアマはね、オタメシ、あんたとそっくりなの。あたしの頼たのみなら、なんだって聞いてくれるの」

「なっ……」

「本物のあんたより、ずーっと優やさしかったよ。あたしがピーヤンの巣を見つけたいって頼んだら、全力で尽つくしてくれたもん」

　すねたようにそっぽを向いて広葉は早口に言った。そしてまたひとつ、真っ赤な果実をもいだ。放り上げては受け止めながら言う。

「おかげでこの樹が見つかった。あたしがいただいた。文句ある？」

「大ありだ！　すぐ降りろ！」

「やーだよーだ」

「このっ……」

　怒ど鳴なりつけようとした。頭にきてた。なのに、ふと気づいた。

　広葉の頭のヒマワリの花が、ぐったりとうなだれている。そっぽを向いた顔の陰かげに隠かくれて、花の表情は見えない。だが、はらはらと花びらが散っているのがわかった。

　ということは、ひょっとして──

「……この旗は、おまえが描かいたのか？」

　おれは感情を抑おさえて尋たずねた。

　広葉は得意げに笑っておれを見下ろした。

「うまいもんでしょ？　あたしの花とミニアマの……オタメシの角と。ふたつ組み合わせてみたんだよ」

　そう語る彼女の顔の脇わきで、泣き顔のヒマワリがぶらぶら揺ゆれている。花びらが散り、ぽろぽろと種がこぼれ落ちている。それでもどうにか崩ほう壊かいせずに耐たえているのは、おそらく広葉が必死に感情をごまかそうとしているからだ。

　やれやれ。こんな顔されたら、そりゃあ困る。頼み事だって断れやしない。

　ミニアマたちもそうだったんだろう。たぶん広葉は、やつらの前では感情を隠さなかったに違ちがいない。しょぼくれうなだれた花とおんなじ泣きべそ顔で、それでも必死に、ピーヤンの巣を探そうとしていたのだ。だからこそやつらは自分から広葉の前へ集まった。なんとかしてやろう。こいつの泣きべそ顔は見たくない。そう思って駆けつけたんだ。

「こっちへおいでよ、オタメシ」

　挑いどむような眼で広葉は言った。

「あたしの国を、あんたにも分けてあげる」

「甘本っ、甘やかしちゃダメよ！」

「きみなら誘さそいには乗らないだろうと信じてるよ」

　しじまとナガレが口々に言った。

　おれは無言で考え続けていた。

　広葉の望みは、ピーヤンの巣を見つけること。それはかなった。

　野生ピーヤンの味も思う存分楽しんだ。

　なのに、あいつはよりによってピーヤンの巣を「あたしの王国」と言い張り、占せん領りようしている。

　なんのためにそこまで執しゆう着ちやくする？　ただの食しよく欲よくなのか？

　それとも──意地か？

　おれが言うことを聞かなかったからか？

「なんとか言ってよ、オタメシ！　こっち来るの、来ないのっ？」

「おれは……」

　そばへ行ってやれば、あいつは満足するんだろうか？

　だが、そんなことはできない。

「おれは行かない。おまえがこっちへ降りてくるんだ」

「どうして!?」

「その樹はピーヤンのものだ。おまえのものじゃない」

「でも、あたしが見つけた！　オタメシ、あんたの分身と一いつ緒しよに！」

「やっちまったよな、まったく」

「み……？」

　ミニアマ騎士団が不安げにおれの顔を見上げた。おれは苦く笑しようするしかない。

「広葉、いくらおまえの頼みでも、かなえちゃいけないことはあるんだ。おれたちはふたりっきりでこの世に生きてるわけじゃないからな」

「ここへ来ればいいじゃない！　あんたとあたし、ふたりっきりになれるよ！」

「花がいる」

「え……」

「おまえのヒマワリ、おれのロコロコ。どっちもおれたちの一部だが、やっぱりおれたち自身じゃない。パラプラがある世界に、ふたりっきりなんてありえないんだ」

　広葉は息を吞み、左手で彼女の花を押さえた。その手の下から、とめどなく散り落ちる花びら、そして種。止めようがないその崩壊のありさまが、とうとう彼女の顔をもくしゃくしゃに歪ゆがませた。

「オタメシのばかっ！　あんたなんか、どこへでも行っちゃえっ！」

　右手の果実をおれめがけて投げつけた。

　真っ赤な完熟果──だったはず。

　なのに、それはなぜか漆しつ黒こくの塊かたまりで、異様なカーブを描いて飛来した。

　どむっ！

「ぐふぉ!?」

　キャッチしようとした手をすり抜ぬけて、右フックの角度でおれの頰ほおをえぐった。

「ちょ、なにこれっ!?」

「高原さん、捨てちゃだめだ！　そのまま押さえておくんだ！」

　見るとしじまの手の中で、漆黒のピーヤンがじたばたしていた。

　ナガレも同じ黒い果実を握にぎり締しめている。

　てゆーかおれもだ。手の中には、さっき広葉が放ってよこした完熟果。真っ赤なそいつが、みるみる黒く染まっていく。眼めが凶きよう悪あくな光を放ったかと思うと、おれの顔面めがけて跳とびやがった。

　どどむっ！

「むぐおっ……」

　効いた。くらくらする。しかも一発や二発で終わりじゃない。広葉が投げたやつに、とうとうしじまの手をふりきったやつまで加わって、何度も何度も襲いかかってくる。ボクサー三人がかりでタコ殴なぐりって感じだ。

「とうとう始まってしまったか……」

「どういうことなの、錫すずノの木き！　あんた知ってるんでしょ!?」

「防衛反応だ。樹上の王を失ったピーヤンの樹が、敵から親株を守るため、果実をパワーアップしている。ごらん、あの樹を」

　おれは見た。大樹に実る無数の真っ赤な果実が、みるみる黒く染まっていくありさまを。

「まさか、あれがみんな……？」

「攻撃目標は侵しん略りやく者しやだ。つまり、甘本くんと……」

「広葉！」

　どむどむっ！

「げふっ……逃にげろ、広葉ぁぁっ！」

「ひ……」

　どどどどどむっ！

　漆黒の弾だん丸がんが今、一いつ斉せいに広葉めがけて放たれた。

「きゃあああああ!?」

「広葉ぁーっ!!」
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「みみーっ！」

　ずざっ、とミニアマ騎き士し団が陣じん形けいを取って飛び出そうとした。広ひろ葉ばを救うため駆かけつけようとしたのだ。その頭からちみちみとミニチュアサイズの角が出る。

「だめだ！」

　おれは叫さけんだ。同時に頭の中で声が弾はじけた。

《パ》《パ》《パパパパ》《パンプアップ！》

　めりめりと伸のびた巨きよ大だいなトナカイ角を振ふりかざしておれは叫んだ。

「戦いは終わりだ！」

　びくん、と騎士団は硬こう直ちよくした。やつらの頭の角がぴぴっと震ふるえた。

　襲おそいかかろうとしていた黒ピーヤン三匹びきも、ぷるるっと全身を震わせて止まった。

　おれの角もまたびりびりと細かく震え続けている。

「ミニアマの王、オリジナル甘あま本もと験ためすとして命じる！　ピーヤンに手を出すな！」

「みみっ！」

　騎士団が最敬礼した。

　黒ピーヤンも構えを解いた。一匹がころんと逆さまになってじたばたした。頭が重たいらしい。

「ロコロコをアンテナとして使ってるんだね、甘本くん！」

「そっか。もともと通信機能の高いパラプラだし、ミニアマもおんなじ品種の特とく徴ちようを持ってるから……」

　ナガレとしじまの言葉は聞こえた。が、相手している余よ裕ゆうはない。

　どむどむどむどむ！

　ひっきりなしに続く漆黒の魔ま果かの攻こう撃げきが、樹上の広葉に集中している。

　おれの位置からでは何がどうなってるのかよくわからない。広葉の姿は見えない。かすかに聞こえる、くぐもった悲鳴。

「もうやめてくれ！」

　おれはピーヤンの巣に駆け寄り、よじれあった大樹の幹に角を押しつけた。

　角はゆるゆるとかたちを変え、樹を抱だきしめるように動いた。

「頼たのむ。やめてくれ。おれたちの過あやまちは認める。悪かった。二度とこんなことはしないし、させない。だからもうそのへんで勘かん弁べんしてやってくれ。広葉は人間だ。女子なんだ。潰つぶれたらそれっきりだ。決してよみがえってはこないんだ」

　おれの角は武器としては使えない。だがアンテナとしてはちょうどいい。だからトナカイっぽいかたちになるんだってことに、今さらながらにおれは気づいた。

　ピーヤンの巣を抱かかえ込んだ角を介かいして、おれは伝えようとする。言葉を、思いを、願いを、決意を。

「頼む。広葉を許してやってくれ。あなたは植物だ。何度でもよみがえるんだろう。でも人間は、一回きりを生きてるんだっ！」

　と──

《その言葉、確かに聞き届けた》

　ハナサキグマが、いつの間にか大樹の向こうに姿を現していた。子グマたちも一緒だが、少し後ろにちんまりとおとなしくしている。

《少年よ、おまえの友だちはたいしたものだ。こうして自力で森の秘密にたどり着いたのだからね。そのあとがいけなかったが……》

　おれは角をいつもの状態に広げ、ピーヤンの巣から離はなれてハナサキグマと向かい合った。黒ピーヤンの攻撃はやんでいた。

「本当に悪かった。あいつの……広葉のこと、放っといちゃいけなかった。どこまで突つっ走るかわかんないやつなんだ」

《人間とはそういうものらしいな。取り返しのつかないこともする。そのために滅ほろびかけたこともあった。だが、そうして生まれた今の世界は、そう悪いものではない》

　ハナサキグマは金色に濡ぬれた自分の鼻をぺろりとなめた。そしてミニアマ騎士団に穏おだやかなまなざしを向けた。

《生まれ落ちたものは皆みな、それぞれの運命と共に生きていく。少年よ、おまえのちいさな子どもたちは、この森で生きることになるだろう。面めん倒どうをみてやっておくれ》

「わかった。……ま、しょうがないよな」

　おれが望んだわけじゃないし、ましてや造ったわけでもない。だが、そうしてもいいと許したのは事実だ。

　そうやっておれたちはいろんなものを引き受けて生きていくのだろう。

　よいものばかりではないだろうけれど。

《さあ、少年よ。友だちの面倒をみてやりなさい》

「ありがとう！」

　おれは大樹に飛びつき、ピーヤンの巣へとよじ登った。

　そこには広葉の下半身があった。

「なっ!?」

「うう～。お尻しり痛い～～～。ふともももふくらはぎも、足の裏まで痛い～～～」

　よじれあった樹と樹の隙すき間まに頭から潜もぐり込んで隠かくれようとしたが、尻から下は隠れきれずにボッコボコにやられたらしい。かわいそうに、青あざだらけだ。

「もうだいじょうぶだ。出てこい」

「抜けなくなっちゃった～～～」

「おいおい……」

　どうにかこうにか引っ張り出してやると、広葉は真っ赤な顔でおれをぽかすか叩たたいた。

「遅おそいよっ、オタメシ！　もっと早く来て！」

「おまえなぁ……」

「怖こわかったんだからねっ！」

　泣きべそをかいてそっぽを向いた。と、その顔の横ではヒマワリの花が、今まさに再び花びらを生やし種を生み出しているところだった。描えがき出されたのは満面の笑えみ。花は、ひょいと首を伸ばしておれの頰にキスした。

《少年よ、上をごらん》

　ハナサキグマの声がした。おれは梢こずえを見上げた。

　黒ピーヤンたちは皆、元いた枝へ戻もどり、まどろみ始めている。その色はみるみるふだん通りの鮮あざやかな紅くれないに戻っていく。

　その中に、今また新たな果実がひとつ、丸々と膨ふくらんでくるところだった。

「あれは……」

「え、なに？　どうしたの？」

　おれは息を潜ひそめ、無言でその果実を指さした。広葉もそれを見た。

　他ほかよりも明らかに大きい。肌はだもひときわつやつやと赤い。そう、そしてヘタの形だ。王おう冠かんに似たそれは、まさしく茄な子す冠かんむりの名にふさわしい。

「樹上の王の復活だ」

「王？　って、つまり……」

「ぽぽーん！」

　枝から離れたピタローが、おれの頭のてっぺんへ立ちやがった。

「ちょ、なにこいつ！　降りなさいよっ！」

「ぽ、ぴぴっぱ、ぴぽぱぴ！　ぱぴぱっぱ！」

《やれやれ。これは弱ったことになった》

　ハナサキグマの声は笑いをこらえているように聞こえた。

《少年よ。樹上の王は、おまえの頭の上に領有権を主張しているぞ》

「はぁ!?」

《国盗とりの儀ぎ式しきによって正式に領土となったと言い張っているが、心当たりはあるかね。なにやら舞まいを舞ったそうだが》

「……ないこともないけど」

「ぱっはっはー！　ぴっぽんぴっぱー！」

「なんなの、こいつ～!?　どきなさいよっ！　オタメシはあたしの！」

「いや、その言い方もどうかと思うが……」

《学校の森に住む者同士の揉もめごとは、お互たがいの努力で解決してもらう。少年よ。いや、新たなる種族ミニアマの王よ。樹上の王とよく話し合いなさい》

「しょうがねえなっ。おい、よろしくな」

「ぴ！」

「どきなさーい！」







　あとがき
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　かつて伝説の大開花によって滅めつ亡ぼうに瀕ひんした人類は、共生植物パラプラと共に生きることでなんとか復興を遂とげました。そうして再び穏おだやかな日常が戻もどってきた。そんな世界で繰くり広げられる、中学生たちの日々をご覧ください。それぞれがさまざまな花を咲さかせ、望みとあきらめとイライラを抱かかえ、でもにぎやかに過ごしています。世界は甘くはないけれど、そう捨てたもんでもなさそうです。

　申もうし遅おくれましたが、スニーカー文庫では初登場、木き村むら航こうと申します。昨今はゲーム絡がらみの仕事が多くなり、オリジナルのラノベは久々ですが、お気に召めせばよいですのう。ひとつ皆みな様さま、今後ともごひいきに。


二〇一五／一／二七


















※この作品はフィクションです。実在する人物・地名・団体・植物とは一切関係ありません。
















カバー・口絵・本文イラスト／やむ茶

カバー・口絵・本文デザイン／伸童舎










パラプラ学がく園えん








木き村むら 航こう
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